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はじめに 


本書は、 RAID システム管理ユーティリティ 『 Universal RAID Utility Ver 2. 3』について説明します。 

本書は、ユーザーズガイド本体と、3つの付録で構成します。 

• ユー ザーブガ イド 本休：本 ファイル （ uru 23 jug . pdf ) 

• 付録 A : 用語一覧 （ uru 23 juga . pdf ) 

• 付録 B : raidcmd コマンドリファレンス （ uru 23 jugb . pdf ) 

• 付録 C : ログ/イベントー覧 （ uru 23 jugc . pdf ) 

本書で使用する用語については、「付録 A : 用語一覧」を参照して〈ださい 。 「Universal RAID Utility 」 という表記は、 

『 Universal RAID Utility Ver 2.3 』、『 Universal RAID Utility Ver 2.31 』を指します。 

また 、 Universal RAID Utility を使用するには、管理する RAID システムや、 RAID システムを実装するコンピュータのマニュアルも 
よ〈わ読み〈ださい。 

なわ、本書の内執よ、オペレーティングシステムの機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に記載してしなす。 
オペレーティングシステムに関する操作方法や不明点については、それぞれのオンラインヘルプやマニュアルを参照して〈ださい。 


本文中の記号について 


本書では、 iil 下の3種類の記号を使用してしなす。これらの記号と意味を理解していただき、本ユーティリティを正し〈使用してく 
ださい。 


記号 説明 


本ユーティリテイの操作で守らなければならない事柄や、と〈にを意をすべき点を示します。 
本ユーティリティを操作する上で確認をしてわ〈必要がある点を示します。 

知ってわ〈と役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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概要 


Universal RAID Utility の概要について説明します。 


Universal RAID Utility とは 


Universal RAID Utility は、コンピュータの RAID システムを管理するユーティリティです。 

Universal RAID Utility は、 lit 下のような特徴を持ちます。 

1. さまざまな RAID システムを1つのユーティリティで管理 

これまでは、 RAID システムの管理ユーティリティは、システムごとに異なる管理ユーティリティを使用してし、ました 。 Universal 
RAID Utility は、1つの管理ユーティリティで複数の RAID システムを管理できます。管理できる RAID システムについては、 
本体装置や RAID システムのマニュアルなどを参照して〈ださい。 

2- スタンダードモードとアドバンストモード 

Universal RAID Utility には、スタンダードモードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダー巧ードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 

3- RAID システムを簡単に構築 

Universal RAID Utility を使用すれば、 RAID システムについて豊富な知識を持っていなくても簡単に RAID システムを構築 
できます。 

Universal RAID Utility のガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライプを作成できる「シンプルな論理ドライブ 
作成機能」や、未使用の物理デバイスの用途を決めるだけで RAID システムを構築できる「イ ージーコンフィ グレーシヨ ン」とい 
った機能を提供します。 

4- RAID システムの構築、運用、保守に必要な一般的な機能をサポート 

RAID システムの構築のための一般的な機能(論理ドライブの作成、ホットスペアの作成など)や、運用のための一般的な機 
能(ログの記録、パトロールリード、整合性チェックなど)、保守に必要な一般的な機能(リビルド、実装位置の表示機能など） 
をサポートしています。 

5- RAID システムの障害監視機能 

Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生した障害を様々な機能で検出できます。 

RAID ビ I ューアは、 GUI により RAID システムの構成と状態をツリーやアイコンでわかりやす〈表示します。 raidcmd により 、 CLI 
でも同様の情報を表示できます。また、 RAID システムで発生した障害は専用のログだけでなく、オペレーティングシステムの口 
グへも登録し、さらに、 Express シリーズ標準添付の ESMPRO / ServerManager ヘアラートを送信することもできます。 

6. ESMPRO / ServerManager による RAID システム管理 

Universal RAID Utility (Windows 版)は、 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 iil 降を使用して RAID システムの管理を 
行えます。リモート環境に存在する ESMPRO / ServerManager で、 RAID ビューアやログビューアと同様に RAID システムのメ 
ンテナンス、監視を行えます。 
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Universal RAID U 抽 ity の構成 


Universal RAID Utility は、 m 下のモジユールで構成してし、ます。また、動作するオペレーテイングシステ 
ムにより、使用できるモジユールが異なります。 

■ raidsrv サービス 

コンピユータで常時稼動し、 RAID システムを管理するサービスです。 RAID ビ I ユーアや raidcmd の 
他理要求に巧して RAID システムの情報を提供したり、 RAID システムに巧してオペレーシヨンを実 
行したりします。また、 RAID システムで発生するイベントを管理し、 RAID ビユーアへ通知したり、各 
種ログに登録したりします。 

■ RAID ピユーア ( Windows 版のみ） 

GUI (グラフイカルユ-ザ-インタフエ-ス)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケーンヨン 
です。 RAID システムの構成や状態をグラフイカルに表示し、コンフイグレーシヨンやオペレーシヨンを 
実行できます。 

■ ログピユーア （ Windows 版のみ） 

GUI (グラフ イカルユーザーインタ フエー ス)により、 RAID システムで発生したイベントを記録する 
RAID ログを参照するアブ J ケーシヨンです。 

■ raidcmd 

CU (コマンドラインインタフエース)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケーシヨンです。 
RAID システムの構成や状態をコマンドラインで表示し、コンフイグレーシヨンやオペレーシヨンを実行 
できます。 

■ ESMPRO/ServerManager 通信モジユ—ル / raidsrv Agent (Windows 版のみ） 

段 MPRO/ServerManager で RAID システムを管理する際、段 MPRO/ServerManager と URU 
間の通信を制御します（段 MPRO/ServerManager Ven 5.2 じ I 降で RAID システムを管理する 
場合のみ使用するモジュールです)。 


オペ レーテ イングシステム 

Windows 

Linux 

VMware ESX 

raidsrv サーヒ乂 

ィ 

ィ 

ィ 

RAID ビュ-ァ 

ィ 



ロヴビュ-ァ 

ィ 



raidcmd 

ィ 

ィ 

ィ 

段 MPRO/Serve 「 Manage 「 通信モジユ—ル (raidsrv Agent) 

ィ 
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L RAID システム」 L-d rai ち 
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^^Linux/VMwa..ESX 


I raidcmd | 



Universal RAID Utility 
(Windows 版） 




Universal RAID Utility 
(Linux/VMware ESX 麻） 


図 1 Universal RAID Utility の構成 





















































































旧パージョンとの機能差分 


Ver2.2 と Ver2-3 


Universal RAID Utility Ver 2.3 は、 Ver 2.2 から)下の機能強化、機能変更を実施しました。 

1. 管理対象 RAID 〕ントローラにじ I 下のコントローラを追カロ 

■ N 8103-129 RAID 〕ントローラ (256 MB , RAID 0/1) 

■ N 8103-130 RAID 〕ントローラ (256 MB , RAID 0/1/5/6) 

■ N 8103-1 ；M RAID 〕ントローラ (512 MB , RAID 0/1/5/6) 

■ N 8103-135 RAID 〕ントローラ (512 MB , RAID 0/1/5/6) 

2 - 物理デパイス警告エラーの登録条件変更 

物理デパイス警告エラーのイベントをコマンドタイムアウトおよび物理デパイスのリ t ット発生時に通知してし、ましたが、 
対他の必要がなし N ため通知しないように変更しました。 

3 - N 8103-109 RAID コントローラ （128 MB,RAID 0/1/5/6 ) による論理ドライブの初期化(完全)に関する不具合を 
修正 

Universal RAID Utility を使用して論理ドライブの初期化(完全)を実行すると、初期化の完了まで 
SuperBuildUtility にくらべ約10倍の時間がかかる不具合を修正しました。 

4 - USB 接続ディスクの使用に関する不具合を修正 

N 8103-109 RAID コント ローラ （128 MB,RAID 0/1/5/6 ) と USB 接続ディスクを同時に使用すると、既存の論理 
ドライブの初期化および削除ができない不具合を修正しました。 

5. Universal RAID Utility のインストールパスに関する不具合を修正 

Universal RAID Utility のインストールパスに ASCII 文字]外の文字を使用した場合、 RAID システムで発生した 
障害をアラート送信できないという不具合を修正しました。 

6 . Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントの更新 

Universal RAID Utility Ver 2.3 lit 降の RAID ビューアを使用するには、 ATL の t キュリティ更新プログラムを適用し 
た Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールする必要があります。 

Ver 2.3 より古いパージョンの Universal RAID Utility をインストールしていた環境では 、 Microsoft Visual C ++ 2005 
SPl ライブラリのランタイムコンポーネントの古いパージョンを使用している可能性があります。 ATL の t キュリティ更新 
プログラムを適用した Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントをインストール後、 
Universal RAID Utility をインストールして〈ださい。 

ATL の t キュリティ更新プログラムを適用した Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネント 
のインストールについては、「インストールの準備 （ Windows )」 を参照して〈ださい。 
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Ver2.3 と VerZSl 

Universal RAID Utility Ver 2.31 は、 Ver 2.3 から]下の機能変更を実施しました。 

1. ソリッドステートドライス SSW の識別方法の変更 

ソリッドステートドライブと A - ドディスクドライブの識別をモデルに依存せず行えるように、識別方法を変更しました。 
オンボードの RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を使用した環境でのソリッドステートドライブのサポー 
卜については、「ソリッドステートドライブ ( SSD ) のサポートについて」を参照して〈ださい。 

2-パッデ J 監視方法の変更 

N 8103-134/135 RAID コントローラ用バッテリの状態をバッテリの残容量で判断するように、監視方法を変更しまし 
た。 

3. サポートする VMware ESX の追加 

■ サポ-卜する VMware ESX に『 VMware ESX 4.0 Update 2 』、『 VMware ESX 4.1 』を追加 

4, 管理対象 RAID 〕ントローラにじ I 下のコントローラを追カロ 

■ N 8103-128 RAID 〕ントローラ (128 MB , RAID 0/1) 

■ N 8103- G 128 RAID 〕ントローラ (128 MB , RAID 0/1) 

■ N 8103- G 116 A RAID コントローラ (128 MB , RAID 〇/ぃ 
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Universal RAID Utility の動作巧巧 


Universal RAID Utility の動作環境について説明します。 


A - ドウエア 


本体装置 


Universal RAID Utility の管理対象 RAID システムを実装できる本体装置 


管理対象 RAID システム 


RAID システムを実装する本体装置や 、 Universal RAID Utility を添付している RAID コントローラに添付のドキュメントを 
参照して〈ださい。 


ソフトウェア （ Windows) 


オペレーテイングシステム 


じ I 下のオペレーティングシステムで動作します (X86、 X 64 どちらの環境でも動作します)。 

♦ Windows Server 2008 R 2 

♦ Windows Server 2008 

♦ Windows Server 2003 R 2 

参 Windows Server 2003 SPl iil 降 

♦ Windows 7 

♦ Windows Vista 

♦ Windows XP Professional SP 2 iil 降 

irO Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 の 『 Server Core インストールオプ 

CS シヨン』を使用する場合、 RAID システムの管理には raidcmd を使用します。 RAID ピューア、口 

グピューアは使用できません。 


Microsoft -NET Framework 


RAID ビューア、ログビューアを使用するには 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 じ I 上が必要です。 

Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista、Windows 7 は、オペレーテイングシステム 
に .NET Framework 2.0 じ I 上を含んでいます。これらのオペレーテイングシステムを使用する場合 、 .NET Framework をイ 
ンストールする必要はありません。 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 じ I 上のインストールについては、「インストールの準備 （ Windows )」 を参照し 
て〈ださい。 
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Microsoft Visual C++ 2005 SPl ライプラリのランタイムコンポーネント 

RAID ビューアを使用するには 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントが必要です。 
Windows Server 2008 R 2 、Windows 7は、オペレーティングシステムに Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1ライブラリ 
のランタイムコンポーネントを含んでいます。これらのオペレーティングシステムを使用する場合 、 Microsoft Visual C ++ 2005 
SP 1ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールする必要はありません。 

Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントのインストールについては、「インストールの準備 
( Windows )」 を参照して〈ださい。 


ソフトウェア (Linux) 


オペレーテイングシステム 


iil 下のオペレーティングシステムで動作します ( x 86、 X 64 どちらの環境でも動作します)。 

• Red Hat Enterprise Linux 4.5 lit 降 

• Red Hat Enterprise Linux 5.1 lit 降 

• MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 lit 降 

• Asianux Server 3 

参 SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2 lit 降 

ソフトウェア (VMware ESX) 

^ ザ _ , * a : -^~- - — - — - - -1111111111111111111111111111111 


VMware ESX 

iil 下の VMware ESX で動作します。 

• VMware ESX 4.0 

• VMware ESX 4.1 

Universal RAID Utility は、サービスコンソールにインストールして使用します。仮想マシンにはインストールしなし、で〈ださ 
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その他 

システム要件 


リソース 

Windows Linux / VMware ESX 

ハードディスク空き容量 

250 MB 上 ^ 


(Microsoft .NET Framwork VerZO 、 （標準 C ++ ライブラリなどの必要なパッケージは 
Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリの含まない） 

ランタイ厶を含まない） 

実装メモリ 

512 MB が上 ^ 


TCP ポート 


Universal RAID Utility は、 iil 下の TCP ポートを使用します。 


ポート番号 

説明 

52805 

1 ■ータんート 

52806 

イベントポート 

52807 

ESMPRO/ServerManager 通信ポート 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する場合は、「 Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを 
変更する」を参照してください。 

セー フモー ドとシングル ユー ザーモード 

Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、ネットワーク機能が動作していない Windows の 
下の t - フモー ドでは使用できません。 

参 t ーフモード 

• t — フモードとコマンドプロンプト 

• t— フ モードとネットワーク t ーフ モード 

また、 Linux や VMware ESX のシングル ユー ザー モー ドでも使用できません。シングル ユー ザー モー ドで Universal RAID 
Utility を使用する方法については、「シングル ユー ザー モー ドでの起動」を参照して〈ださい。 
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Universal RAID Utility のセットアップ 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストールについて説明します。 


インストールイ y — ジ 


インストール、アンインストールには 、 Universal RAID Utility の t ットアッププログラムを使用します。 

t ットアッププログラムは 、 Universal RAID Utility のインストールイメージに含まれてし、ます。インストール、アンインストール作業を 
行う前に、インストールイメージを用意して〈ださい。 

Universal RAID Utility のインストールイメージは、オペレーテイングシステムの種類により異なります。オペレーテイングシステムに巧 
応する正しいインストールイメージを使用して〈ださい。 


オペレーティングシステム インストールイメージ 


Windows Server 2008 R 2 
Windows Server 2008 
Windows Server 2003 R 2 
Windows Server 2003 SPl 降 
Windows 7 
Windows Vista 
Windows XP SP 2 降 
Red Hat Enterprise Linux 4.5 の J 華 
Red Hat Enterprise Linux 5.1 降 
MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 降 
Asianux Server 3 
SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2 降 

VMware ESX 4.0 Universal RAID Utility (VMware ESX 版) 

VMware ESX 4.1 


Universal RAID Utility (Windows 版) 


Universal RAID Utility (Linux 版) 


■; Universal RAID Utility のインストールイメージは、本体装置や RAID コントローラの添付品に格納さ 
I け I れています。 

ま t Universal RAID Utility は 「 NEC コーポレートサイト」 （ http :// www . nec . co . jp ) にも公開 
しています。「サポート•ダウンロード」の 「 PC サーバ fExpress 5800 シリーブ）」から情報を入手して〈だ 
さい（機能強化や機能改善を行ったより新しし、バージョンが公開されていることもあります)。 
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インストールとアンインストール 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストール手順を説明します。 
インストール、アンインストールの種類により、作業手順が異なります。 


1 種類 

説明 

インストール 

コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき 、 Universal RAID Utility をインストールします。 
作業手順 ( Windows ) 

1. インスト-ルの準備 （ Windows ) 

2. インストール （ Windows ) 

作業手順 ( Linux ) 

1. インストールの準備 ( Linux ) 

2. インストール （ Linux、VMware ESX ) 

作業手順 (VMware ESX ) 

1. インストール （ Linux、VMware ESX ) 

更新インストル 

コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、新しいパージョンの Universal 
RAID Utility をインストールします。 

作業手順 ( Windows ) 

1. 更新インストール ( Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX ) 

2. 更新インストール （ Linux、VMware ESX ) 

追加インストール 

コンピュータに新しい RAID コントローラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき、 
Universal RAID U 川 ity の RAID コントローラを制御するプログラムを追加、削除します。 

作業手順 ( Windows ) 

1. 追加インストール ( Windows ) 

作業手順 ( linux、VMware ESX ) 

2. 追加インストール （ Linux、VMware ESX ) 

アンインストール 

コンピュータから Universal RAID Utility を削除します。 

作業手順 ( Windows ) 

1. アンインストール （ Windows ) 

作業手順 ( linux、VMware ESX ) 

1. アンインストール （ Linux、VMware ESX ) 




wQ • インストル、アンインストールは管理者権限を持つユーザーで行います。管理者権限を持つユー 

ザーでなければ、セットアッププログラムを実行できません。 

• Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 の 『 Server Core インストール 
オプション』を使用す_る場合、[スタート]タニューが存在しません。「管理者=コマンドプロンプト J 
で setup . exe を実行します。 

• VMware ESX の場合、インストールを行う〕ンピュータで稼動する VMware ESX で alt キー 
と F 1 キーを同時に押して、サーピスコンソールのログイン画面を表示し、管理者権限を持つユー 
ザーでログインします。 

• Universal RAID Utility をアンインストールする場合、アンインストール前に、 RAID ピューア、口 
グピューア、 raidcmd 、 イペントピューアを終了します。 


■; Universal RAID Utility のアンインストールを行っても、ログファイルを削除しません。そのため、アンイン 
I け I ストル後も参照できます。 
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インストールの準備 （ Windows) 


RAID ビユーア、ログビユーアは 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 lil 上と 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl 
ライプラリのランタイムコンポーネントを使用します。インストールする〕ンピュータにこれらのコンポーネントが存在しなければイン 
ストールします。 

Microsoft .NET Framework のインストール 


■; Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista、Windows 7 は、オペレー 

I け I ティングシステムに .NET Framework 2.0 じ I 上を含んでいます。これらのオペレーティングシステムを 

使用する場合 、 .NET Framework をインストールする必妻はありません。 


irO 

I T J 


Microsoft -NET Framework Version 4.0 のみをインストールしても、 Universal RAID 
Utility は動作しません。必ず Microsoft -NET Framework Version 2.0 〜 3.5 をインス 

卜—ル Cr て〈ださし、。 


手順1 [スタート]ボタン、ロントロールパネル]の 
順にクリックし、[プログラムの追加と削除]をタブルク 
リックします。 

手順2 [プログラムの変更と削除]をクリックし、[現 
在インストールされているプログラム]の一覧を表示 
します。[現在インストールされているプログラム]の 
一覧に、じ I 下のプログラムが存在すれば、 




現なインストルされているプ□ヴラム： 

「ぞ巧プ □ヴラムのま示屯） 

化べ替え©: 1を前 

d 


^ Microsoft .NET Framework 2.口 


疲） Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 
^ Microsoft Visual C++ 20 扼 Redistributable 


サイズ 132 加 MB 
サイズ 132 加 MB 
サイズ 5.21MB 


Microsoft .NET Framework のインストールは不要です。両方、もし〈は、どちらか一方が存在しなければ、存在しな 
し、ノ t ツケージをインストールします。 


『 Microsoft .NET Framework 2.0 』 ( x 64 の場合 [Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64)]) 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 』 （ x 64 の場合 『 Microsoft .NET Framework 
2.0 日本語 Language Pack ( x 64)』） 


^ 『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack ( x 64) 』は、[プログラムの変更と削 

除]には、 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 』 

と表示されます。インストール済みパッケージが ( x 64) かどうか確認するには 、『 Microsoft .NET 
Framework 2.0 日本語 Language Pack J をろリックします。[変更と削除]をクリックし、 t ットアッ 
ププログラムのダイアログを確認します。 （ X 64) の場合、ダイアログのタイトルが 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64) 日本語 Language Pack セットアップ』 

と表示されます。 


手順3 Microsoft .NET Framework Version 2.0 は、 CPU アーキテクチヤにより使用するパッケージが異なります。下 
表を参照し、必要なパッケージをタウンロードし、インストールします。 


CPU アーキテクチヤ 必要なコンポーネントと入手先 


x86 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 巧頒布可能パッケージ （ x86) J1 

http ： //www.microsoft.conn/downloads/details.aspx?fannilvID=0856EACB-4362-4B0D-8EDD 

-AAB15C5E04F5&displavlanq=ia 

『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack (x86) J 

http ： //www.nnicrosoft.conn/downloads/details.aspx?fannilvid=39C8B63B-F64B-4B68-A774 - 

B64ED0C32AE78cdisplavlanQ=ia 
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弓 

リックします。 

手順2 ロログラムの変更と削除]をクリックし、[現 
在インストールされているプログラム]の一覧を表示 
します。[現在インストールされているプログラム]の 
-覧に、 

下のプログラムが存在すれば 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントのインストール 
は不要です。存在しなければインストールします。 

『 Microsoft Visual C ++ 2005 Redistributable 』 

手順3 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントは、下表を参照し、必要なパッケージを 
ダウンロードし、インストールします。 



x86/x64 


『 Microsoft Visual C++ 2005 Service Pack 1 再頒布可能パッケージ ATL の t キュリテイ更新プロ 
ヴラ厶 J 

http://www.nnicrosoft.corri/downloads/details.aspx?fannilvid=766a6af7-ec73-40ff-b072-91 


■; Windows Server 200 8 R 2 、Windows 7 は、オペレーテインクシステムに Microsoft Visual C ++ 

I け I 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントを含んでいます。これらのオペレーテイングシステムを使 
用する場合 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1ライプラリのランタイムコンポーネントをインストールす 
る必要はありません。 


三順 1 [スター ト]ボタン、[コントロールパネル]の 
順にクリックし、[プログラムの追加と削除]をダブルク 



-inl x| 


現なインスト - ルされているプ〇ヴラム： 


更巧プ□ヴラムのまおが 化べ替そ③ :I るお 


12babll9c2&aisplavlanQ=ia 

CPU アーキテクチヤに関わらず 、 vcredist x86.exe を使用します。 


irO Universal RAID Utility Ver 2,3 が降の RAID ピューアを使用するには、 ATL のセキュリティ更 
^ 新プログラムを適用した Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネント 
をインストールする必要があります。 ATL のセキュリティ更新プログラムを適用した Microsoft 
Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントをインストール後 、 Universal 
RAID Utility をインストールして〈ださい。 


インストール （ Windows) 


コンピュータに Universal RAID Utility が存在しなし、とき、 t ットアッププログラムは Universal RAID Utility をインストール 
します。 

手順1 [ スタート ] ボタン、 [ ファイル名を指定して実行 ] 、 [ 参照 ] の順にクリックします。 [ ファイルの参照 ] ダイアログボックスで、 
Universal RAID Utility のインストールイメージが格納されているフオルダへ移動して setup.exe をクリックし [ 開く ] をクリックします。[フ 
ァイル名を指定して実行 ] の [ 名前 1 ボックスに setup.exe と表示していることを確認し、 [OK] をクリックします。 


CPU アーキテクチヤ 必要なコンポーネントと入手先 


x64 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ (x64) J| 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=b44aQQQQ-acf8-4fal-affb-40e 

78d788b00&displavlanq=ia 

『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack (x64) J 

httD://www.mic 「 osoft.com/downloads/details.asDx?familvid=92e0elce-8693-4480-84fa-7d 

85eef 59016 &disDlavlanq=ia 


Microsoft Visual C++ 2005 SPl ライプラリのランタイムコンポーネントのインストール 


CPU アーキテクチャ 


必要なコンポーネントと入手先 
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手順 2 インストールを開始すると 、 Universal RAID Utility の 

InstallShield Wizard が起動します。 [ 次へ ] をクリックします。 



手リ展 3 RAID システムを管理する 

ESMPRO/ServerManager を選択します。使用できる 
ESMPRO/ServerManager が表示されるので、対応するチェックボ 
ックスをチェックします。 RAID システムの管理に 
ESMPRO/ServerManager を使用しない場合、チェックする必要 
はありません。 

チェックしたら [ 次へ ] をクリックします。 



手順 4 Universal RAID Utility は、既定値ではオペレーティ 
ンヴシステムを起動しているドライブの ¥P 「 og「am FilesVUniversal 
RAID Utility(x64 の場合は 、 Program Files (x86 )) にインストー 
ルします。 インストル先フォルダを変更するときは、 陵更]をクリツ 
クしてインストル先フォルダを入力します。 

[ 次へ ] をクリックすると、インストールを開始します。 



引き続き、 [ インストル準備の完了 ] 画面を表示します。[インス 
卜 - ル ] をクリックします。 


田 


- In が al に hield 


インストール車!！の完了 

イシストールを閲始する準楠び越いました。 


ua 


[イシストール]をウリツクしてインストルを胡化してください。 

ミを植丽棘する巧合は、おる]をクリックします。ウィザードをが了するには、おサンセル]を 


InstallShield - 

_<戻るお） JJ インストール ] _キャンたル」 
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手順 5 インストールが完了すると、ウイザードの表示が右のよ 

うになります。[完了]をクリックします。 



手順 6 インストールが正常に終了すると、ロロヴラ厶の変更と 

削除]に 『 Universal RAID Utility J としうプロヴラ厶を登録し 
ます。 

また、システムで使用する RAID コントローラの種類や、 
ESMPRO/ServerManager の使用パージョン、有無により、下 
の RAID 〕ントローラを制御するプログラムをどちらか一方、あるいは 
両方登録することがあります。 



ュに]ぶ J 


現をイシストルされ订、るブ□ヴラム： 

化べ替え贷: [ iir ~ 

zi 

恐 Microsoft NET Framework 2.0 

S Microsoft Visual C++ 2005 Redistributable 

サイズ 

瞄 36MB 

サイズ 

5.25MB 

谓 Universal RAID Utility 

サイズ 

3.38MB 

サポート 1 ち報をを Bs するし-は、 r.r. ホヴ J、 リウしてくだざい。 

]シピュー咖らこのブロヴラム補り除するには、刚附を则》ルてください。 

f ま巧巧度 
をが巧 用日 

化 

2010/04/22 

掛 WebPAMPRO Agent 

0 Windows Installer 3.0 <KB 88401 6) 

サイズ 

7.80MB 


『LSI SAS Storage SNMP Agent >YJ1 {X は パージョン ) 
『 WebPAMPRO Agent J] 


irO • [プログラムの変更と削除]に登録している、上記の RAID 〕ントローラを制御するプログラムは、 

絶対にアンインスト-ルしないで〈ださい。アンインスト-ルすると、 Universal RAID Utility が正 
常に動作しな〈なります。 

•イペントログ[システム]の[ログサイズが最大値に達したときの操作]の設定を確認して〈ださ 
し、。[必要に応じてイペントを上書きする]に設定していないと、イベントログのログサイブが最大値 
に達したとき、 Universal RAID Utility が検出したイベントを Windows のイペントログに登録 
できません。さらに、 ESMPRO/ServerManager ヘアラートを通報できな〈なります。 

[ログサイズが最大値に達したときの操作]には、[必要に応じてイペントを上書きする]を設定し 
て〈ださい。 


更新インストール （ Windows) 


Universal RAID Utility Ver 2.3 では更新インストール機能をサポートしません 。 Universal RAID Utility の更新が必要 
な場合は、先にインストールされている Universal RAID Utility をアンインストール後、再度新測;:インストールして〈ださい。 
Universal RAID Utility がインストールされた状態で更新を行うか: i 下のようなメッ t — ジが表示されます。 

x ] 

Universal RAID U 川か胁トジョン 3 DO 抓 0 がすでじインスト-ルされています。 

このたットアゥプは、 Universal RAID 肌 Ii かのホい/トジョソ 2 如. 1 ) をイシストール 
します。 

こ做トジョンをイシスト-ルする前こお胁卜'ジョンをァシィンスト-ルするぶ耍が 
あります。 


I L O'K i| 


Universal RAID Utility Ver 2.3 じ I 降の RAID ビューアを使用するには、 ATL の t キュリティ更新プログラムを適用した 
Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブブ J のランタイムコンポーネントをインストールする必要があります。 

ATL の t キュリティ更新プログラムを適用した Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントのイン 
ストールについては、 r インストールの準備 （ Windows )」 を参照して〈ださい。 

Universal RAID Utility のアンインストールについては「アンインストール （ Windows )」 を参照して〈ださい。 



- Instal 松 hield 


RAID Utility - Instal に hield 


Universal RAID 肌 Ii かのバージョン 2.11 日 00 びすでにインストールされています。 

このセツトアップはこ胤トジョンと完をね互換化びありません。 

このバ-ジョンをインスト-ルする前におのバ-ジョンをアンインスト-ルするぶ罢び 
あります。 


ぶ ] 


0 K 
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なわ、レ: i 下の設定を変更している場合、再設定が必要です。 

• Universal RAID Utility が使用す る TCP ポート 

• RAID ビューア、 raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーティングシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 

追加インス ! ル (Windows) 

Universal RAID Utility Ver 2.3 では追加インストール機能をサポートしません。 Universal RAID Utility の構成の変更 
が必要な場合、先にインストールされている Universal RAID Utility をアンインストル後、再度新測ソンストールして〈ださ 
い。 

Universal RAID Utility のアンインストールについては「アンインストール （ Windows )」 を 参照して〈ださい。 

レ: i 下のような場合、上記のインストル操作が必要です。 

• コンピュータに新しい RAID コントローラを取り付けた 

♦ コンピュ ータ から RAID コント ローラを 取り外した 

• コンピュータを監視する ESMPRO/ServerManager の追加、変更、削除を行った 

なわ、レ: i 下の設定を変更している場合、再設定が必要です。 

参 Universal RAID Utility が 使用する TCP ポート 

• RAID ビューア、 raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーテイングシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 


アンインストール (Windows) 


コンピュータに同じバージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、 t ットアッププログラムは Universal RAID Utility 
をアンインストールします。 



に登録している『 Universal RAID Utility 』を選 
ます。 


手順 1 setup.exe の起動方法は、「インストール (Windows)j と同様です。 


手リ眞 2 アンインストールを開始すると 、 InstaHShield Wizard 

が起動し、右の画面を表示します。右のダイアログボックスで[は 
し、 ] をクリックすると、アンインストールを開始します。 [ いいえ]をクリ 
ックすると、セットアッププロヴラ厶を終了します。 


liversal RAID Utility - bistaMShield Wizard 


遇巧したアプリク-シヨ： A わよリすバての击ポ-本:/卜を完全に刖瞄しますか？ 
! ........H ま面 ........ 1 いいえ ( N ) 」 
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手リ展 3 アンインストールを開 5 台します。アンインストール中は、 

右の画面を表示します。 



手順 4 アンインストールが完了すると、ウィザードの表示が右 

のようになります。 [ 完了 ] をクリックします。 

アンインストールが完了すると、 [ プロヴラ厶の変更と削除]に登録 
している 『 Universal RAID U 川 ity 』が削除されます。 

また、 RAID コントローラを制御するプログラムも一緒に削除されま 
す。 



■ アンインストールの対象となるファイルを使用している状態でアンインストールを行うと、アンインストル 

I け I の最後に「コンピュータの再起動」を要求することがあります。アンインストールを完了するには、コン 
ピュータを再起動してください。 

インストールの準備 （ Linux ) 

Universal RAID Utility を使用するには、じ I 下のパッケージが必要です 。 Universal RAID Utility をインストールするコン 
ピュータにインストールしていなければインストールします。 

■ 標準 C ++ ライブラリ： 


オペレーテイングシステ厶 X86 X64 


Red Hat Enterprise Linux 4.5 降 libstdc++ libstdc++ (i386 版） 

Red Hat Enterprise Linux 5.1 降 
MIRACLE LINUX V4.0 SP 2 麟 
Asianux Server 3 

SUSE Linux Enterprise Server 10 SP2 降 libstdc++ libstdc++ (x86_64 版 ) 


■ GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリ： 


オペレーテイングシステ厶 X86 X64 


Red Hat Enterprise Linux 4.5 降 compat:-libstdc++-33 compat:-libstdc++-33 (i386 版 ) 

Red Hat Enterprise Linux 5.1 な降 
MIRACLE LINUX V4.0 SP 2 降 
Asianux Server 3 

SUSE Linux Enterprise Server 10 SP2 な降 libstdc++33 libstdc++33-32bit (x86_64 版 ) 
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■ GCC ライプラリ： 


オペレーティングシステ厶 

x 86 

x 64 1 

Red Hat Enterprise Linux 4.5 降 

Red Hat Enterprise Linux 5.1 降 

MIRAdE LINUX V 4.0 SP 2 降 

Asianux Server 3 

libgcc 

libgcc ( i 386 版） 

SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2 降 

libgcc 

libgcc ( x 86_64 版） 


cron : 

vixie-cron (SUSE Linux Enterprise の場合、 cron ) 


オペレーテイングシステ厶 X86 

x 64 

Red Hat Enterprise Linux 4.5 降 vixie-cron 

Red Hat Enterprise Linux 5.1 降 

MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 降 

Asianux Server 3 

vixie-cron ( x 86_64 版） 

SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2 降 cron 

cron ( x 86_64 版） 


パッケ-ジをインスト-ルする場合、レ^下の手順でインスト-ルします。ここでは 、 GCC 3.3.4 互換標準い+ライブラリのイ 
ンストールを例として説明します。 


> rpm -q compat-1 i bstdc++-33 
compat-1ibstdc++-33-3. 2. 3-* 


手順 1 rpm コマンドで GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライ 
ブラリがインストールされているかどうか調べます。 

GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがすでにインストールされ 
ている場合、右のように表示しますドの部分は、オペレーティン 

ヴシステムにより異なります)。この場合、「インストール （ Linux、VMware ESX )」 に進みます。 


手順2 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがインスト- 

ルされていない場合、 右のようにメッセージを表示します。この 
場合、レ:>1降の手順に従い 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブ 
ラリをインストールします。 

インストールしているオペレーティングシステムのインストールディ 
スウを用意します 。 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリを収 
録したインストールディスクを本体装置の CD - ROM / DVD-ROM 
ドライスこセットします。 


> rpm -q compat-1ibstdc++-33 看 ■ ■ ■ ■ 2 

パッケージ compat-1 ibstdc++-33 はインス I —ルされていませ 
ん 

> rpm -ivh compat-1 ibstdc++-33-*. i386. rpm * ■■■■ 

Prepar ing... ############################## 

[ 100 %] 

1 : compat-IibstdG++-33 ############################## 
[ 100 %] 

> rpm -q compal:-1 ibstdG++-33 ♦■■■■4 
compat-1ibstdc++-33-3. 2. 3-* 


手順 3 インストールディスクの GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリが存在するディレクトリへカレントディレクトリを変更し、 rpm 〕 

マンドで GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリをインストールしますドの部分は、オペレーティングシステムにより異なります)。 

手順4 インストル結果は、 rpm コマンドで確認します。インストールが完了すると、 

comp ^- libstdc ++-33-3.2.3-* 

ドの部分は、オペレーテイングシステムにより異なります） 

というパッケージがインストールされます。インストールに失敗すると、このパッケージが存在しません。 
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インストール （ Linux、VMware ESX) 


インストールイメージの setup . sh を使用して 、 Universal RAID Utility をインストールします。 

I irO VMware ESX では 、 Universal RAID Utility は、サーピスコンソールへインストールします。仮想 
ca マシンにはインストールしないで〈ださい。 


手順 1 カレントディレクトリをインスト-ルイメ-ジが存在す 

るディレクトリに変更します。 

OS が Linux の場合、 
sh setup.sh --install 
と入力します。 

VMware ESX の場合、 
sh setup.sh --install --reptbljp 
と入力します。 

setup.sh が終了したら、インストールは完了です。 

手順 2 rpm コマンドでインストール結果を確認します。 

インストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility-x.yy-z J 1 (x はメジパージョン、 yy はマイナ-パージョン、 z はリビジョン番号） 

というパッケージがインストールされます。また、システムで使用する RAID 〕ントローラの種類に応じて、じ I 下の RAID 〕ントローラを制御す 
るプロヴラ厶をどちらか一方、あるいは両方登録します。 

『 storelib-a.bb-O J1(a.bb はパージョン） 

『 WebPAMPRO_Agent:-3.aa.bbbb-cc 』 (aa.bbbb-cc はパ-ジョン） 

インストールに失敗すると、これらのパッケージが存在しません。 


^ VMware ESX の場合、『 storelib - a . bb - O 』 （ a . bb はバー ジョン） に含まれるモジュールがあらかじめ 

晒 組み化まれています 。 Universal RAID Utility は、このパッケージをインストールしません。 

Universal RAID Utility のインストール後 、 f storelib - a . bb - O 』 fa . bb はパージョン）のパッケージ 
は存在しませんが、インストールは正常に完了してしなす。 


更新インストール （ Linux、VMware ESX) 


Universal RAID Utility Ver 2.3 では更新インストール機能をサポートしません 。 Universal RAID Utility の更新が必要 
な場合、先にインストールされている Universal RAID Utility をアンインストール後、再度新測ソンストールして〈ださい。 
Universal RAID Utility のアンインストールについては「アンインストール （ Linux、VMware ESX )」 を参照して〈ださい。 
なわ、 lil 下の設定を変更している場合、再設定が必要です。 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

• RAID ビューア、 raidcmd 起動時の動作モード 

♦ オペレーティングシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 


> cd インストールイメージを格納した ぶィ レクトリ 

> sh setup, sh —install ■ ■ ■ ■1 

> rpm -q UniversalRaidUtiIity 
Uni versaIRaidUtiIity-x. yy-z 

> 

> rpm -q store I ib 参 ■ ■ ■ ■ 2 
store Iib-a. bb-0 

> 

> rpm -q WebPAMPRO_Agent 
WebPAMPR0_AGENT-3. aa. bbbb-cc 
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追加インストール （ Linux、VMware ESX) 


Universal RAID Utility Ver 2.3 では追加インストール機能をサポートしません。 Universal RAID Utility の構成の変更 
が必要な場合、先にインストールされている Universal RAID Utility をアンインストール後、再度新測ソンストールして〈ださ 
い。 

Universal RAID Utility のアンインストールについては「アンインストール （ Linux、VMware ESX )」 を参照して〈ださい。 

レ：!下のような場合、上記のインストル操作が必要です。 

• コンピュータに新しい RAID コントローラを取り付けた 

• コンピュータから RAID コントローラを取り外した 

• コンピュータを監視する ESMPRO/ServerManager の追加、変更、削除を行った 

なわ、 lil 下の設定を変更している場合、再設定が必要です。 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

• RAID ビューア、 raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーテイングシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 


アンインストール （ Linux、VMware ESX) 


インストールイメージの setup.sh を使用して、 Universal RAID Utility をアンインストールします。 

手リ展1 インストールイメージ中の setup.sh を実行します。 

カレントディレクトリをインストールイメージが存在するディレクトリ 
に変更し、 

sh setup.sh --uninstall 
と入力します。 

setup.sh が終了したら、アンインストールは完了です。 


手順2 rpm コマンドでアンインストール結果を確認します。 

アンインストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility-x.yy-z J1(x はメジャーパージョン、 yy 
はマイナーパージョン、 Z はリビジョン番号） 

というパッケージがアンインストールされます。また、 RAID コントローラを制御するプログラムのパッケージもアンインストールされます。 


〉 cd インストールイメ ージを格納したディレクトリ 

> sh setup, sh —uninstall ■ ■ ■ ■ i 

> 

> rpm -q Uni versa I Ra i dUt i I i ty 隹聲 

パッケージ UniversalRaidUti I ity はイ シス トールされていま 
せん 

〉 舞聲 

> rpm -q store lib •■■■■■■■■■■■■■■ ■■-々之 

パッケージ storeNb はインス！ルされ てん *- 家-せん 

> ••••• 

rpm -q WebPAMPRO_Agent 

パッケージ WebPAMPRO_Agent はインストールされていません 
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Universal RAID UtHity の起動と停止 


Universal RAID Utility のモジュールごとに起動と停止の方法を説明します。 


raidsrv サービス 


raidsrv サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャットダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv サービスが動作していないと Universal RAID Utility は正常に動作しません。 raidsrv サービスを起動しないように設定し 
たり、 raidsrv サービスを停止しなし、で〈ださい。 

irO オペレーティングシステムが Linux 、 あるいは VMware ESX を使用する場合、 raidsrv サービスが 

ca 障害などにより異常終了したり、 raidsrv サービスのプロセスを強制終了したとき、二重起動を防ぐた 

めのロックファイルが残るため、そのままの状態では raidsrv サービスが起動しな〈なることがあります。 

このような場合は、 raidsrv サービスを再起動する前に、が下のファイルを削除します。 
/ var / lock / subsys/raidsrv 


シングルユーヴーモードでの起動 


Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、ネットワーク機能が動作していない Linux や 
VMware ESX のシングルユーザーモードでは、 Universal RAID Utility を使用できません。シングルユーザーモードで 
Universal RAID Utility を使用するには、 lil 下の手順でネットワーク機能を有効にした後、 raidsrv サービスを起動します。 


手リ展 1 ネットワークサービスを起動します。 

手順 2 raidsrv サービスを起動します。 

手順 3 raidsrv サービスが正常に起動したことを確認しま 

す。プロセス ID が表示されれば、 raidsrv サービスは正常に起 
動しています。 


> /etc/ini t. d/network start ♦■■■■! 

> 

> /etc/ini t. d/raids rv start ♦■■■■2 

> /etc/init. d/raidsrv status > ■ ■ ■ ■ 3 
raidsrv (pid 3738 3718) is running... 


raidsrv Agent サービス 

raidsrv Agent サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャットダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv Agent サービスが動作していないと、 ESMPRO/ServerManager Ver. 5.2 iil 降を使用した RAID システムの管理は行え 
ません。 raidsrv Agent サービスを起動しないように設定したり、 raidsrv Agent サービスを停止しなし、で〈ださい。 
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RAID ビューア 


RAID ビューアを開〈には、[スタート]メニューを使用します。 


[スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[Universal RAID Utility] の順にポイントし、 [RAID ビューア]を 
クリックします。 


桓1スタ-トアップ 
急 Internet Explorer 
Express 


1^1 Outlook 



0 □。が。 


ストト J 


• RAID ピューアを使用するには、管理者権限を持つ ユー ザーでログオンします。管理者権限を持つ 
ユー ザーでなければ、 RAID ピューアを実行できません。 

• インターネットに接続していない〕ンピュータで RAID ピューアを起動すると、 RAID むーアが起動 
するまでに数十砂〜数分の時間を要することがあります。詳細は、 「 RAID ピューア、ログピューア 
起動時のデジタル署名の確認について J を参照して〈ださい。 


• RAID ビューアは、同時に 1 つしか起動できません。 

• RAID ビューアは raidsrv サービスが動作していないと起動できません。オペレーテイングシステムを起 
動した直後は、 raidsrv サービスの起動が完了していなしがこめ RAID ビューアを起動するとエラーと 
なることがあります。このときは、しばら〈してから RAID ビ I ューアを起動しなわして〈ださい。 


RAID ビューアを閉じるには、 RAID ビューアの[ファイル]メニューで[終了]をクリックします。 


7アイルた） 

巧巧に）1ツール( I ) 

再 ス单が 4 N ) 

加 +F 己 

プ山 S ティ化)… 


が了な） 

Alt + F 4 
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ログピユ-ア 


ロウ"ビューアを開〈には、[スタート]メニューを使用します。 


[スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[Universal RAID Utility ] の順にポイントし、[ログビューア]をク 
リックします。 


起）加-トアップ 
急 Internet Explorer 
I ^ Outlook Express 


囚 □。.わ 0) 回シ が)トグウ : Jl 



ホス タート 


もしくは、 RAID ビ I ユーアの[ツール]メニユーで[ロウ"ビユーア]をクリックします。 


ツ- 

-ル圧） 

け(出 

イージ ー ID 7 ィヴレーシヨ1/作) ... 

□ヴピュ-ァ (U Ctrl+L 


"n I ■■ I ~~1 I T I ■■ /f. JI \ 


wO • ログむーアを使用するには、管理者権限を持つユーザーでログオンします。管理者権限を持つユ 
DJ -ザーでなければ、ログビューアを実行できません。 

• インターネットに接続していない〕ンピュータでログむーアを起動すると、ログむーアが起動するまで 
に数十秒〜数分の時間を要することがあります。詳細は、 「 RAID ピューア、ログむーア起動時の 
デジタル署名の確認について J を参照して〈ださい。 


ログビューアは、同時に1つしか起動できません。 


ログむーアを閉じるには、ログビューアの[ファイル]メニューで[終了]をクリックします。 


つ了 

イルた）■^ルプ(出 

最串斤の憎卽じを串斤 £) F 己 

プ□パティ化)… 

終了 性） Alt + F 4 
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raidcmd 


raidcmd は、コンソール上で実行するコマンドです。 

オペレーテイングシステムが Windows の場合はコマンドプロンプト、オペレーテイングシステムが Linux 、 あるいは VMware ESX を使 
用する場合、コンソールや夕ーミナルで使用します。 

raidcmd の機能については、 「 raidcmd の機能」を参照して〈ださい。 


• raidcmd を使用するには、管理者権限を持つユーザーでログオンします。管理者権限を持つユー 
ザーでなければ、 raidcmd を実行できません。 

• オペレーテイングシステムが Linux 、 あるいは 、 VMware ESX の場合、 raidcmd のプロセスの中 
断などにより二重起動を防止するためのロックファイルが残ってしまうことがあります。ロックファイルが 
存在するときに raidcmd を起動すると 

raidcmd :< RU 4009 > The raidcmd command is already running . 

とし巧タッセージを表示します。 raidcmd を二重起動していないときにこのタッセージが表示される 
場合、が下のファイルを削除して〈ださい。 

/ var / lock / subsys/raidcmd 


オペレーティングシステムが Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista、Windows 7 の場合、「管 
理者：コマンドプロンプト」を使用して〈ださい。通常の「コマンドプロンプト」で raidcmd を使用すると、 raidcmd の出力を別ウィンド 
ウの「管理者：コマンドプロンプト」に表示し、終了時にただちに「管理者：コマンドプロンプト」を閉じるため、 raidcmd の動作状況を 
把握できません。 

「管理者：コマンドプロンプト」は、じ I 下の手順で起動します。 


手リ眞 1 [スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 
[アク t サリ]の順にポイントし、[コマンドプロンプト]を右クリッ 
クします。シヨ-トカツトメニュ-で、憎理者として実行]をクリツ 
クします。 


1 L マ 丄 u 


固]マシド： 

「阳 "0) 


7アイル宅 

な パむ卜 
1ゴ利1 


芭昔巧をとして実巧 ( A )... 

ク 

7ァイルの場所を P が 0) 

「ス々ート1 4—1 一からアイ- TV ホ肖1|腺の 

II 1" 


手順 2 [管理者として実行]をクリックすると、[ユーザーア 

カウント制御]ダイアログボックスを表示することがあります。 
raidcmd を実行して問題なし、ときは、[続行]をクリックします。 



手順3 コマンドプロンプトが起動します。ウインドウのタイト 

ルが[管理者：コマンドプロンプト]であることを確認します。 
raidcmd は、[管理者：コマンドプロンプト]で使用します。 
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スタンダー巧ードとアドバンストモード 


RAID ビューア、 raidcmd には、スタンダー巧ードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 
それぞれのモードで使用できる機能は、 iil 下のようになります。 


機能項目 

RAID ビューァ 

raidcmd 

スタンダード 

アドパンスト 


対応機能 

対応〕マンド 

モード 

モード 

表示情報更新 

巧スキヤン 

rescan 

ィ 

ィ 

プロパティ参照 

プロパティ 

property 

ィ 

ィ 

論理ドライブ作成(シンプル） 

論理ドライブ作成 
シンプル 

mklds 

ィ 

ィ 

論理ドライブ作成(カスタム） 

論理ドライブ作成 
カスタム 

mkldc 


ィ 

ブザー停止 

ブザー停止 

sbuzzer 

ィ 

ィ 

整合性たック调始） 

整合性チェック 

cc 

ィ 

ィ 

整合性チ I ック(停止） 

オペレーションビューの 
[停止] 

cc 

ィ 

ィ 

整合性たック(開始） 

スケジュール実す j 用 

該当機能なし 

CCS 

ィ 

ィ 

初期化(開始） 

初期化 

init 


ィ 

初期化(停止） 

オペレーションビューの 
[停止] 

init 


ィ 

論理ドライブ削除 

論理ドライブ削除 

delld 


ィ 

リビルド(開始） 

リビルド 

rebuild 


ィ 

リビルド(停止） 

オペレーションビューの 
[停止] 

rebuild 


ィ 

ホットスペア(作成） 

ホットスペア作成 

hotspare 

ィ 

ィ 

ホッにペア(解除） 

ホットスペア解除 

hotspare 

ィ 

ィ 

物理デバイスステータス変更(オンライン） 

弓を审リオンライン 

stspd 


ィ 

物理デバイスステータス変更(故障） 

強制オフライン 

stspd 


ィ 

実装位置表示 

実装位置表示(ランプ） 

slotlamp 

ィ 

ィ 

イージーコンフィグレーション 

イージーコンフィグレーション 

econfig 

ィ 

ィ 

ログビューア起動 

ログビューア起動 

該当機能なし 

ィ 

ィ 

動作モード変更 

スタンダードモード 
アドパンストモード 

runmode 

ィ 

ィ 

バージョン情報の参照 

バージョン情報 

コマンド指定せずに実行 

ィ 

ィ 

オペレーション動作状況確認 

オペレーションビュー 

opiist 

ィ 

ィ 

RAID 〕ントローラのオプションパラメータ設定 

RAID コントローラのプロパティ 

optctrl 


ィ 

論理ドライブのオプションパラメータ設定 

論理ドライブのプロパティ 

optid 


イ 
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起動時の動作モード 


RAID ビュ-ァ 

RAID ビューアは、スタンダー巧ードで起動します。 RAID ビューアを起動するときの動作モードをアドバンストモードに 
変更するには、 「 RAID むーア起動時の動作モードを変更する」を参照して〈ださい。 

raidcmd 

raidcmd は 、 Universal RAID Utility インストール後はじめて起動するときは、スタンダー巧ードで動作します。動作モ 
-ドは、 " runmode " コマンドにより動作モードを変更しない限り変化しませんロンピュ—夕を再起動しても動作モ-ドは 
変化しません)。 

動作モードの変更 

動作モードの変更手順について説明します。 

RAID ビュ-ァ 

[ツール]メニューの[アドバンストモード]、あるし、は、ロタンタードモード]を使用します。 

詳細は、「[ツール]メニュー」を参照して〈ださい。 

raidcmd 

" runmode " コマンドを使用します。 

手順1 スタンダー巧ードからアドバンストモードへ変 
更するには、" runmode " コマンドに - md = a のパ 
ラメータを指定して実行します。 

(例）動作モードをアドバンストモードへ変更する。 
raidcmd runmode - md=a 

手順2 アドバンストモードからスタンダー巧ードへ変更するには、" mnmode " コマンドに - md = s のパラメータを指定 
して実行します。 

(例）動作モードをスタンダードモードへ変更する。 
raidcmd runmode - md=s 


> raidcmd runmode -md=a ♦■■■r 
Changed running mode to "Advanced Mode . 


> raidcmd runmode -md=s 0 ■ ■ ■ " 2 
Changed running mode to "Standard Mode . 
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RAID ビユーアの機能 


RAID ビユーアの機能について説明します。 

RAID ビユーアは、オペレーテイングシステムが Windows の場合のみ使用できます。 


RAID ピユーアの構成 


RAID ビューアは、ツリービュ ー 、 オペレーシヨンビュー、メニュー、ステータスパーの4つのパートで構成します。 



図2 RAID ピュ-アの構成 


ッリ-ビユ¬ 

ットビユー は、 コンピュータに存在する Universal RAID Utility が管理する RAID システムの構成を階層構造で表示します。また、 


各コンポーネントの種類や状態をアイコンで表示します。 

ツトビューは、コンピュータに存在するそれぞれの RAID システ 
ムを1つの RAID コントローラのノードとして表示します。 

RAID 〕ントローラのノードには、 RAID 〕ントローラに搭載する 
バッデ人作成している論理ドライブとディスクアレイ、接続している 
物理デバイスのノー协あります。1つのノードは、コンポーネントの 
どれか1種類が1個存在することを意味します。 

すぺてのノードには、アイコンがあります。アイコンは、コンピュータ 
や、 RAID コントロ-ラ、パッデ人ディスクアレイ、論理ドライ义物 
理デパイスのコンポーネントの種類と、その状態をグラフイカルに表 
現します。 


曰 田 Computer 

回. 國 RAID 工/卜□ーラ #1(0) Me が RAID SAS 8708EM2 (12 日 MB) 
i..... 虹 バッテリ旺巧] 

も 百 ディスウアレイ #1(0) 

1 -H LD #1(0) [わライ: >]RAID 日 
! .国 PD #1(0) 时シライシ] SAS-HDD 
! .垣 PD #2(1) 时シライシ] SAS-HDD 
! .因 PD #3(2) 时シライシ] SAS-HDD 
ミ.… 因 PD #4(3) [寺巧ホつトスパア] SAS-HDD 
i-@ PD #5(4) [共巧ホゥトスパア] SAS-HDD 
! ..冒 PD が(日）[レディ] SAS-HDD 
ミ…)司 PD #7(6) [レディ] SAS-HDD 
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コンピュ ータ 


1番目のレペルのノードは、 Universal RAID Utility が動作しているコンピュータを示します。 

コンピュータアイコンは、コンピュータに存在するすべての RAID システムの状態を総合的に表します。 


1アイ]ン 

意味 

説明 


コンピュータ-正常 

コンピュータのすベての RAID システ厶が正常に稼動してしなす。 RAID コントローラが 
故障と認識する問題は発生してしなせん。 

□ 

コンピュータ-警告 

コンピュータにじ1下の状態の RAID システ厶があります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 

田 

〕ンピュ-夕-異常 

コンピュータにじ1下の状態の RAID システ厶があります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


RAID ] ン阳ーラ 


コンピュータのそれぞれの RAID システムは、1つの RAID T ノトローラのノードとして存在します。 RAID コントローラのノード 
は、1個の RAID コントローラを示し、 RAID コントローラの番号との、製品名を表示します。 

RAID コントローラアイコンは、 RAID コントローラ上の RAID システムの状態を総合的に表します。 


1アイ]ン 

意味 

説明 

田 

RAID コントローラ-正常 

RAID コントローラのすべてのコンポーネント (バッ テリ、論理ドライブ、物理 デバイス) は 
正常に稼動してしなす。 RAID コントローラが故障と認識する問題は発生してしなせ 
ん。 

RAID 〕ントローラ上にじ1下の状態のコンポーネントがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 


RAID コントローラ-警告 

巧 

RAID コントローラ-異常 

RAID 〕ントローラ上にじ1下の状態のコンポーネントがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


バツテリ 


RAID コントローラにパッテリを搭載していると、 RAID コントローラのノードには、パッテリのノードが存在します。パッテリのノー 
ドは、バッデ J の状態を表示します。 


1アイ]ン 

意味 


説明 

桿 

バツテリ-正常 

バッテリは正常に稼動してし、ます。 


の 

バツテリ-警告 

バッテリに問題を検出しました。 



ディスクアレイ 


RAID コントローラに論理ドライブを作成していると、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードが RAID コントローラのノ 
-ドに存在します。ディスクアレイのノ-ドは、番号と ID を表示します。また、ディスクアレイのノ-ドには、作成している論理ド 
ライ义構成している物理デバイス、割り当てている専用ホットスペアのノードが存在します。ディスクアレイのアイ T ノは、これら 
の状態を総合的に表します。 


アイコン 


意味 


説明 



层 

宜 


ディスクアレイ-正常 ディスクアレイに作成している論理ドライブ、構成している物理デバイス、割り当ててい 

る専用ホッにペアは正常に稼動してしなす。 RAID コントローラが故障と認識する問 
題は発生してしなせん。 

ディスクアレイ-警告 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の警告状態のコンポーネントが存在します。 


ディスクアレイ-異常 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の異常、警告状態のコンポーネントが存在しま 


す。 
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物理デバイス-レディ 
物理デバイス-オンライン 

物理デバイス-ホットスペア 
物理デバイス-リビルド中 
物理デバイス-警告 


論理ドライフを作成していない物理デバイスです。 

論理ドライブを作成している物理デバイスです。 RAID コントローラが故障と認識 
する問題は発生してしなせん。 

ホットスペアとして登録した物理デバイスです。 

リビルドを実行している物理デバイスです。 

S . M . A . R . T . エラーを検出した物理デバイスです。 


物理デバイス-異常 
テープ装置 

CD ドライブ / DVD ドライブ 


RAID 〕ントローラが故障と認識した物理デバイスです。 
デバイスタイプが[テープ装置]の物理デバイスです。 

デパイスタイプが 「 CD / DVD 1 の物理デパイスです。 


論理ドライプ 


論理ドライブのノードは、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードに存在します。論理ドライブのノードは、1個の論理 
ドライブを示し、論理ドライブの番号との、状態、 RAID レペルを表示します。論理ドライブアイコンは、その論理ドライブの状 
態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 

固 

論理ドライブ-正常 

論理ドライブは正常に稼動してしなす。 

固 

論理ドライブ-警告 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブの冗 
長性が失われているか、低下しています。 

曰 

論理ドライブ-異常 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブが停 
止し、アク t スもできません。 


か f RAID レペルが10または、50の論理ドライスよ、 RAID 〕ントローラの種類によつでよ、複数のディスクアレ 

画イで構成されます。このような論理ドライブのノードは、複数のディスクアレイに存在します。 


物理デバイス 


物理デバイスのノードは、ディスクアレイのノードと RAID コントローラのノードのどちらかにが存在します。論理ドライプを作成 
している物理デバイスと、専用ホットスペアに登録している物理デバイスは、ディスクアレイのノードに存在します。それレ: i 外の 
物理デバイスは、 RAID 〕ントローラのノードに存在します。物理デバイスのノードは、1台の物理デバイスを示し、物理デバイ 
スの番号との、状態、デバイスタイプを表示します。 

物理デバイスアイ〕ソま、その物理デバイスのデバイスタイプと状態を表示します。 


アイコン 意味 説明 


✓ 複数のディスクアレイに作成した専用ホットスペアのノードは、それぞれのディスクアレイのノードに存在しま 
す。 


ショートカツトメニュー 


RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイス、バッデ J のノードを右クリックすると、それぞれのシヨートカット 
メニユーを表示します。シヨートカットメニユーでは、プロパティの表示や、オペレーシヨンを実行できます。 

それぞれの機能の詳細は、「メニユー」を参照して〈ださい。 


i 弱邮 i 
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オペ レーシヨ ンビュ ー 


巧期化 RAID ]：/ 卜□ーラ#1 LD #2 

结含性チ:[ッウ RAID コ : y 卜□ーラ#1 LD #1 

巧期化 RAID 工/卜□-ラ#1 LD が 

结含性チ:[ツウ RAID コ : y 卜□ーラ#1 LD #3 


図 3オヘレ ーシヨンピュー 

オペレーシヨンビューに表示するオペレーシヨンの種類はじ I 下のとわりです。それぞれのオペレーシヨンごとに、対象コンポーネントと、 
状態を表示します。 

■ 初期化 

■ リビルド 

■ 整合性チェック 

表示するオペ レーシヨ ソよ、 RAID ビューアを 起動時に実行中のオペ レーシヨ ン、 RAID ビューアを 起動後に開始したオペ レーシヨ ンで 
す。 

オペレーシヨンの動作状況、動作結果は、[状態]で判断できます。 


1 状態 

説明 

実行中(/ V %) 

オペレーシヨンを実行中です（/ V は進抄度です)。 

完了 

オペレーシヨンは正常終了しました。 

失敗 

オペレーシヨンは異常終了しました。 

停止 

オペレーシヨンを停止しました。 

-時停止 (/ vo / o ) 

オペレーシヨンは一時停止中です（/ V は進抄度です）。 

実行待ち (/V %) 

オペレーシヨンは実行を待ち合わせてしけす（/ V は進抄度です）。 

停止処理中 

オペレーシヨンを停止してし、ます。 


終了したオペレーシヨンの表示は、 RAID ビュ ーアを終了するまで表示します。次回 RAID ビュ ーアを起動しても終了したオペレーシ 
ヨンはオペレーシヨンビューに表示しません。 


峨巧止脚 _ X 肖 IJ 蹄に) 


オパレーシヨ：/ J 巧象 」が態 


麗合性チ：[ッウ RAIDID 卜□ーラ#1 LD #2 完了 


巧期化 R AIDID 卜□ーラ#1 LD #2 完了 

堅合性チ:[ッウ RAIDID 卜□ーラ#1 LD #1 巧ム 


0 f 亭ム脚_ X 肖 IJ 蹄に) 


オパレーシヨ:/ J 巧象 」が態 


麗合性チ:[ッウ RAIDID 卜□ーラ#1 LD #1 実行中（日％) U 


巧期化 RAIDID 卜□ーラ#1 LD #2 完了 

堅合性チ:[ッウ RAIDID 卜□ーラ#1 LD #3 巧ム 


RAID むーア起動中に動作を終了したオペレーシヨンを削除 
するには、削除するオペレーシヨンをクリックし、[削除]をクリックし 
ます。 


また、実行中のオペレーシヨンは途中で停止できます。オペレー 
シヨンを停止するには、 停止するオペレーシヨンをクリックし、[停止] 
をクリックします。 


オペ レーシヨンビユー は、 RAID ビユーア 起動後に〕 ンピユータで 実行したオペ レーシヨ ンの動作状況、動作結果を表示します。 


0 1■亭止拉） 

X 肖縣也） 


1 オパレーンむ 

巧象 

が態 

1 堅合性チ:[ッウ 


RAID が[: 

] ーラ#1 LD #2 

完了 1 


了止了止 
完巧完巧 
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♦ 停止できるオペ レーシヨ ンは、動作モードにより異なります。詳細は、「スタンダードモードとアドバンス 
トモード」を参照して〈ださい。 

• オペレーシヨンの停止は、 RAID 〕ントローラの種類によりサポートしていない場合があります。その場 
合、[停止]が有効になりません。 


■ 容量が極端にルさい論理ドライブを初期化する場合など進涉度が頻繁に更新される場合、[状態] 

I け I の進涉度を的確に表示できないことがあります。このようなときは、 [ ファイル ] メニューの[再スキ ヤン ] 
を実行すると、正しい進抄度を表示します。 
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だュ- 


RAID ビユーアには、ロアイル]、[操作]、[ツール]、[ヘルスの4つのメニユーがあります。 


Universal RAID Utility - RAIDE ユーア 


7アイルた）巧巧に）ク-ル圧） 


図 4 RAID ピューアのタニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 


• RAID ピューアの動作モードが「スタンダードモード J のときは、スタンダードモードで使用できない機 
能はタニューに表示しません。 

• ツトビューで選択してしぶ処理巧象〕ンポーネントの種類や、処理対象〕ンポーネントの状態によ 
り対象のタニュー項目を実行できないときは、タニューをクリックできません。 


[ファイル]タニュー 


[ ファイル ] メニューには、 RAID ビューアの表示情報更新や、各コンポーネントのプロパティ表示、 RAID ビューアの終了とい 
った機能を実行するメニューがあります。 


こュー項目 説明 


[巧 スキヤン ] 現在の RAID システムの管理情報を取得しなわし 、 Universal RAID Utility が管理する RAID シス 

テムの情報を更新します。 RAID ビューアの表示情報は、取得しなわした情報に更新します。 

ロロパティ] ツリーむ一で選択しているコンポーネン KRAID コントローラ、バッテリ、ディスクアレイ、論理ドライブ、 

物理デバイス)のプロパティを表示します。 

[終了] RAID ビューアを閉じます。 


限作]タニュ- 


[操们メニューには、 RAID コントローラ、論理ドライ义物理デバイスに対してオペレーシヨンを実行するメニューがあります。 
[操们メニューの機能を使用するには、先にツリービューで該当するコンポーネントをクリックし、[操们メニューで実行したい 
メニュ-を選択します。 

[操们メニューの機能は、選択しているコンポーネントの種類や、そのコンポーネントの状態により、選択できないときがあ 
ります(右の図は、アドバンストモードで RAID ビューアを実行しているとき、ツリービューで RAID 〕ントローラをクリックし、[操作] 
メニューを開いた例です)。 

また、 RAID ビ I ューアの動作モードがスタンダー巧ードのときは、スタンダー巧ードで制限している機能は選択できません。 
動作モードによる使用できる機能の内容は、「スタンダードモードとアドバンストモード」を参照して〈ださい。 

RAID〕 ン阳ーラで実行できる機能 


[論理ドライブの作成] 


選択した RAID コントローラに論理ドライブを作成します。 

[論理ドライブの作刚には、[シンプル]と[カスタム]の2つのモードがあります。 


[シンプル]は、 RAID レペルと物理デバイスを選択するだけで簡単に論理ドライブを作成できま 
す。 


[カスタム]は、設定を細か〈指定して論理ドライブを作成できます。 
[ブザー停止] RAID コントローラのブザーを停止します。 
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論理ドライプで実行できる機能 


一項目 説明 


禮合性チェック] 選択した論理ドライブに整合性チェックを実行します。 

關期化] 選択した論理ドライブに初期化を実行します。 

[初期化]には、[完全]とにイック]の2つのモードがあります。 

[完全]は、論理ドライブの全領域を初期化します。 

にイック]は、論理ドライブの管理情報が存在するブロックのみ初期化します。 
[論理ドライブの削除] 選択した論理ドライブを削除します。 


物理デパイスで実行できる機能 


一項目 説明 


[リビルド] 選択した物理デバイスをリビルドします。 

[ホットスペア] 選択した物理デパイスでホットスペアを作成します。もし〈は、ホットスペアを解除します。 

[共用ホットスペア作刚は、物理デバイスを同一 RAID システム内のすべての論理ドライブのホッ 
トスペアとして使用できる共用ホットスペアにします。 

[専用ホットスペア作成]は、物理デバイスを特定の論理ドライブのホットスペアとして使用できる 
専用ホットスペアにします。 

[ホットスペア解除]は、物理デパイスをホットスペアから解除します。 


[弓を审リオンライン] 

選択した物理デバイスをオンラインにします。 

[強制オフライン] 

選択した物理デバイスをオフラインにします。 

[実装位置表示] 

選択した物理デバイスを実装するスロットのランプを点灯(点滅)します。 

[オン]は、ランプを点灯(点滅)します。 

[オフ]は、ランプを消灯します。 


[ツール]メニュ ー 


[ツール]メニユーには、 RAID システムの管理に使用するツールや、 RAID ビユーアの動作を変更する機能を実行するメニユ 
一が あります。 


にュ-項目 


説明 


[イージーコンフイグレーシヨン] 
[ログビユーア] 

[アドバンストモード]または 
[スタン ダードモード ] 


[オプション] 


RAID システムを簡単に構築するイージー〕ンフイヴレーシヨンを実行します。 
ログビユーアを起動します。 

動作モ-ドを変更します。動作モ-ドにより、メニユ-の表記が変化します。 
[7 ドバンストモード]は、動作モードをアドバンストモードに変更します。 
[スタンダードモード]は、動作モードをスタンダードモードに変更します。 
Universal RAID Utility の設定を変更します。 


[ヘルプ]タニュー 


[ヘルプ]メニューには 、 Universal RAID Utility のパージョンとリビジョン、 RAID ビューアのパージョンを表示するメニューがあ 
ります。 


にュー項目 


説明 


[パージョン情報] Universal RAID Utility のパージョンとリビジョン、 RAID ビューアのパージョンを表示します。 
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ステータスパー 


ステータスパーは、 RAID ビ I ューア の動作 モー ドを表示します。 



スタ心ヴード.:；1 



アドバ：/スト•： 


図 5 RAID ピ ューアステー タス バー 
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」日な 


J 時别 


ID 目が月 


2□□日/日6/1日 

10:22:22 

304 

2008/06/18 

10；22;22 

402 

2□□日/日6/1日 

10:22:19 

410 

2□□日/日6/1日 

10:22:13 

409 

2□□日/日6/1日 

10：22：04 

301 

2□□日/日6/1日 

10：22：04 

401 

200S/06/1S 

10;22;04 

307 

2□□日/日6/1日 

1日:21:日日 

306 

2□□日/□日/1日 

1日;21;日4 

304 

2□□日/日6/1日 

10:21:54 

402 

200S/06/1S 

1日:21:日日 

405 

2□□日/日6/1日 

10:21:44 

417 

2□□日/日6/1日 

10:21:44 

404 

2□□日/日日/I日 

10;21;44 

415 

2□□日/日6/1日 

10:21:26 

302 

2□□日/06/1日 

10；21;26 

302 

2□□日/日6/1日 

10:21:26 

302 

2008/06/1S 

10:21:26 

41白 

2□□日/日6/1日 

1日:2日:日日 

2□日 

2□□日/日6/1日 

10：20：4S 

2□日 

2□□日のが1日 

10：20：37 
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ステータスパー 


く RU 日 3 日 4> に TRL:1(ID= 日） PD：3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> に TRL;iaD= の LD;1(10= 日)] ! 能里ドライプのステータスは棉退です。 

<RU0410> に TRL:iaD= の LD：1(ID=0)] 些合’をチ::ッウげ完下しました。 

く RUCK □ぉに TRL:1(ID= 日） LD:1(ID= 日)]些合'をチ：:ッウげ閉おされました。 

く RU 日 3 日 1> に TRL:1(ID= 日） PD：3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0401> に TRL:iaD=Ci) LD；1(ID=0)] I 能里ドライプのステータスはオシラむです。 

<RU 日3日7> [CTRL；1(ID=0) PD；3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 1530 14... 

く RU 日 3 日 6> に TRL:1(ID= 日） PD：3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 

く RU 日 3 日 4> [CTRL; 1(10= 日） PD；3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> に TRL:iaD=Ci) LD；1(ID=0)]! 能里ドライプのステータスは棉退です。 

く RUCK □日> に TRL:1(ID= 日） LD:1(ID= 日)]巧期化げ売下しました。 

< RU04 17> に下化:1(の= □) LD :1(の=日)] i 能里ドライプのキ t ッシユモードげ蛮をぎれま... 
<RU0404> に下化:1(の=の LD；1(ID=0)] 巧期化げ P 月おされました。 

<RU0415> に TRL:1(ID= 日） LD:1(ID= 日)] i 能 里 ドライプげ化がぎれました。 

く RU 曰3曰2> に TRL:1(ID= 曰) PD：3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUSfeSOM... 

く RU 日 3 日 2> [CTRL; 1(10= 日) PD;2(ID=6 日 ENC=1 SLT=3) HITACHI HUSlsS^e..- 
く RU 曰 3 曰 2> [CTRL：1(ID=0) PD:1(ID =16 ENC=1 SLT=1) HITACHI HUS 151^... 
<RU0416> に TRL:1(ID= の LD:1(ID= の] I 能里朽イプげ肖 if まされました。 

< RU020S> に TRL : 1(ID= の] RAID〕：/ 卜 □ ーラの;仆□-ルリード福ホ度げ蛮をされまし..- 

く RU02 □日> に TRL:iaD= の] RAID〕：/ 卜□ーラのバト□ールリード福ホ度げ蛮是;されまし... 

< RU020S >に TRL :1 邮=日)] R AIDID 卜 □ ーラの;仆□-ルリード福ホ度げ宝をぎれまし...二 j 


ロヴ I ピュー 


図 6 ログむーアの 構成 

ステータスパーは、ウインドウのサイズ変更 iil 外の用途では使用しません。 

ログビュ- 


ログビユーは、 raidsrv サービスが記録した RAID システムの動作ログを表示します。 
ログむーアで参照できる情報はじ I 下のとわりです。 


項目 説明 


種類 ログには次の3種類があります。 

® 異常：致命的な問題が発生したときに記録するログです。 

A 警告：致命的ではありませんがミ主意を要する問題が発生したときに記録するログです。 

[2 情報：オペレーシヨンの実行状況など、問題ではない事象が発生したときに記録するログです。 
日付 事象の発生した日付です。 

時刻 事象の発生した時刻です。24時間制で表示します。 

ID ログのイベント ID です。 

説明 □ヴの内容です。 


ログむーアの機能 


ログビユ ーアの 機能に ついて 説明します。 


ログむーアの構成 


ログ ビユーア は、ログ ビユー、メニユー、ステータスパーの 3 つのパー トで構成します。 


7W ルた）ヘルプ(出 ク 


タニ ューバー 


二に] ぶ] 


上口 CECECECECECE ぶ上口 ECECECECECECECECECECE 

巧 J 己亩ちちち亩青巧化己音青青亩亩亩亩亩ちちち 

な边 互 互互互 巧 也 互互立互立互立立 
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任意のイペントをダブルクリックすると、イペントの内容をダイアロ 
グで表示します。 




ログビュ ーア には、 ロ アイ ル ] 、 [ ヘルスの 2 つのメニューがあります。 



図7 ログピューアのタニュー 


それぞれのメニユーについて言な明します。 

[フアイル]タニユー 

[ファイル]メニユーには、ログビユーアの表示情報更新や、ログむーアの終了としりた機能を実行するメニユーがあります。 


こユー項目 説明 


[最新の情報に更新] RAID ログの内容を読み込み、ログむ一に表示する内容を最新の状態に更新します。 

[プロパテイ] [イベントのプロパティ]ダイアログボックスを開き、ログビューアで選択しているイベントの内容を表示し 

ます。 


[終了] 


ログビューアを閉じます。 


[ヘルプ]メニュ ー 

[ヘルプ]メニューには、ログビューアのパージョンを表示するメニューがあります。 


こユー項目 説明 


[パージョン情報] ログむーアのパージョンを表示します。 
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raidcmd の機能 


raidcmd の機能について説明します。 


コ7ンドライン 


raidcmd を使用するには、右のお式でコマンド、わよび、必要 
に応じて〕マンドのパラメータを指定します。 



■; コマンド、コマンドのパラメータを指定せずに raidcmd を実行すると、 raidcmd のパージョンを表示しま 

I け I す。 


raidcmd の返却値 


raidcmd の返却値は、コマンドの実行結果を返却します。 


1 返却値 


実行結果 

0 

コマンド正常終了 


1 

コマンド異常終了 



raidcmd のエラーメッセージ 


raidcmd の〕マンドが異常終了したときは、右のお式でエラーメ 
ッセージを 表示します。 



raidcmd のコマンド 


raidcmd のコマンド、わよび、コマンドのパラメータについては、「付録 B : raidcmd コマンドリファレンス」を参照して〈ださい。 
" help " コマンドを実行すると、 raidcmd のヘルプを表示します。 

raidcmd の中断 


オペレーティングシステムが Windows の場合、 raidcmd はシステムフォルダにインストールするパッチファイルを実行しますにのパッ 
チファイルが Universal RAID Utility をインストールしたフォルダ中の raidcmd のバイナリお式ファイルを実行することにより 、 raidcmd 
の機能を実現してしなす)。そのため、 raidcmd の実行を中断するとき、〕マンドプロンプトで CTRL + C を使用すると、「パッチジョ 
ブを終了しますか （ Y / N )? 」とし巧確認メッ t - ジを表示します。丫と N のどちらかを入力して raidcmd のパッチファイルを終了してく 
ださい。このメッ t - ジを表示する時点で raidcmd のバイナリお式ファイルの実行は中断してしなす。 
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RAID システムの巧報参照 


RAID システムのコンフィグレーシヨン、状態などの情報や、 RAID システムの動作記録を参照する方法について説明します。 

RAID 〕 ントローラのプロパティを参照する 


RAID コントローラの情報は、 RAID コントローラのプロパティで参照します。 


RAID ビューアで RAID 〕ントローラのプロパティを参照するには、 
ツリービューで参照したい RAID コントローラをクリックし、[ファイル] 
メニューで[プロパティ]をクリックします。 

RAID コントローラのプロパティには、[全般]タブと[オプション] 
タブがあります。 

[全般]タスよ、 RAID コントローラのプロパティを表示します。 


RAID] シト □ー ラのブ□バティ 


译自さ！|オブショシ1 

巧目 1 

值 1 

苗ち 

1 

ID 

□ 

妈适元 

LSI Corporation 

製品を 

MegaRAID SAS S708EM2 (12 日 MB) 

7 ァームウェアバージヨシ 

1,12,32-0501 

扣ッシュサイス 

128MB 


[オプション]タブは、 RAID コントローラの設定を参照できま 
す。 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


RAID コシト□ーラのブ□パテイ 


立] 


をお逝些 J 


巧目 

1惟 

1 

リビルド優先度 

ち 

jd 

を合 1 をチ 1 ック傷た度 

や 

こ] 

バト□ールリード 

ち劝 

二] 

バト□づレリード優ホ度 

中 

二！ 

プザ' -1 男ミ 

無タカ 

zi 


raidcmd で RAID コントローラのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID 〕 ントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プ□パティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号1 ) のプロパ 
ティを参照する。 

raidcmd property - tg=rc - c=l 


> raidcmd property -tg=rc -c=1 I 

RAID Controller #1 

ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 

Firmware Version 

1.12. 02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Rebuild Priority 

High 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Sett in 呂 
> 

Enable 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 

Universal RAID Utility にわける、 RAID 〕ントローラの管理番号(論理アドレス)です。 
Universal RAID U 川 ity が RAID 〕ントローラごとに1から始まる番号を害りり当てます。 

ID 

ID 

RAID コントローラのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイ 
では、この識別情報のアドレスを使用します。 

製造元 

Vendor 

RAID コントローラの製造元です。 

製品名 

Model 

RAID コントローラの製品名です。 

ファー厶ウェアバージョン 

Firmware Version 

RAID コントローラのファームウエアのパージョンです。 

キャッシュサイズ 

Cache Size 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリのサイズです（単位： MB )。 
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項目 

RAID ビユ-ア 

項目 

raidcmd 

説明 


Battery Status 

RAID 〕ントローラに搭載するバッテリのステータスです。じ 1 下の 3 つの状態があります。 
正常/ Normal :バッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告/ Warning :バッテリがなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを 
指します。 

未接続/ Not Present : RAID コントローラにパッテリが存在しないことを指します。 

初期化優先度 

Initialize Priority 

初期化他理を〕ンピュータシステム内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。 

じ 1 下の 3 つの設定があります。 

高/ High :初期化他理を高し M 憂先度で実行します。 

中/ Middle :初期化処理をバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :初期化他理を低い優先度で実行します。 

リビルド優先度 

Rebuild Priority 

リビルドを〕ンピュータシステ厶内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。下 
の 3 つの設定があります。 

高/ High : リビルドを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :リビルドをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low : リビルドを低い優先度で実行します。 

整合性チ I ック優先度 

Consistency Check 
Priority 

整合性チェックをコンピュータシステ厶内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いで 
す。じ 1 下の 3 つの設定があります。 

高/ High :整合性チェックを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :整合性チェックをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :整合性チェックを低い優先度で実行します。 

パト□—ルリ-ド 

Patrol Read 

パトロールリードの実行有無を設定します。 

有効/ Enable : パトロールリードを実行します。 

無効/ Disable : パトロ-ルリ-ドを実行しません。 

パトロ—ルリ—ド優先 
度 

Patrol Read Priority 

パトロールリードをコンピュータシステ厶内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いで 
す。じ 1 下の 3 つの設定があります。 

高/ High :パトロールリードを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :パトロールリードをパランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :パトロールリードを低い優先度で実行します。 

ブザー設定 

Buzzer Setting 

RAID システムで障害が発生したとき、 RAID コントローラのブザー機能を使用するかどう 
かを設定します。 

有効/ Enable : ブザー機能を使用します。 

無効/ Disable : ブザ-機能を使用しません。 


■l raid コントローラのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラの種類 

I け I によっ " C は、サポ-卜していないことがあります。サポ-卜していない項目は、値が空白、もし〈は、リスト 

に表示しません。 


パッテリのプロパティを参照する 


RAID コントローラに搭載するパッテリの情報は、 RAID ビユーアではパッテリのプロパティで参照します。 raidcmd では RAID コントロ 
-ラのプロパティで参照します。 


RAID ビュ-アでパッデ J のプロパティを参照するには、ツリ-ビュ 
-で参照したいパッテリをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパ 
ティ]をクリックします。 

バッデ J のプロパティには、[全般]タブがあります。[全般]タブ 
は、バッテリのプロパティを表示します。 
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項目 

説明 

RAID ビユ-ア 



ステータス RAID コントローラに搭載するバツテリのステータスです。 


レ:>1下の3つの状態があります。 

正常 / Normal :パッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告 / Warning :バッテリがなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを指します。 
未接続 / Not Present : RAID コントローラにパッテリが存在しないことを指します。 


論理ドライブのプロパティを参照する 


論理ドライブの情報は、論理ドライブのプロパティで参照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを参照するには、ツリ 
-ビューで参照したい論理ドライブをクリックし、[ファイル]メニュ ー 
で[プロパティ]をクリックします。 

論理ドライブのプロパティには、[全般]タブと[オプション]タブ 
があります。 

[全般]タスよ、論理ドライブのプロパティを表示します。 


ち理ドライブのブ□パティ 


过 


漂 i ;] l がション I 


項目 1 

植 1 

をち 

1 

の 

0 

物理デけイスをち 

1, 2,3 

ディスクアレイ側 

1け/1ま目） 

RA のレバ:ル 

RAIDS 

容量 

66GB 

ストライブサイズ 

64KB 

キャッ'ン1トド胡な促） 

Write Through 

ステータス 

オンライン 


[オプション]タスよ、論理ドライブの設定を参照できます。 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


raidcmd で論理ドライブのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 

-tg :論理ドライブのプ□パティを参照するには、 Id を指定 

-C :プ□パティを参照する論理ドライブが存在する RAID コント ローラの 番号 

-I: プロパティを参照する論理ドライブの番号 

(例）論理ドライブ （ RAID コントローラ番号1,論理ドライブ番 
号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property - ta=ld - c=l -1=1 


lag ドライブのブ□パティ 




を肤 i オプション )1 

1那 

I 值 

1 

キザッシ1モード〔設定値） 

自勤切哲 

こ] 

1 1 

> raidcmd property -t 呂 =ld -( 

3=1 -1=1 


RAID Controller #1 Logical I 

)rive #1 


ID 

0 


Physical Device Number 

1, 2, 3 


Disk Array Information 

1(order 1/1) 


RAID Level 

RAID 5 


Capacity 

20GB 


Stripe Size 

64 KB 


Cache Mode (Settin 呂） 

Auto Switch 


Cache Mode (Current) 

Write Back 


Status 

> 

Online 



項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Logical Drive # Y 

Universal RAID Utility にわける、論理ドライブの管理番号(論理アドレス)です。 

[ ID ] の値に対応して、1から始まる番号を割り当てます。 

ID 

ID 

論理ドライブのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーティリティが管 
理する論理ドライブと 、 Universal RAID Utility の管理する論理ドライブを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デバイス番号 

Physical Device 
Number 

論理ドライブが存在するディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

ディスクアレイ情報 

Disk Array 
Information 

論理ドライブが存在するディスクアレイの番号と、ディスクアレイ内の位置に関する情報で 
す。レ:1下の形式で情報を表示します。 

< RAID ビユーア> 

ディスクアレイ番号（先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 
< raidcmd > 

ディスクアレイ番号 （ order 先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 
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項目 

RAID ビユ-ア 

項目 

raidcmd 

説明 

RAID レペル 

RAID Level 

論理ドライブの RAID レペルです。 

RAID 0, RAID 1 ,RAID 5, RAID 6, RAID 00, RAID 10, RAIDIE , RAID 50, RAID 
60 を表示できます。 

容量 

Capacity 

論理ドライブの容量です（単位 GB )。 

ストライプサイズ 

Stripe bize 

論理ドライブのストライプサイズです。 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB を表 
示できます。 

キャッシュモード馈定 

Cache Mode 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードです。 

値） 

( Setting ) 

じ1下の3つの設定があります。 

自動切替 / Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write 
Through を切り替えるモードです。 

Write Back : 非同期書込みを行うモ-ドです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

キャッシュモード（現在 

Cache Mode 

RAID 〕ントローラに搭載するキかジシュメモリの書き込みモードの現在値です。 

値） 

( Current ) 

じ1下の2つのモードがあります。 

Write Back : 非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

ステータス 

Status 

論理ドライブのステータスです。 

レ:>1下の3つの状態があります。 


オンライン / Online :論理ドライブの冗長性が保たれている状態を指します。 

縮退 / Degraded :論理ドライブの冗長性が失われているか、冗長性が低下した状態を 
指します。論理ドライブへのアク t スは可能です。 

オフライン / Offline :論理ドライブが停止し、論理ドライブへのアクセスも不可能な状態を 
指します。 



• RAID レペルの種類、ストライプサイズの種類は、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異なり 
ます。サポートしない種類の働よ、値が空白、もし〈は、表示しません。 

• キャッシュモードの種類は、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異なります。サポートしない 
種類の値は表示しません。 

• 論理ドライブのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID 〕ントローラごとにサポ 
-卜する内容が異なります。サポートしていない項目は、リストに表示しません。 


■; 論理ドライブの状態は、 RAID レペルと故障した物理デバイスの台数により決まります。 

I け I RAID レペルが RAID 10わよび RAID 50で故障した物理デバイスが2台のときは、どの物理デバイス 
が故障したかにより、縮退かオフラインのどちらかの状態となります。 


故障した物理デパイスの台数 

0 台 

1台 

2台 

3台な上 

RAID 0 

オンライン 

オフライン 

オフライン 

オフライン 

RAID 1 

オンライン 

縮退 

オフライン 

国 

RAID 5 

オンライン 

縮退 

オフライン 

オフライン 

RAID 6 

オンライン 

縮退 

縮退 

オフライン 

RAID 10 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 

RAID 50 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 
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物理デパイスのプロパティを参照する 


物理デパイスの情報は、物理デパイスのプロパティで参照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを参照するには、ツリ 
-ビューで参照したい物理デバイスをクリックし、 [ ファイル ] メニュ 
-で. ロロパティ]をクリックします。 

物理デバイスのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般] 
タスよ、物理デパイスのプロパティを表示します。 



raidcmd で物理デバイスのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 

-tg :物理デパイスのプ□パティを参照する口ま、 pd を指定 

-C： プ□パティを参照する物理デパイスが存在する RAID ] ン阳ーラの番号 

-P :プ□パティを参照する物理デパイスの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス 
番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property - tg=pd - c=l - p=l 


> raidcmd property -tg 二 pd -c=1 -p=1 I 

RAID Controller #1 Physical 

Device #1 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

1 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

Capacity 

33GB 

Status 

Online 

S. M. A. R. T. 

> 

Normal 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller が r 
Physical Device 

Universal RAID Utility にわける、物理デバイスの管理番号(論理アドレス)です。 

[ ID ] の値を元に物理デバイスを昇順に並べ、値のルさいものから順番に1から始まる番 
号を割り当てます。 

ID 

ID 

物理デバイスのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ントローラの BIOS ユーティリティが管 
理する物理デバイスと、 Universal RAID Utility の管理する物理デバイスを対応させるに 
は、この値を使用します。 

ID の形式は RAID 〕ントローラの種類により異なります。 

エンクロージャ 

Enclosure 

物理デバイスを収納するエンクロージが D 番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

スロット 

Slot 

物理デパイスを収納するスロットの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

デバイスタイプ 

Device Type 

物理デバイスのデバイスのタイプです。 

レ:>1下の4種類があります。 

HDD :ハ-ドディスクドライブ 

HDD ( SSD ) :ソリッドステートドライブ 
テープ装置：テープ装置 

CD/DVD : CD ドライブ、あるいは DVD ドライブ 

インタフェース 

Interface 

物理デバイスを接続するインタフェースのタイプです。 

レ:>1下の2種類があります。 

SAS : Serial Attached SCSI 

SATA : Serial ATA 

製造元/製品名 

Vendor/Model 

物理デバイスの製造元と製品名です。 

ファームウェアバージヨン 

Firmware Version 

物理デバイスのファームウ：:アのパージョンです。 
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項目 

RAID ビユ-ア 

項目 

raidcmd 

説明 

シリアル番号 

Serial Number 

物理デバイスのシリアル番号です。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

容量 

Capacity 

物理デバイスの容量です禅位 GB )。 

この項目は、[デバイスタイスが [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ステータス 

Status 

物理デバイスのステータスです。 

レ:1下の5つの状態があります。 

オンライン / Online :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれてわり、正常に動作して 
し、ることを指します。 

故障 / Failed :物理デバイスが故障していることを指します。 

リビルド中 / Rebuilding :物理デバイスがリビルド中であることを指します。 

ホットスペア / Hot Spare :物理デバイスをホットスペアに設定していることを指します。 
レディ / Ready :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれていないことを指します。 

この項目は、[デバイスタイスが [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ホットスペア t 青幸辰 

Hot Spare 
Information 

ホットスペアに設定している物理デバイスのホットスペアモードです。 

レ:>1下の2種類のモードがあります。 

共用 / Global : RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できま 
す。 

専用 / Dedicated :指定したディスクアレイのホットスペアとして使用できます。指定したデ 
ィスクアレイの番号も表示します。 

この項目は、[デバイスタイスが [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] のホットスペアを作成している物 
理デパイスの場合のみ表示します。 

S . MAR . T . 

S . MAR . T . 

S . MAR.T ( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) の診断結果を 
表示します。レ:1下の2種類の状態があります。 

正常 / Normal : S . MAR . T . エラーを検出していません。 

検出 / Detected : S . MAR . T エラーを検出しています。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 


♦ 物理デパイスのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID 〕ントローラごとにサ 
ポートする内容が異なります。サポートしていない項目は、値が空白、もし〈は、リストに表示しませ 
ん。 

• 強制オフラインを実行すると、物理デバイスが故障していな〈ても[ステータス]/ [ Status ] は[故 
障]/ [ Failed ] となります。 


ディスクアレイのプロパティを参照する 


ディスクアレイの情報は、ディスクアレイのプロパティで参照します。 


RAID ビューアでディスクアレイのプロパティを参照するには、ツリ 
-ビューで参照したし、ディスクアレイをクリックし、[ファイル]メニュ ー 
でロロパティ]をクリックします。 

ディスクアレイのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般] 
タブは、ディスクアレイのプロパティを表示します。 



raidcmd でディスクアレイのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 

-tg :ディスクアレイのプ□パティを参照するには、 da を指定 

-C :プロパティを参照するディスクアレイが存在する RAID コントローラの番号 

-a :プ□パティを参照するディスクアレイの番号 


> raidcmd property 
RAID Controller #1 

-1:g=da -c=1 -a=1 

Disk Array #1 
: 0 

ID 

Physical Device Number : 1 ， 2 ， 3 

Capacity 

: 67GB 

Unused Capacity 
> 

: 47GB 
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(例）ディスクアレイ （ RAID コントローラ番号1,ディスクアレイ番号 1) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=da -c=l -a=l 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Disk Array #Y 

Universal RAID Utility にわける、ディスクアレイの管理番号(論理アドレス)です。 

ID 

ID 

ディスクアレイのオリジナルの識別情報です。 RAID コント ローラの BIOS ユー ティリティが管 
理するディスクアレイと、 Universal RAID U 川 ity の管理するディスクアレイを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デバイス番号 

Physical Device 
Number 

ディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

容量 

Capacity 

ディスクアレイの容量です（単位 GB )。 

未使用容量 

Unused Capacity 

ディスクアレイの未使用領域の容量です（単位 GB )。 


オペレーシヨンの実巧状況を確認する 


RAID システムで実行しているオペレーシヨンの実行状況を RAID ビューア、わよび、 raidcmd で確認できます。 

RAID ビューアでオペレーシヨンの実行状況を確認するには、オペレーシヨンビューを使用します。オペレーシヨンビューについては、「才 
ペレーシヨンビュー」を参照して〈ださい。 


raidcmd でオペレーシヨンの実行状況を確認するには、 
" opiist " コマンドを使用します。 

(例）実行中のオペレーシヨンを確認する。 
raidcmd opiist 

" opiist " コマンドで表示するオペレーシヨンの種類はじ I 下のと 
わりです。それぞれのオペレーシヨンごとに、対象コンポーネントと、 
状態を表示します。 


> raidcmd opiist 
RAID Controller#! 

LD #1 : Consistency Check (Running 52%) 
LD #2 : Initialize (Running 33%) 

PD #1 : Rebuild (Running 99%) 

RAID Controller #2 

LD #1 : Consistency Check (Running 2%) 
PD #2 : Rebuild (Paused 22%) 

> 


■ 初期化 （ Initialize ) 

■ リビルド （ Rebuild ) 

■ 整合性チェック （Consistency Check ) 

表示するオペレーシヨソよ、 raidcmd を実行時に実行中のオペレーシヨンです。終了したオペレーシヨンは表示しません。終了した 
オペレーシヨンの結果は 、 RAID ログやプロパティで確認します。 
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RAID システムの情報を最新の状態にす 5 _ 

Universal RAID Utility が管理する RAID システムの管理情報は、 raidsrv サービスが次のタイミングで取得します。 

■ raidsrv サービスを起動したとき 

■ RAID システムの状態の変化やオペレーシヨンの実行状態の変化などの事象が発生し、そのイベントを受信したとき 

これらレ: i 外のタイミングで RAID システムの管理情報を更新したい場合は、 RAID ビューア、もし〈は、 raidcmd で RAID システムの 
情報を取得しなわします。 


RAID ビューア 


[ ファイル ] メニューの[再スキ ヤン ] を使用し ます。 


手順 1 RAID むーアを起動します。 [ ファイル]メニ ューで[再スキャン]をクリック 
します。 raidsrv サービスは RAID システムの情報を取得しなわし、 RAID ビューア 
の表示する内容を更新します。 


7アイルの 

巧巧に）ツールに) 

ちがけ；>阻） Ctrl + F 己 


プ□パテ■他)... 

が■了 性） Alt + F 4 


raidcmd 


" rescan " 〕マンドを使用します。 


手順 1 " rescan " コマンドを実行します。 raidsrv サ 
-ビスは RAID システムの情報を取得しなわします。 

(例） RAID システムの情報を最新の状態にする。 

raidcmd rescan 



RAID システムの動作記録を参照する 


RAID システムに対する操作、わよび、 RAID システムで発生したイベントは 、 Universal RAID Utility の RAID ログに記録します。 
オペレーテイングシステムが Windows の場合 、 RAID ログを参照するには、ログビューアを使用します。 


ログビユーアに表示する RAID ログの内容は、ログビユーアを起動したときの内容です。 RAID 口 
グの内容を更新するには、[ファイル]メニユーで[最新の情報に更新]をクリックします。ログむ 
—アは RAID ログを取得しなわし、表示する内容を更新します。 


击ィル让） 

口出） 

を巧のは報に巧巧 CE) F 日 


ブ山行ィ [ 丘〕 

が 了な） Aft-tfH 


オペレーティングシステムが Linux の場合 、 RAID ログを参照するには、テキスにディタなどで RAID ログのファイルを直接参照しま 
す。詳細は 「RAID ログへのイベントの記録」を参照して〈ださい。 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのコンフイグレーシヨン ( RAID システムを構築すること)について説明します。 
Universal RAID Utility は、目的に応じてし、ろいろな機能を提供してし、ます。 





る r イージー〕ンフイグレーシヨン J 

機能を提供しています。 



選択項目を2つ決めるだけで 

論理ドライブのできあがり！ 


「論理ドライプを簡単に 
作成する J 

を参照して〈ださし、 


「論理ドライプを自由に 



論理ドライブの 詳細設定や複 
数個の論理ドライプ同時作 
成 も思いのまま！ 


作成する J 

を参照してください 





図8 RAID システムのコンフイ グレーシヨ ン機能 
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ホットスペアを作成する 


Universal RAID Utility は、障害が発生した物理デパイスを置換するために使用するホットスペアを作成できます。 
ホットスペアには、 iil 下の2種類のモードがあります。 


モード 説明 


共用ホットスペア 同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

専用ホットスペア 同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホッにペアとして使用できます。 

いずれのモードにわいても、ホットスペアとして機能するためにはじ I 下の点に留意する必要があります。 

■ ホットスペアは、同一のインタフエースタイプ、同一のデパイスタイプの物理デパイスで構成するディスクアレイにのみホットスペア 
として機能します。 

■ ホットスペアは、障害が発生した物理デバイスとホットスペアの容量が同じか、もし〈は、障害が発生した物理デパイスの容量 
がホットスペアの容量よりもルさい場合のみ機能します。 

■ S . M . A . R . T . エラーを 検出している物理デバイスは、ホットスペアとして使用できません。 

I irO N 8103-109/128/ G 128/134/135 RAID 〕ントロ-ラの場合、作成可能なホットスペアの数 

CS は最大 8 台です。 

共用ホットスペアとは 

共用ホットスペアとは、同一 RAID コントローラのすべての論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。 

(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2が存在する RAID システムで共用ホットスペアを作成すると、共用ホットス 
ペアは論理ドライブ#1と#2のホットスペアとして機能します。 



図9共用ホットスペア1 


(例 2) 例1の RAID システムに論理ドライブ#3を追加した場合、共用ホットスペアは論理ドライブ#3のホットスペアとしても 
機能します。 
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共用ホットスペアは、 RAID コントローラ 
のすぺての論理ドライブのホツトスペアと 
して機能します。 


図10共用ホットスペア2 


専用ホットスペアとは 


専用ホットスペアとは、同一 RAID コントローラの選択した論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。専用 
ホットスペアは、 iil 下のような特徴があります。 

■ 専用ホットスペアは、選択した論理ドライブのホットスペアとして機能します。 

選択していない論理ドライプにはホットスペアとして機能しません。 

■ 1台の専用ホットスペアを複数個の論理ドライブの専用ホットスペアとして作成することもできます。 

■ 1個の論理ドライブに複数の専用ホットスペアを作成できます。 

• RAID レペルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作成でき 
ません。 

♦ 論理ドライブが存在しないディスクアレイには、専用ホットスペアを作成できません。 

• 専用ホットスペアは、ディスクアレイを構成する物理デバイスと、インタフエースタイプ、デバイスタイプ 
が同じ物理デバイスで作成できます。 

(例 1) RAID 〕ントローラに論理ドライブが と#2 が存在する RAID システムで専用ホットスペアを作成します。作成する論理 
ドライスこ論理ドライブがのみを選択すると、専用ホットスペアは論理ドライブがのホットスペアとして機能します。論理ドラ 
イブ#2のホットスペアとしては機肯 g しません。 




■論理ドライブ 
/ #2 


国 心 


■ 

専用 

ホットスペア 



専用ホットスペアは、選択した論理ドラ 
イブ#1 のホットスペアとしてのみ機能し 
ます。 


図11専用ホットスペア1 


(例 2) 例1とは異なり、専用ホツトスペアを作成する論理ドライスこ論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方を選択すると、 
専用ホットスペアは論理ドライプ#1と論理ドライプ#2の両方のホットスペアとして機能します。 
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(例 3) 例 1 の RAID システムで、物理デパイスの障害発生に対する備えをさらに強化するため、論理ドライブがの専用ホッ 
トスペアをもう1台追加することもできます。この場合、専用ホットスペア#1と#2は2台とも論理ドライブ#1のホットスペア 
として機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 



(例 4) 例2の RAID システムも、例3のように論理ドライブ#し#2の専用ホットスペアをもう1台追加することもできます。 
この場合、専用ホットスペア#1 と#2 は論理ドライブが と#2 の両方のホットスペアとして機能します。 


广 占-占-、 I 1'- 占---占- 

! 論理ドライブ論理ドライブ ' [専用 専用 

I #1 #2 I I ホットスペア# 1 ホットスペア# 


ホットスペア# 1 ホットスペア# 2 
用ホッ 


トスペア#1 と#2は 、論理ドライブが 
と#2の両方のホットスペアとして機能します。 


図14専用ホットスペア4 


共用ホットスペアの作成 

共用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニユーの[共用ホット スペア 作成]を使用します。 

手順 1 RAID むーアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[レディ]の物理デパイスをクリックします。 


手)頃 2 [操作]メニユーで[ホットスペア]をポイント 
し、[共用ホットスペア作则をクリックします。 


手順 3 共用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパテイを参照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]という項 
目を表示し、値が[共用]となります。 


- ■ V l y^^ I VLIV 


巧 

ホットスバ:ア ( H ) ► 

共巧ホットスパア巧成樹 

J 

な制むラむ阻） 

強制わラむ ( E ) 


専巧ホットが:ア巧成也)… 

ホットが:ア賠瞄化） 




1容量 

67GB 

1巧-クス 

ホットスパア 

1ホットがア情報 

共用 

Is.M.A.R.T. 

正巧 


raidcmd 

"hotspare" コマンドを使用します。 
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手順 1 じ I 下のパラメータを指定して、 "hotspare" 
コマンドを実行します。 

-C :ホッにペアを作成する物理デパイスが存在する RAID 〕ン 
卜□—ラの番号 

-P: 共用ホットスペアを作成する物理デパイスの番号 
- mr : 共用ホッにペアを作成するには、 make を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) を使用して共用ホットスペアを 
作成する。 


raidcmd hotspare -c=i -p=6 -m「=make 


手順 2 "hotspare" コマンドを実行すると、物理デ 
パイスのプロパティがじ I 下の値に変化します。 


> raidcmd hotspare -c=l -p=6 -mr=make •■■■■1 

Make Global Hot Spare. 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

) 看■■■■之 

> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

...C?p3c'-i 止 ^ ............. 

■1 が GB ■■- 

Status 

Hot Spare \ 

.Hot Spare Information 

Global • 

ん f .. 

> 

■ Nurm 过 ド … 


[ Status ] : Hot Spare 

[Hot Spare Information ] : Global 

物理デバイスのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg :物理デパイスのプロパティを参照する口ま、 pd を指定 

- C ： プ□パティを参照する物理デパイスが存在する RAID ] ン阳ーラの番号 

-P :プ□パティを参照する物理デパイスの番号 


(例）物理デバイス ( RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -ta=pd -c=l -p=6 


き用ホットスペアの作成 


専用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操们メニユーの[専用ホットスペア作则を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツトビューで[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックします。 


手)頃2 [操作]メニユーで[ホットスペア]をポイント 
し、[専用ホットスペア作成]をクリックします。 


手順 3 [専用ホットスペアの作刚ダイアログボックス 
を表示します。専用ホットスペアを作成するディスクア 
レイのチェックボックスをオソこします。複数のディスク 
アレイの専用ホットスペアとすることもできます。なわ、 
[選択した物理デパイスの容量]よりも必要容量が 
大きしげィスクアレイの専用ホットスペアにはできませ 
ん。 

[0 K ] をクリックすると、専用ホットスペアを作成しま 
す。 


y し/ド 1 VLIV 


巧 

ホットスバ:ア (H) ► 


共巧ホットスパア巧咖の 


な制むラむ阻） 

強制わライ ME ) 

••丄 m + — y — V — 6 -L yi \ 

専巧ホットス■仰け成也)… 


ホットが:ア賠蹄化） 
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手順 4 専用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパテイを参照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]とし、う項 
目を表示し、値が[専用(ディスクアレイ # X )] となり 
ます。 


1容量 

67 GB 

1ステ ー クス 

ホットスパア 

1ホットがア情報 

き用 （ディスウアレイ# 1) 

■ S . M . A . R . T . 

正巧 


raidcmd 


"hotspare" コマンドを使用します。 

手順 1 じ I 下のパラメータを指定して、 "hotspare" 
コマンドを実行します。 

-C :ホッにペアを作成する物理デパイスが存在する RAID 〕ン 
卜□—ラの番号 

-P :専用ホットスペアを作成する物理デパイスの番号(専用ホ 
ットスペアを作成する物理デパイスの容量は、対象となるディス 
クアレイで使用中の物理デパイスと同じ、もし〈は、それが上で 
ある必要があります。） 

- mr : 専用ホットスペアを作成するには、 make を指定 
- a : 専用ホットスペアの対象となるディスクアレイの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) を使用して、ディスクアレイ 
( ディスクアレイ番号 2) の専用ホットスペアを作成 
する。 


raidcmd hotspare -c=l -p=b -m「=make -a=2 


> raidcmd hotspare -c=1 -p=D -mr=make -a=2 , 

• ■■■■1 

Make Dedicated Hot Spare. 



Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

- 2 

ノ ■ ■ ■ 1 

> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 


ID 

5 


Enclosure 

1 


Slot 

6 


Device Type 

HDD 


Interface 

SAS 


Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 


Serial Number 

1111 


(1 つ。 9 つ htrV ■■■■■■■■■■■■■ 

■1 が巧 . 


Status 

Hot Spare 

■ 

■ Hot Spare Information 

Dedicated (Disk Array #2) ■ I 

S. il A. K. T" .. 

> 

Normal' . 



手順 2 "hotspare" コマンドを実行すると、物理デパイスのプロパティが]下の値に変化します。 
[ Status ] : Hot Spare 

[Hot Spare Information ] : Dedicated (Disk Array # X ) 

物理デバイスのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg :物理デパイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プ□パティを参照する物理デパイスが存在する RAID ] ン阳ーラの番号 

-P :プ□パティを参照する物理デパイスの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コントローラ番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを参照する。 

raidcmd property -tg=pd -c=l -p=6 


ホットスペアの解除 

ホットスペアを解除する手順を説明します。 


RAID ビュ-ァ 

[操们メニューの [ホットスペア 解除]を使用します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューでス 
テータスが「ホットスペア」の物理デパイスをクリックしま 
す。 


手)頃2 [操作] メニューで [ホット スペア]をポイント 
し、 [ホット スペア 解除] をクリックします。 


叫二つ V し y … VLIV 


巧ホットが:ァ(出 ► 

1 

共巧ホットスパア巧咖の 

専巧ホットが:ア巧成也)… 


な制むラむ阻） 

強制わライ ME ) 

ホットが:ア賠蹄化） 
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手順 3 ホットスペアを解除後、物理デバイスのプロパ 
テイを参照すると、[ステータス]の値が[レデイ]にな 
り、[ホットスペア情報]という項目は表示しません。 


I 容量 

67GB 

I ステークス 

レディ 

■ S.M.A.R.T. 

正巧 


raidcmd 


"hotspare" コマンドを使用します。 

手順 1 lit 下のパラメータを指定して、 "hotspare" 
コマンドを実行します。 

-C :ホットスペアを解除する物理デパイスが存在する RAID 〕 
ント□—ラの番号 

-P: ホットスペアを解除する物理デパイスの番号 
-mr :ホットスペアを解除する口ま、 remove を指定 


(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) のホットスペアを解除する。 

raidcmd hotspare -c=l -p=6 -m「=「emove 


手順 2 "hotspare" 〕マンドを実行すると、物理デ 
バイスのプロパティがじ I 下の値に変化します。 

[ Status ] : Ready 

[Hot Spare Information ] :項目を表示しない 

物理デバイスのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg :物理デパイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

- C ： プロパティを参照する物理デパイスが存在する RAID ] ン阳ーラの番号 

-P :プ□パティを参照する物理デパイスの番号 

(例）物理デバイス ( RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=pd -c=l -p=6 


> raidcmd hotspare -c=1 -p=6 -mr=remove j 
Remove Hot Spare. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 


> raidcmd property 
RAID Controller #1 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 
Interface 
Vendor/Model 
Firmware Version 
Serial Number 

CdpaCiTif . 

■ Status 

巧: じ.ん R . f . . 


-tg 二 pd -c=1 -p=6 % 
Physical Device #6 


1 

6 

HDD 

SAS 

Seagate 

BK09 

1111 

■14 bGi 3" 

Ready 

^NoiTi.ai ■ 


ST1 2345678 
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RAID システムを簡単に構築する 

Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラに未使用の物理デパイスを接続した状態から、論理ドライブの作成、ホットスペア 
の設定といったコンフイク"レーシヨンを簡単に行える「イージーコンフイク"レーシヨン」機能をサポートしています。 

「イージーコン フイ グレーシヨン」は、 RAID コント ローラに 接続している未使用の物理デバイスについて、データ格納に使用する台数 
(論理ドライブを構成する物理デバイスの台数)とホットスペアに使用する台数を決定すると 、 Universal RAID Utility が自動的に 
RAID システムを構築する機能です。 

「イージーコンフイグレーシヨン」により RAID システムを構築するメリットはじ I 下のとわりです。 RAID システムを構築する際に検討、 
操作しなければいけない作業を Universal RAID Utility が代わりに行います。 

■ 3つの項目 （ RAID 〕ントローラ、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、作成する論理ドライブの個数)を指定するだ 
けで RAID システムを構築できます。 

■ 論理ドライブの選択項目 （ RAID レペル、容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて自動的に設定 
します。 

■ 複数の論理ドライブを同時に作成できます。 

■ ホットスペア用に物理デバイスを残すと 、 Universal RAID Utility が自動的に作成する論理ドライブの専用ホットスペアを作 
成します。 


wO N 8103-109/128/ G 128/134/135 RAID ] ントロ-ラの場合、作成可能なホットスペアの数 

r*v ] は最大8ムァ■す 

ホットスペアを9台が上指定すると、イージー〕ンフイグレーシヨンに失敗します。 


イージー〕ンフィグレーシヨンの 操作手順 

イージーコンフィク"レーシヨンを使用する手順を説明します。 

RAID ビュ-ァ 

[ツール]メニユーの[イージーコンフィグレーシヨン]を使用します。 

手リ展1イージーコンフィグレーシヨンで使用する物理デパイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミンク"で接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビユーアを起動します。 

手リ展2 [ツール]メニユーで[イージーコンフィク"レーシヨン]をクリックします。ツ-ル圧） L ヘルプ(出_ 

I イージーコ；>7ィヴレーシヨ:/拒)… I 

ロド:に，一でい .'I 广11 
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手順 3 [イージーコンフイグレーシヨン]ウイザードが起 
動します。 

ステップ1/3では、〕ンフイグを行う RAID コントローラ 
を選択します。コンフイク"を行う RAID コントローラをク 
リックし、[次へ]をクリックします。 

[ RAID コントローラ]には、イージーコンフイク"レーシヨ 
ンを行う条件を満たしていない RAID コントローラは 
表示しません。 



手順4ステップ2/3では、論理ドライブで使用する 
物理デパイスの台数(データ格納に使用する物理デ 
バイスの台数)、 RAID コントローラに作成する論理ド 
ライブの個数を指定します。インタフエースタイプやデ 
パイスタイプの異なる物理デバイスが存在するときは、 
それぞれのタイプごとに指定します。指定したら[次 
へ]をクリックします。 



手)頃5ステップ3/3では、イージーコンフイグレーシヨ 
ンで構築する RAID システムのコンフイグレーシヨンを 
表示します。表示する内容でコンフイグするときは、 
[0 K ] をクリックします。コンフイク"内容を変更したいと 
きは、原る]をクリックします。 



手順 6 ステップ3/3で [0 K ] をクリックすると 、 RAID 
システムの構築を実行します。論理ドライブの作成、 
ホットスペアの設定が完了したら、[イージーコンフイグ 
レーシヨンウイザードの完了]を表示します。この時 
点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの作成は完 
了しています。ウイザードを閉じたらツリービューなどで 
〕ンフイグレーシヨンを確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペレーシヨンビューで確認します。 
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raidcmd 


" econfig " コマンドを使用します。 


手順1イージー〕ンフイグレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミンクで接続します。 


手順2 " econfig " コマンドを実行します。 

(例）イージーコンフイクレーシヨンを実行する。 
raidcmd econfig 

手リ展3イージーコンフイク"レーシヨンの条件を指定しま 
す。 

Stepl /3 では、〕ンフイグを行う RAID コントローラを選 
択します。コンフイク"を行う RAID コントローラの番号を 
入力します。 


手順4 Step 2/3では、論理ドライブで使用する物 
理デパイスの台数 （ Physical Device count using 
Logical Drive ( s ) )、 RAID コントローラに作成する論 
理ドライブの個数 (Creating Logical Drive count ) 
を指定します。インタフエースタイプやデパイスタイプの 
異なる物理デパイスが存在するときは、それぞれの夕 
イプごとに指定します(右の例では、 SAS インタフエース 
の物理デパイスについて設定しています。異なるタイ 
プの物理デパイスが他にも存在する場合は、この操 
作をタイプごとに行います)。 

手順5 Step 3/3では、イージー〕ンフィグレーシヨンで 
構築する RAID システムのコンフィグレーシヨンを表示 
します。表示する内容で〕ンフィク"するときは、 yes を 
入力します。コンフィグ内容を変更したいときは、 no 
を入力します。 

yes を入力すると、 raidcmd は RAID システムのコン 
フィグレーシヨンを実行し、 raidcmd が正常終了しま 
す。この時点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの 
作成は完了しています。各コンポーネントのプロパティ 
などで〕ンフィグレーシヨンを確認します。ただし、作成 
した論理ドライブの初期化は完了していない可能性 
があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" opiist " コマンドで確認します。 


> raidcmd econfig •■■■■ 2 
Step 1/3 : Select RAID ControTTer 

RAID Controller #1 MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 
RAID Controller #2 MegaRAID SAS 8480E 

RAID Control ler [1-2] : 1 •■■■■3 

Step 2/3 : Set the contents of configuration 

〈Physical Device (Type : SAS-HDD)> 

Unused Physical Device count 

Physical Device count using Logical Drive(s) [ 2-7] 
Hot Spare count 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 


Maximum Logical Drive count 
Creating Logical Drive count [1-2] 

■ ■ ■ ■ 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Step 3/3 : Confirm the contents of configuration 


4 


RAID Controller #1(0) MegaRAID SAS PCI Express (TM) ROMB 
Disk Array #1 
LD #1[Online] RAID 5 
PD #1(0) [On Iine] SAS-HDD 
PD #2(1) [OnIine] SAS-HDD 
PD #3(2) [Online] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #2 
LD #2 [Online] RAID 5 
PD #4(3) [OnIine] SAS-HDD 
PD #5(4) [OnIine] SAS-HDD 
PD #6(5) [Online] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #3 
LD #3 [Online] RAID 1 
PD #8(7) [OnIine] SATA-HDD 
PD #9(8) [OnIine] SATA-HDD 
PD #10(9) [Dedicated Hot Spare] SATA-HDD 

〈 Caution 〉 

Create Logical Drive #2 with different Physical Devices of 
a capacity. Therefore, Logical Drive capacity is decided by 
the smallest Physical Device of capacity. 

Run the above configuration. 

Initial ize a 11 of Logical Drive after creating them. You can 
see the progress and the result of Initialize by opiist" 
and "property" commands. 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 


5 



step 3/3 で RAID コントローラと物理デバイス ( PD ) には 2 つの番号を表示します。 


RAID Controller #A ( B ) 

PD #C ( D ) 

A : RAID コントローラの番号、 B : RAID コントローラの ID 
C :物理デバイスの番号、 D : 物理デバイスの ID 
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イージ ー〕 ンフイグレーシヨンを実行できる RAID 〕 ン阳ーラ 

イージー〕ンフイグレーシヨンを実行できる RAID コントローラは、じ I 下の条件を満たしている必要があります。 
♦ 専用ホツトスペアを作成できる RAID コントローラであること 
• RAID 〕ントローラに、未使用の物理デパイスを2台に I 上接続していること 

イージー〕ンフイグレーシヨンで使用できる物理デバイス 


イージー〕ンフィグレーシヨンで使用できる物理デパイスは、「未使用の物理デパイス」です。「未使用の物理デパイス」とは、 
[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] の物理デバイスを指します。 


イージー〕ンフイグレーシヨンによる論理ドライプの作成 


イージーコンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの内容について詰 i 明します。 

RAID レペルと作成できる論理ドライプの個数 


イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの RAID レペルは、 RAID 1もし〈は、 RAIDS となります。どちらを 
使用するかは、 RAID 〕ントローラがサポートする RAID レペルの種類、および、論理ドライプで使用する物理デバイスの台 
数により決まります。 

また、 作成できる論理ドライブの個数も、同様の条件により決まります。 

RAID 1と RAID 5の RAID レペルをサポートする RAID コントラ 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レペル 


2台 RAID 1 1 

3〜5台 RAID 5 1 

6台レ: I 上 RAIDS 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 3 

RAID 1の RAID レペルのみサポートする RAID コントローラ 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レペル 


2台レ:>1上 RAID 1 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 2 


frO イージー〕ンフイグレーシヨンでは、 RAID レペルが RAID 1もしくは RAIDS が外の論理ドライブは 
作成できません。 
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論理ドライプに使用する物理デパイス 


作成する論理ドライブに使用する物理デパイスは、ホットスペアを作成する物理デパイスを除き、物理デパイス番号の 
ルさし巧から順に使用します。 

(例）イージー〕ンフイグレーシヨンで物理デパイス#1〜#7を使用できるとき、#3をホットスペアに使用するようなケースで 
は、物理デバイス番号のルさい方から#1と#2と#4で論理ドライプ#1を、#5と#6と#7で論理ドライブ#2を作成し 


物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 

I I ホット7ペア 1111 


論理ドライブ 
#1 


論理ドライブ 
#2 


ます。 


図 15 [イージーコンフイグレーシヨン]物理デバイスの割り当て 


論理ドライブを複数作成するとき、それぞれの論理ドライブを構成する物理デパイスの台数が均等にならないときは、 
論理ドライブ番号のルさい論理ドライブに多〈割り当てます。 

(例）イージーコンフイグレーシヨンで物理デパイス#1〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成するようなケースで 
は、物理デパイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成します。 



物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 


m 

論理ドライブ 


#1 




物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#5 #6 #7 



麵 


論理ドライブ 
#2 


図 16 [イージーコン フイグレーシヨ ン]物理デバイスの割り当て 2 


S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 
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論理ドライプの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レペルと使用する物理デパイスの容量により決まります。 

イージー〕ン フイ グレーシヨソよ、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライプを作成します。 

1個の論理ドライブで異なる容量の物理デバイスを使用するときは、最も容量のルさい物理デバイスに合わせた容量 
で論理ドライプを作成します。 

(例）イージーコンフイグレーシヨンで容量の異なる物理デバイス#!〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成する 
ようなケースでは、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成しま 


Q 

物理デバイス 
#1 

50GB 


己 


物理デバイス I 物理デ バイみ I 物理デバイス ■ 物理デバイス物理デバイス I 物理デバイス ■ 
#2 ■ #ス I ■ #4 I せ S #6 ■ ぶ 7 I 

50GB ! 150 GB I 100 GB I 100GB 100GB 150 GB I 


主 



論理ドライブ#1 

150GB 

RAIDS 


容量が最もルさい物理デバイ 

□ 

容量が最もルさい物理 

スが 50 GB のため、#3と#4は 

デパイスが 100 GB のた 

それぞれ 50 GB のみ使用する 

論理ドライブ#2 

め、#7は 100 GB のみ使 

(#3 の残り100 GB 、 #4の残り 

200GB 

用する(残り 50 GB は未 

50 GB は未使用） 

RAIDS 

使用） 


す。このとき、論理ドライブの容量は最もルさい容量の物理デバイスにより決まります。 

図17 [イージーコンフイグレーシヨン]論理ドライブの容量 


論理ドライプの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目はレ: i 下のように決まります。 


1 選択項目 

値 

ストライプサイズ 
キャッシュモード 

ネ刀期化モード 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

完全 
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イージ ー〕 ンフイグレーシヨンによるホットスペアの作成 


イージーコンフイグレーシヨンで作成するホットスペアの内容について言兑明します。 

ホットスペアの台数 


ホットスペアの台数は、 RAID 〕ントローラに接続している未使用物理デパイスの台数と、論理ドライブで使用する物理 
デバイスの台数により決まります。[イージーコンフイグレーシヨン]ウイザード/ econfig コマンドのステップ2/3で、[未使用物 
理デパイスの台数 ]/ [Unused Physical Device count ] から、[論理ドライブで指定する物理デパイスの台数]/ 
[Physical Device count using Logical Drive ( s )] を引いた値がホットスペアの台数となります。 

ホットスペアに使用する物理デパイス 


ホットスペアに使用する物理デバイスは、容量が最も大きい物理デバイスから順にホットスペアとして使用します。同一 
容量の物理デパイスが複数存在するときは、物理デパイス番号の大きい物理デパイスから順に使用します。 

(例）イージーコンフイグレーシヨンで物理デパイス#1〜#7を使用できるとき、ホットスペアを2台作成するケースでは、容 
量の最も大きい物理デパイスは 150 GB で、かつ、3台存在するため、物理デパイス番号の大きい#5と#6を使用しま 
す。 



物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

100 GB 

100 GB 

150 GB 

100 GB 

150 GB 

150 GB 

100 GB 



ホットスペア ホットスペア 


図18 [イージーコンフイグレーシヨン]ホットスペアの割り当て 


S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デパイスは、ホットスペアに使用できません。 



ホットスペアのモード 


イージー〕ンフイグレーシヨンは、専用ホットスペアのみ作成します。共用ホットスペアは作成できません。 

論理ドライブを複数作成するときは、作成するすべての論理ドライプの専用ホットスペアになります。 

イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する専用ホットスペアは、「同時に作成する論理ドライブの専用ホッ 
画 トスペア」になります。イージーコンフイグレーシヨンを実行するとき同一 RAID コントローラに他の論理ド 

ライブがすでに存在する場合、その論理ドライブの専用ホットスペアとはなりません。 
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(例）イージーコンフイグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用して論理ドライブを2個、ホットスペアを1台作成すると 
きは、物理デバイス#7は両方の論理ドライブの専用ホットスペアとなります。 



(例）イージーコンフイグレーシヨンで物理デバイス#1〜#8で論理ドライブを2個、ホットスペアを2台作成するときは、物 
理デバイス#7 と#8 は論理ドライブ#! と#2 の両方の専用ホットスペア(どちらの論理ドライブに巧してもホットスペアとし 
て機能します)となります。 


物理デバイス 
#1 #2 #3 


物理デバイス 
#4 #5 #6 


_ 上 _ 占 


論理ドライブ 
#1 


論理ドライブ 
#2 


物理デバイス 物理デバイス 

#7 #8 

♦ - "I - J - 

a B 1 

専用ホットスペア専用ホットスペア I 



丈か t 困^.バイつぶ7 卜が^ i ± 一 お# にイづせ1と論理ドライブ# 2 の i 


- 雨方の専用ホットスペアとなります。 


図20 [イージーコンフイグレーシヨン]専用ホットスペアの作成2 
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論理ドライブを簡単に作成する 


Universal RAID Utility は、ガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作成シン 
プルモード」をサポートしています。 

「論理ドライプの作成シンプルモード」は、論理ドライプの RAID レペルと使用する物理デバイスのわずか2つの選択項目を指定 
するだけで論理ドライブを作成する機能です。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」により論理ドライブを作成するメリットはじ I 下のとわりです。論理ドライブを作成する際に検 
討しなければいけない選択項目は 、 Universal RAID Utility が代わりに決定します。 

■ 2つの選択項目 （ RAID レペル、使用する物理デバイス)を指定するだけで論理ドライブを作成できます。 

■ RAID レペル、使用する物理デバイス]外の選択項目（容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて 
自動的に設定します。 


論理ドライプの作成シンプルモードの操作手順 


論理ドライブの作成シンプルモードを使用する手順を説明します。 


RAID ビューア 


[操们メニユーの[論理ドライブの作成(シンプル)]を使用します。 

手順1 論理ドライプで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビ I ューアを起動します。 


手リ民2 ツリービューで RAID コントローラをクリックし、 
[操们メ ニ ューで[論理ドライブの作成]をポイント 
し、[シンプル]をクリックします。 


巧巧に）ツール江）■^ルプ(出 

己 

論理ドライプの巧成た） ► 

シ:/プルを)… 


ブザー f 亭止区） 

姑タムに)... 


RAID コントローラに未使用の物理デバイスが1台しか存在しない場合、論理ドライブの作成シンプ 
画 ルモードは実行できません。 


手順3 [論理ドライプの作成(シンプル)]ウィザード 
が起動します。 

ステップ1/3では、作成する論理ドライブの RAID レ 
ペルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す。 
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手順 4 ステップ2/3では、作成する論理ドライプに 
使用する物理デパイスを選択します。 RAID コントロ 
ーラに 異なるインタフェースタイプ、デパイスタイプの物 
理デパイスが存在するときは、[タイプ]で使用する夕 
イプをクリックします。次に[物理デパイス]で使用す 
る物理デパイスのチェックボックスをオンにします。使 
用する物理デパイスは、ステップ1/3で選択した 
RAID レペルを作成できる台数分選択しなければな 
りません。 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 



手順 5 ステップ3/3では、作成する論理ドライブの 
内容を表示します。表示する内容で論理ドライプを 
作成するときは [0 K ] をクリックします。内容を変更し 
たいときは、原る]をクリックします。 


童まドライブの巧巧 


ステッブ 3/3 :巧をのお認 

[0K] を如ックすると、 W 下の内容で端里ドライプを巧巧し、巧削は閒化します。 


2S1 



<戻る尼 ）」 [j OK ] _キャンむレ」 


手順 6 ステップ3/3で [0 K ] をクリックすると、論理 
ドライブの作成を実行します。論理ドライブの作成が 
完了したら、[論理ドライブの作成(シンプル）ウイザ 
-ドの完了]を表示します。この時点で、論理ドライ 
ブの作成は完了してしなす。ウイザードを閉じたらツリ 
-ビューなどで内容を確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペ レーシヨ ンビ ューで 確認します。 


盖理ドライブの巧巧 


讀巧ドライブの作成 ( シン ：? ル）ウイザ-ドの完了 


[完了]を如ックすると、ウィザ-ドをが了します。 

論里ドライブの化巧を完了しました。ひき〕づき、巧胤は実巧しています。 

巧削ヒの実行揽拓と実巧括まは、オペレーンヨンむ-や□ヴピュ-アで應忍できます。 


ぶ] 


<戻るほ)」厚売7 3 _キャンたル1 


raidcmd 

" mkids " コマンドを使用します。 

手順 1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。 


手順2 lil 下のパラメータを指定して、" mkids " コマ 
ンドを実行します。 

-C :論理ドライブを作成する RAID コントローラの番号 
-P :論理ドライブの作成に使用する物理デバイスの番号(作 
成する論理ドライブの RAID レペルにより必要な物理デパイスの 
台数が異なります） 

-rl :作成する論理ドライブの RAID レペル（「論理ドライブの 
作成シンプルモード」は、 RAID レペルが RAID 1と RAID 5の 
論理ドライブを作成できます。） 


> raidcmd mkids - c=l - p =3, 4,日 -r 1=5 ♦■■■■2 
raidcmd creates Logical Drive #2. 

Do you continue ? [ yes ( y ) or no ( n )] : y 参 ■■■■ 3 

raidcmd created Logical Drive #2， and started to initialize 
it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
"oplist and " property " commands . 


67 

















































(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デパイス番号3,4,5 ) を使用して、 RAID レペル5の論理ド 
ライブをシンプルモードで作成する。 

raidcmd mklds -c=l -p=3,4,5 -rl=5 

手順 3 確認メッ t - ジに yes と入力すると、論理ドライブを作成します。 

手順 4 論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマン说どで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライプの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライプの初期化の実行状況や結 
果は、" opiist" コマンドで確認します。 


論理ドライプの作成シンプルモードで使用できる物理デバイス 


論理ドライブの作成シンスレモードで使用できる物理デパイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デバイ 
ス」とは、[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] の物理デバイスを指します。 

S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


論理ドライプの作成シンプルモードによる論理ドライプの作成 


論理ドライブの作成シンプルモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 


論理ドライブの作成シンプルモードで作成できる論理ドライブの RAID レペルは、 RAID 1もし〈は、 RAIDS です。 

論理ドライプの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レペルと使用する物理デパイスの容量により決まります。 

論理ドライブの作成シンプルモードは、物理デパイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

論理ドライプの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は]下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

キかジシュモ-ド RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID 〕ントローラの種類により異なります)。 

初期化モード 完全 
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論理ドライブを自由に作成する 


Universal RAID Utility は、論理ドライブの選択項目を細か〈指定して望みどおりの論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作 
成カスタムモード」をサポートしています。 


「論理ドライブの作成カスタムモード」は、論理ドライブの選択項目を細か〈指定して論理ドライブを作成する機能です。様々な 
RAID レペルの論理ドライブを作成したり、空き容量があるディスクアレイを使用して論理ドライプを作成したりもできます。 

また、 RAID ビュ ーアの 「論理ドライブの作成カスタム モー ド」は、複数の論理ドライブを同時に作成することもできます （raidcmd 
では、複数の論理ドライブを同時に作成することはできません)。 

「論理ドライブの作成カスタムモード」により論理ドライプを作成するメリットはじ I 下のとわりです。 

■ いろいろな RAID レペル (RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50) の論理ドライブを作成できます。 

■ 選択項目焊量、ストライプサイズ、キャッシュモード、初期化モード)を細か〈指定できます。 

■ RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の RAID レペルの論理ドライブを作成する場合、「未使用の物理デパイス」だけでなく、 
空き容量があるディスクアレイも使用できます。 

■ 複数の論理ドライブを一度の操作で作成できます （ RAID ビューアのみ)。 


論理ドライプの作成カスタムモードの操作手順 


論理ドライブの作成カスタムモードを使用する手順を説明します。 

I irO 論理ドライブの作成カスタムモードは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 
^ 7 ドバンストモードに変更してから操作して〈ださい。 


RAID ビュ-ァ 

[操们メニユーの[論理ドライプの作成(カスタム)]を使用します。 

手順1 論理ドライプで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビ I ューアを起動します。 


手順2 動作モードがスタンダードモードの場合は、ア 
ドバンストモードに変更します。[ツール]メニユーで 
[アドバンストモード]をクリックします。 

ツリービユーで RAID コントローラをクリックし、[操作] 

メニューで[論理ドライブの作成]をポイントし、[カスタム]をクリックします。 


巧巧に） ツール 江）■^^け(出 

e 

論理ドライブの巧成た） ► 

シ:/プル(互)… 


プザー巧止怪） 

がけムに)... 


手順3 [論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスが起動します。 

論理ドライブの作成カスタムモードは、[論理ドライ 
ブの作成(カスタム)]ダイアログボックスのリストに作 
成する論理ドライブを登録します。論理ドライブを登 
録するには、惭規作成]をクリックします。登録した 
論理ドライブを削除するには、削除する論理ドライブ 
をクリックし、[削除]をクリックします。 
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#4(3) 

#5(4) 

#6(5) 

#7(6) 


67 GB 

33 GB 

278 GB 

278 GB 


密畳 


x] 


STEP 2/3 : 巧巧デパイスの還が 

論理ドライプの。励こほ用する物理デ/ W スを遥巧します。 


タイプ任）： 

物巧デバイスを）； 


jSAS-HDD 


] 


<戻る迫）」[みへ化）> ] _キャンセル_ I 


手順4 [論理ドライプの作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスで[新規作刷をクリックすると、[論理ドライ 
ブの登録]ウィザードが起動します。 

ステップ1/3では、登録する論理ドライブの RAID レ 
ペルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す。 


ぶ] 


STEP 1 / 3 : RAID レベルの還巧 

論巧ドライプの RA のレペルを进祈します。 


RA のレペルは） 




RAID 0 
RAD 1 
I 脚 flilHii 
RAID 6 
RAID 10 
RAID 50 


< 戻る做 」 l ぶへ ( N い 


キャンセル J 


手順 5 ステップ 2/3 は、ステップ1/3で選択した RAID レペルにより操作が異なります。 


(1 )RAID 0, RAID 1, RAIDS , RAID 6の RAID レ 
ペルを選択した場合、論理ドライブで使用するディス 
クアレイを選択します。 

RAID 〕ントローラに異なるタイプの物理デパイスが存 
在するときは、[タイスで使用するタイプをクリックし 
ます。次に[ディスクアレイ]で使用するディスクアレイ 
のノードをクリックします。 

ディスクアレイを選択したら、[次へ]をクリックします。 




使用するディスクアレイを新たに作成する場合は、 
[ディスクアレイの追加]をクリックします。[ディスクアレ 
イの追加]をクリックすると、[ディスクアレイの追カロ] 
ダイアログボックスを表示します。 

追加するディスクアレイで使用する物理デバイスのチ 
エックボックスを作成する RAID レペルに必要な台数 
分オンにします。オンにしたら [ OK ] をクリックします。 
[ OK ] をクリックすると、新たに作成するディスクアレイ 
が、[論理ドライプの登録]ウィザードステップ2/3の 
[ディスクアレイ]に追加されます。 


(2) RAID 10, RAID 50の RAID レペルを選択した 
場合、論理ドライブで使用する物理デバイスを選択 
します。 

RAID 10の場合は4台の物理デバイスのチェックボッ 
クスをオンにします。 RAID 50の場合は6台に I 上で 
かつ偶数台のチェックボックスをオンにします。 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 


STEP 2/3 :ディスウアレイの遅巧 

im ドライプの巧ぶじ恃用するディスクアレイを遥巧します。 


タイプ江）； ISAS-HDD 

ディスクアレイに）； 




曰 因 ディスウアレイ#1 

h 百 PD #1(0) [オンライシ] SAS-HDD 
因 PD #2ひ）[ォシラィシ] SAS-HDD 
因 PD #3(2) [オンライン] SAS-HDD 


ディスウアレイの風) []( を）」 


_<戻る值）」[[ホへ化む> ] _キャンむレ J 


x ] 


お加するディスクアレイじほ用する物巧テ V S イスを涯巧します。 
物巧デバイス(己)； 


者ち 

1 容畳 1 

囚曰 PD #4 剧 

67GB 

囚曰 PD #5(4) 

33GB 

囚曰 PD #6(5) 

278GB 

□曰 PD #7(6) 

278GB 


キャンセル^ 


黄理ドライブのを绿 


ち理ドライブのさ致 


含まドライブのをる 


のののの 

冒曰因 

囚囚囚囚 
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手順 6 ステップ3/3では、登録する論理ドライブの 
選択項目を選択します。 

[容量]には、作成する論理ドライブの容量を範囲 
内の値で入力します。作成する論理ドライブの 
RAID レペルが RAID 10、もしくは RAID 50の場合、 
容量は入力する必要はありません。[ストライプサイ 
ズ]、[キャッシュモー ド]、[初期化 モー ド]を選択しま 
す。 

すべての選択項目を選択したら、[次へ]をクリックし 
ます。 



手順7 ステップ3/3で[次へ]をクリックすると、[論 
理ドライブの登録ウイザードの完了]を表示します。 
ウイザードで選択した内容で論理ドライプを登録する 
ときは[完了]をクリックします。内容を変更したいと 
きは、原る]をクリックします。 


手順8 [論理ドライプの登録]ウイザードを完了する 
と、[論理ドライプの作成(カスタム)]ダイアログボック 
スのリストに論理ドライブを登録します。 




手順9 複数の論理ドライブを同時に作成する場合、 
[新規作成]をクリックし、作成する個数分、手順4 
〜8を繰り返します。 

作成する論理ドライプをすべて登録したら、 [ OK ] を 
クリックします。 [ OK ] をクリックするとダイアロウ"ボックス 
を閉じて、登録した論理ドライブを作成します。作成 
した論理ドライプの内容は、ツリーむ一やプロパティ 
で確認します。 

ただし、作成した論理ドライプの初期化は完了して 
いない可能性があります。論理ドライプの初期化の 
実行状況や結果は、オペ レーシヨ ン む一で 確認しま 
す。 
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raidcmd 

"mkldc" コマンドを使用します。 raidcmd では、同時に作成できる論理ドライブは1個です。 

手順1論理ドライプで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。 


手順 2 じ I 下のパラメータを指定して、" mkldc" コマ 
ンドを実行します。 

-C :論理ドライブを作成する RAID コントローラの番号 
-P :論理ドライブの作成に物理デパイスを使用する場合、使 
用する物理デパイスの番号(作成する論理ドライブの RAID レべ 
ルにより必要な物理デパイスの台数が異なります） 

-a :論理ドライブの作成にディスクアレイを使用する場合、使 
用するディスクアレイの番号 

-rl :作成する論理ドライブの RAID レペル（「論理ドライブの 
作成カスタムモード」は、 RAID レペルが RAID 0、 RAID し 


> raidcmd mkldc -c=1 -p=3, 4, 5 -r l=5 -cp=100 -ss=d 4 -cm=auto 

- im=ful I 参••■つ 

raidcmd creates Logical Drive #2 * ^ ^ 

••••3 

Do you continue ? [ yes ( y ) or no ( n )] : y •* 

raidcmd created Logical Drive #2， and started to initialize 

it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
" oplist " and " property " commands . 


RAID 5 、 RAID 6、 RAID 10 、 RAID 50 の論理ドライブを作成できます） 

-cp :作成する論理ドライブの容量（未使用の物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成する場合は、容量指定を省略できます） 

-SS :作成する論理ドライブのストライプサイズ （ RAID 〕 ン阳ーラの既定値を使用する場合は、ストライプサイズの指定を省略できます） 

-cm :作成する論理ドライブのキャッシュモード ( RAID コントローラの既定値を使用する場合は、キャッシュモードの指定を省略できます） 

-im :論理ドライブの作成後に実行する初期化の動作モード ([ Full ] 诗全)モードを推奨します。 [ Full ] 椅全)モードの場合、初期化モードの 
指定を省略できます） 


(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デパイス番号3,4,5 ) を使用して、 RAID レペル5、容量 
100 GB 、 ストライプサイズ 64 KB 、 キャッシュモード自動切替、初期化モード完全の論理ドライプをカスタムモードで 
作成する。 


raidcmd mkldc -c=l -p=3,4,5 - 「 l=5 -cp=100 -ss=64 -cm=auto -im=full 
手順 3 確認メッ t - ジに yes と入力すると、論理ドライプを作成します。 

手順4論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマン防どで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" opiist" コマンドで確認します。 

論理ドライプの作成カスタムモードで使用できるディスクアレイと物理デパイ 
ス 


論理ドライブの作成カスタムモードでは、作成する論理ドライブの RAID レペルにより、ディスクアレイ、もし〈は、未使用の 
物理デパイスを使用できます。 

• S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

• 論理ドライブが存在しないディスクアレイは、論理ドライプの作成に使用できません。 


RAID レペルが RAID 〇グ RAID 1グ RAID 5, RAID 6の論理ドライプ 


空き領域が存在するディスクアレイ、もし〈は、未使用の物理デバイスを使用できます。 

空き領域が存在するディスクアレイは、ディスクアレイの末尾の領域に存在する空き領域を使用できます。また、作成 
する論理ドライブの RAID レペルは、ディスクアレイ上で使用している領域に存在する論理ドライプの RAID レペルと同じで 
なければなりません。 

未使用の物理デバイスを使用する場合、ディスクアレイを作成し、そのディスクアレイに論理ドライプを作成します。「未 
使用の物理デパイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 


RAID レベルが RAID 10, RAID 50の論理ドライプ 


未使用の物理デバイスのみ使用できます。「未使用の物理デバイス」とは、[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] 
の物理デパイスを指します。 
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論理ドライプの作成カスタムモードによる論理ドライプの作成 

論理ドライブの作成カスタムモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 

論理ドライブの作成カスタムモードで作成できる論理ドライブの RAID レペルは 、 RAID 0、 RAID し RAID 5 、 RAID 6、 
RAID 10 、 RAID 50 です。 

RAID レペルは、 RAID コント ローラ ごとにサポートする内容が異なります。サポートしない RAID レペル 
は選択できません。 



論理ドライプの容量 


作成する論理ドライブの容量は、任意の容量を指定できます。作成する論理ドライブの RAID レペルが RAID 0、 
RAID し RAID 5 、 RAID 6の場合は、1つのディスクアレイに複数の論理ドライブを作成することもできます(同ーディスク 
アレイ内の論理ドライブは、同じ RAID レペルのみ指定できます)。作成する論理ドライブの RAID レペルが RAID 10、も 
し〈は RAID 50の場合は、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 


論理ドライプの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は]下のように決まります。 


1 選択項目 

値 

ストライプサイズ 

1KB, 2KB, 4KB, 8KB, 16KB, 32KB, 64KB, 128KB, 256KB, 512KB, 1024KB から選択でき 
ます。 

キャッシュモード 

じ 1 下の 3 つから選択できます。 

Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back t Write Through を切り替え 
るモードです。 

Write Back: 非同期書込みを行うモ-ドです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

初期化モード 

じ 1 下の 2 つから選択できます。 

完全/ Full :論理ドライブ中の管理領域とデータ領域を初期化します。 

クイック/ Quick :論理ドライブ中の管理情報のみ初期化します。 



翻縱溫 i 破冀 f ? 周 コントロ-ラごとにサポ-卜する内容が 異な财 
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論理ドライブを削除する 


Universal RAID Utility は、不要になった論理ドライブを削除できます。 


• 論理ドライブの削除は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
-ドに変更してから操作してください。 

• 論理ドライブにパーティシヨンが存在する場合も、論理ドライプの削除が巧えます。 

論理ドライブを削除する前に、論理ドライブ中に必要なデ-夕が存在しないか確認して〈ださい。論 
理ドライブを削除すると論理ドライブ中のデータはすぺて失われます。 


✓ ディスクアレイの最後に位置しない論理ドライブは削除できません。 


論理ドライプの削除 

論理ドライブを削除する手順を説明します。 


RAID ビューア 


[操们メニユーの[論理ドライプの削除]を使用します。 

手順 1 RAID ビユーアを起動します。 

手順 2ツトビューで削除する論理ドライブをクリックし、[操们メニ：!一で[論 


理ドライブの削除]をクリックします。 

田 

論 巧 ドライプの巧成(巨） 

プザー恃止広） 

► 



堅合性チ I ッウに） 

巧 期 化の 

► 


i 能 里 ドライプの 肖 I 聯厄） 


巧巧に）_、ツール江）_■^ルプ( ld ) 


手順 3論理ドライブの削除を実行すると右の画面を表 
示します。右のダイアログボックスで[はい]をクリックす 
ると、論理ドライプの肖り除を開始します。[いいえ]をク 
リックすると論理ドライブの削除を開始せずに終了します。 



raidcmd 


" delld " コマンドを使用します。 

手順 1 lit 下の パラメー タを指定して、" delld " コマ 
ンドを実行します。 

-C :削除する論理ドライブが存在する RAID 〕ントローラの番 

-I :削除する論理ドライブの番号 

(例）論理ドライブ （RAID コント ローラ 番号 1, 論 
理ドライブ番号 2) を削除する。 

raidcmd delld -c=l -1=2 


> raidcmd delld -c=1 -I =2 ©■■■■! 

Delete Logical Drive #2 
[Warning] 

The al I data will be lost on Logical Drive if the partitions 
exist on it. 

Please make sure there is no important data before deleting 
Logical Drive. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 


74 






























1 ^ 10 システムの； 1 ンテナンス 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのメンテナンスについて説明します。 

物理デパイスにパト□-ルリードを実行する 


「パトロールリード」は、 RAID システムのすべての物理デバイスに巧して、データの全面読み化みを行い、読み化みエラーが発生し 
ないかをバックグラウンドで定期的に確認する機能です。パトロールリードは、物理デバイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見 
するために有効な機能です。パトロールリードをサポートする RAID コントローラの場合、必ず実行するようにして〈ださい。 

Universal RAID Utility は、パトロールリードの実行有無、パトロールリードを実行する優先度を変更する機能を提供します。パ 
トロールリードの実行有無は、 RAID コントローラごとに設定します。 


パト□-ルリード実行有無の設定 


パトロールリードの実行有無を設定する手順を説明します。 

I irO パトロールリード実行ち無の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをア 
の ドバンス トモ- ドに変更してから操作して〈ださい。 


RAID ビュ-ァ 

RAID 〕ントローラのプロパティで設定を変更します。 


手リ展 1 RAID ビ I ューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし 、 [ ファイル ] メニューで[プロパテイ]をク 
リックします。 


手順 2 [ RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[パトロールリード]の値を 
[有测もし〈は、[無测に変更します。 [ OK ] もし 
〈は帷用]をクリックします。 

を I 


越ち化チ I ツり隔巧な で _u 


パト□ールリード 

I ち ) Jb zi 

パト□ールリード情出度 


—Y_|_M ISS 抽] I 

Jy 57^ 正 ^ 州 


RAID 〕ントロ-ラの種類によってはパトロ-ルリ-ド機能をサポ-卜していないことがあります。パ阳- 
ルリード機能をサポートしていない場合、[オプション]タブの[パトロールリード]、[パトロールリード優 
先度]の項目を表示しません。 


raidcmd 


"optctrl" コマンドを使用します。 


手順 1 レ: i 下の パラメー タを指定して、" optctrl " コマ 
ンドを実行します。 

-C :パトロールリードの実行有無を設定する RAID 〕ン阳ーラ 
の番号 

-pr :パ阳ールリードを有効にする場合は enable、 無効にす 
る場合は disable を指定 

(イ列） RAID コント ローラ （ RAID コント ローラ 番号 1) 
のパトロールリードを有効にする。 

raidcmd optctrl -c=l -pr=enable 


> raidcmd optctrl -c=l -pr=enable 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 
RAID Controller #1 

ID 

Vendor 
Model 
ROMB 

Firmware Version 
Cache Size 
Battery Status 
Rebuild Priority 
0cn3:stcnoy Oheol: にに ザ 

Patrol Read 

PatrSf Redd Prior ity ■■■■ 

Buzzer Setting 


2 


LSI Corporation 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

1.12. 02-0342 
128MB 
Normal 
High 

Low j ■ ■ ■ » 

Enable = 

'W ホ ■■一 

Enable 
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手順 2 "optctrl" 〕マンドを実行すると、 RAID コントローラのプロパティがレ: i 下の値に変化します。 

[Patrol Read ] :実行有の場合 Enable 、 実行無の場合 Disable 

RAID コントローラのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プ□パティを参照する RAID コント□-ラの番号 

(例） RAID 〕 ントローラ （ RAID 〕 ントローラ番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 

パト□-ルリ-ドの実行結まの確認 


パトロールリードの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
パトロールリードで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


パト□—ルリ—ド優先度の設定 


パトロールリードをその〕ンピユータ内で実行する優先度を設定することができます。パトロールリードの優先度を設定する 
手順を説明します。 

I irO パトロールリード優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モ-ドをアドパ 
ca ンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順 1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー む一で RAID コントローラをクリックし、ロァイル]メニ ューで [プロパティ]をク 
リックします。 

手順 2 [ RAID 〕 ントローラのプロパティ]で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[パトロ-ルリ-ド優先度] 

の値を[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 

[0 K ] もし〈は[適用]をクリックします。 


/、['!_!ールリー P " 

パト□-ルリード情出度 
プザー誌ち 


-U 


ド 


] 


raidcmd 


"optctrl" コマンドを使用します。 

手順 1 lit 下の パラメー タを指定して、" optctrl " コマ 
ンドを実行します。 

-C :パトロールリードの優先度を設定する RAID 〕ン阳ーラの 
番号 

-prp :パ阳ールリード優先度の変更後の値を指定 ( high , 
middle , low から選択します） 


(仿リ） RAID コント ローラ （ RAID コント ローラ 番号 1) 
のパトロールリード優先度を High に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l -prp=high 


> raidcmd optctrl -c=l -prp=high 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 • 


2 


RAID Controller #1 
ID 

Vendor 

Model 

ROMB 

Firmware Version 
Cache Size 
Battery Status 
Rebuild Priority 
Consistency Check Priority 
Dr.t 一 c I Read ■■■■■■■■■■ 
Patrol Read Priority 
3bzze ド Get 。 I お ■■■■■■■■ 


LSI Corporation 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

1.12. 02-0342 

128MB 

Normal 

High 

Low 

Encb'c ■ ■ • 

High ■ 

雌り ub I S 
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手順 2 "optctrl" 〕マンドを実行すると、 RAID コントローラのプロパティがな下の値に変化します。 
[Patrol Read Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID 〕 ントローラ （ RAID 〕 ントローラ番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 
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論理ドライブの整合性をチェックする 


「整合性チェック」は、論理ドライブのデータ領域のデータとパリティの整合性をチェックする機能です。 Universal RAID Utility は、 
整合性チェックの開始、停止、整合性チェックを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

整合性チェックは、物理デパイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見するためにパトロールリードに次いで有効な機能です。 
パトロールリードをサポートしない RAID コントローラの場合、定期的に整合性チェックを実行するようにして〈ださい。 Universal RAID 
Utility をインストールすると、パトロールリードをサポートしない RAID コントローラには、定期的に整合性チェックを実行するよう設定し 
ます。 

整合性チェックは、論理ドライブごとに実行します。 

wO 整合性チェックの開始、停止は、スタンダー巧ード、アドバンストモードのどちらでも使用できます。 

CQ 整合性チェックを実行する優先度の変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モ 
-ドをアドバンストモードに変更してから操作して〈ださい。 


整合性チェックの手動実行 


整合性チェックを開始する手順を説明します。 


■: 整合性チェックは、[ステータス]/ [ Status ] が[オンライン]/ [ Online ] じ I 外の論理ドライブへ実行できま 

I け I せん。 

整合性チェックは、 RAID レペルが RAID 0の論理ドライプへ実行できません。 


RAID ビューア 


[操们メニュ-の[整合性チェック]を使用します。 


手順 1 RAID むーアを起動します。ツトビューで論理ドライブをクリックし、[操 
们メニュ-で禮合性チェック]をクリックします。 


手順2整合性チェックを開始すると、[オペレーシヨン 
ビュ ー] に整合性チェックの実行状況を表示します。 
整合性チェックが完了すると、オペレーシヨンビューの 
[状態]が[完了]となります。 


リピルド 
巧期化 


、ツール (I) 一■^ルプ( H ) 


巧巧に） 

6 論巧ドライプの化成 ( 巨） 
プザ ー f 亭止区） 


堅合 I 性チ I ッウに） 



1 

^!71甘^レけ、 

. 1 

© f 亭ム脚 

X 肖縣脚 



オパレーシヨ:/ 

1巧象 


1が態 1 

控合性チ I ッウ 

RAID：Dh[ 

:]ーラ#1 LD #3 

実行中（日。/。） 1 


RAIDID 卜□ーラ# 1 PD # 了 完了 
RAIDID 卜□ーラ# 1 LD #4 完了 


raidcmd 


" CC " コマンドを使用します。 

手順 1 じ I 下のパラメータを指定して、" CC " コマンド 
を実行します。 

-C :整合性チェックを開始する論理ドライブが存在する RAID 
コント ローラの 番号 （ all を指定すると、すべての RAID 〕 ン阳 
-ラのすべての論理ドライブが対象） 

-I :整合性チェックを開始する論理ドライブの番号 （ all を指 
定すると、 - C で指定した RAID 〕ントローラのすべての論理ドライブが対象) 
-op :整合性チェックを開始する場合 Start を指定 


> raidcmd cc -c=1 -I =2 -OD=start • ■ ■ ■ ■1 

> ， 

> raidcmd op list 争 ■■■■ v 

RAID Controller#! 

LD #2 : Consistency Check (Running 30%) 

> 
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(例）論理ドライブ （RAID コントローラ 番号1,論理ドライブ番号 2) の 整合性チェックを開始する。 
raidcmd cc -c=l -1=2 -op=start 


手順 2 整合性チェックを開始したら、 raidcmd は正常終了します。整合性チェックの実行状況は、 " opiist " コマンドで 
確認します。 

(例）オペレーシヨンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 

スケジュール実行の手段 


raidcmd をスケジュール実行するには、 Windows のタスクや Linux、VMware ESX の cron などのジョブ管理アプリケーショ 
ンを使用します。 

Universal RAID Utility は、パトロールリードをサポートしない RAID コントローラでメディアエラーなどの障害を早期に発見 
できるように、整合性チェックをスケジュール実行するタスクを作成します。 

Universal RAID Utility の提供するタスク （ Windows) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 Windows のタスクに]下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの肖リ除は、 Windows のタスクで行います。タスクの使い方については、 Windows の 
ヘルプなどを参照して〈ださい。 


1 項目 

説明 

タスク名 

整合性チェック 

実行曜日 

水曜日 

開始時刻 

AM 0:00 

実行コマンド 

(Universal RAID Utility インストールフオルダ ) ¥di¥ 「 aidcmd.exe ccs 

実す j アカウント 

NT AUTHORITYVSYSTEM 


w-O オペレーテイングシステムが Windows Server 2003 、 Windows XP が外の場合、このタスクの 

CtJ 設定を変更するときは、が下にを意して〈ださい。 

- sch ね sks 〕 マンドの/ Create オプションで上書きするときは、必ず 「/ VI オプション j を指定して 
〈ださい 

-タスクの[構成]を変更しなしぶ〈ださし、 

「/ VI オプション J を指定しなかったり、タスクの[構成]を変更すると 、 Universal RAID Utility を 
アンインストールするとタスクを削除されずに残ります 。 Universal RAID Udiity をアンインストール 
した後にこのタスクが削除されずに残っているときは、削除して〈ださい。 


Universal RAID Utility の提供するタスク （ Linux、VMware ESX) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 cron にじ I 下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの削除は、 cron の機能で行います。 cron の使い方については、 man コマンドで 
cronf の、 crontab ( l )、 crontab (5) を参照して〈ださし、。 


1 項目 


説明 

実行曜日 

水曜日 


開始時刻 

AM 0:00 


実行コマンド 

/opt/nec/raidcmd/raidcmd ccs 


実す j アカウント 

root 
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パト □- ルリードをサポートしない RAID 〕 ントローラのすぺての論理ドライプへの整合性チェックの実行 

パトロールリードをサポートしない RAID コントローラのすべての論理ドライブへ整合性チェックを実行するには 、 raidcmd 
の" CCS" コマンドを使用します。 

整合性チ;!:ックの停止 

実行中の整合性チェックのオペレーシヨンを途中で停止することができます。整合性チェックを停止する手順を説明します。 


RAID ビューア 


オペ レーシヨ ンビ ューの [停止]を使用します。 


手順1 整合性チェックを実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


手順2 整合性チェックを停止したい禮合性チェッ 
ク] の オペ レーシヨ ンをクリックします。オペ レーシヨ ンビ 
ュ-の [停止]をクリックします。整合性チェックが停 
止すると、オペ レーシヨ ンビ ューの [状態]が[停止]と 
なります。 


© 巧止 脚，! ■ス■削が田 ■ J ■■之 


オパレーシヨ:/ I 

I 巧象 

1が態 1 

控 合性チ：！:ッゥ 

RAID コ :/卜 □ー ラ# 1 LD #3 

実行中（日％) 

リピルド 

RAIDID 卜 □ー ラ# 1 PD #7 

完了 

巧期化 

RAIDID 卜 □ー ラ# 1 LD #4 

完了 


raidcmd 


"CC" コマンドを使用します。 

手順1 じ I 下のパラメータを指定して、" CC" コマンド 
を実行します。 

-C :整合性チェックを停止する論理ドライブが存在する RAID 
コントローラの番号 ( all を指定すると、すべての RAID コントロ 
-ラのすべての論理ドライブが対象） 

-I :整合性チェックを停止する論理ドライブの番号 （ all を指 
定すると、 - C で指定した RAID 〕ントローラのすべての論理ドライブが対象） 

-op :整合性チェックを停止する場合 Stop を指定 

(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論理ドライブ番号 2) に実行中の整合性チェックを停止する。 


> raidcmd cc -c=l -1=2 -op=stop ♦■■■■] 

> raidcmd op list 参 ■■■■ 2 
RAID Controller #1 

> 


raidcmd cc -c=l -I=2 -op=stop 


手順 2 整合性チェックを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した整合性チェックは、 " opiist " コマンドで表 
示する一覧から消えます。 

(例）オペレーシヨンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 

整合性チ I ックの実行結まの確認 


整合性チェックの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
整合性チェックで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


整合性チ::ック優先度の設定 


整合性チェックをその〕ンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。整合性チェックの優先度を設定する手 
順を説明します。 

| バ 整合性チェック優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパ 
じ^ ンストモードに変更してから操作してください。 
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RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手リ展 1 RAID ビ I ューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、 [ ファイル ] メニューで[プロパティ ] をク 
リックします。 

手順 2 [ RAID コントローラのプロパティ ] で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。禮合性チェック優先度] 

の値を[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 

[0 K ] もしくは帷用]をクリックします。 

raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順 1 lit 下のパラメータを指定して、" optctrl " 〕 
マンドを実行します。 

-C :整合性チェックの優先度を設定する RAID 〕ント□—ラの 
番号 

-ccp :整合性チ I ック優先度の変更後の値を指定 ( high , 
middle , low から選択します） 

(イ列） RAID コントローラ （ RAID コントロー ラ番号 1) 
の整合性チェック優先度を Middle に設定する。 


raidcmd optctrl -c=i -ccp=middle 

手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コン 
トローラのプロパティがじ I 下の値に変化します。 

[Consistency Check Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプ□パティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(仿リ） RAID 〕 ントローラ （ RAID 〕 ントローラ番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=「c -c=l 


> raidcmd optctrl -c=1 -ccp=middle #■■■■1 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 #■■■■2 
RAID Controller#! 

ID : 0 

Vendor : LSI Corporation 

Model : MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 

Firmware Version : 1.12. 02-0342 

Cache Size : 128MB 

Battery Status : Normal 

Rrb ■い I d P — ; o' h：/ ^ H'ch i■ ■ • 

Consistency Check Priority : Middle = 

?« わ 0 1 [edL ： ... ' 里 Efiub I e ■ ■ J 

Patrol Read Priority : Low 

Buzzer Setting : Enable 


リ n ル n 田でに 

同 

JJ 

堅合性チ I ッウ情先度 

1中 

d 

パト□ールリード 

1 同 . 

. 1 

パト□ールリード情出度 

- V - U ； =化 



m 

1 

_ 1 
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論理ドライブを初期化する 


「初期化」は、論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を消去します。論理ドライブの内容をすべて消去したいときに使用し 
ます。 

「初期化」には、 lit 下の2つのモ-ドがあります。 


モード 説明 


完全 論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を完全に消去します。 

クイック 論理ドライブ中の管理情報が存在するブロックにのみ0を書き込みます。オペレーテイングシステムのインス 

卜ール情報やパーテイシヨン管理情報のみ消去します。管理情報に0を書き込むだけなので、完全モード 
よりも早〈終了します。ただし、0を書き込んでいない領域が存在するため、論理ドライブ内のデータの整 
合は整ってしなせん。 


• 初期化に関する操作は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンスト 
モードに変更してから操作してください。 

• 論理ドライブにパーテイシヨンが存在する場合も、論理ドライブの初期化が行えます。 

論理ドライブを初期化する前に、論理ドライブ中に必要なデータが存在しないか確認して〈ださい。 
論理ドライブを初期化すると論理ドライブ中のデータはすぺて失われます。 


為 整合がとれてし、なし、ので.デ- 夕 


初期化の実行 


初期化は、論理ドライブごとに実行します。初期化を開始する手順を説明します。 


RAID ビューア 


[操们にュ-の脚期化]を使用します。 


手順1 RAID む-アを起動します。ツリ-ビュ-で論理 
ドライブをクリックし、[操们メニューで[初期化]をポ 
イントし、[完全]、もし〈は、[クイック]をクリックします。 


巧巧に） 

、ツールの ■^ルプ(出 

e 

i 能里ドライプの巧成(巨） ► 

プザー1■亭止亿） 



堅合性チ I ッウに） 


巧期化の ► 

売をた） 

蘇里ドライプの刖蹄む） 

ウイッウ脚 


手順2 初期化を実行すると右の画面を表示します。 
右のダイアログボックスで[はい]をクリックすると、初期 
化を開始します。[いいえ]をクリックすると初期化を開 
始せずに終了します。 



手順3 初期化を開始すると、[オペレーシヨンむ一] 
に初期化の実行状況を表示します。初期化が完了 
すると、オペレーシヨンむ一の[状態]が[完了]とな 
ります。 


© f 亭ム脚 

X 肖縣脚 


1オパレーシヨ：/ 1 

1巧象 

1が態 1 

1巧期化 


RAID：Dh[ 

:]ーラ#1 LD #3 

実行中（日。/。） ! 


リピルド RAIDID 卜□ーラ#1 PD # 了 完了 

巧期化 R AIDID 卜□ーラ#1 LD #4 完了 
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raidcmd 


" init " コマンドを使用します。 

■L 初期化は、 [S ね tus ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)]外の論理ドライブへ実行できません。 
I り H 


手順 1 じ I 下のパラメータを指定して、" init " コマンド 
を実行します。 

-C ： 初期化を開始する論理ドライブが存在する RAID 〕 ントロ 
ーラの番号 

-I: 初期化を開始する論理ドライブの番号 
-op :初期化を開始する場合 start を指定 

(例）論理ドライブ （RAID コント ローラ 番号 1, 論 
理ドライブ番号 2) の初期化を開始する。 

raidcmd init - c=l -1=2 - op=start 


> raidcmd init -c=1 -I 二 2 -op=start ♦■■■■! 
Initialize Logical Drive #2 

[Warning] 

The al I data will be lost on Logical Drive if the partitions 
exist on it. 

Please make sure there is no important data before 
initializing Logical Drive. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

> raidcmd op list ♦■■■■2 
RAID Controller #1 

LD #2 : Initialize (Running 50%) 

> 


手順 2 初期化を開始したら、 raidcmd は正常終了します。初期化の実行状況は、 " opiist " コマンドで確認します。 
(例）オペ レーシヨ ンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 


初期化の停止 

実行中の初期化のオペレーシヨンを途中で停止することができます。初期化を停止する手順を説明します。 

RAID ビュ-ァ 

オペ レーシヨ ンビ ユーの [停止]を使用します。 

手順 1 初期化を実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


手順2初期化を停止したい[初期化] の オペ レー 
シヨンを クリックします。 オペ レーシヨンビユーの [停止] 
をクリックします。初期化が停止すると、オペ レーシヨ 
ンビューの [状態]が[停止]となります。 


©巧 止脚 •(が ■削除物 2 

1 すパレーシヨシ 

1 巧象 

1 が態 1 

1巧期化 

RAID コ :/卜□ー ラ # 1 LD #3 

実行中の。/。） 国 

リピルド 

RAIDID 卜□ー ラ # 1 PD #7 

完了 

巧期化 

RAIDID 卜□ー ラ # 1 LD #4 

完了 


raidcmd 


" init " コマンドを使用します。 

手順 1じ I 下の パラメー タを指定して、" init " コマンド 
を実行します。 

- C ： 初期化を停止する論理ドライブが存在する RAID 〕ン阳 
ーラの番号 

-I: 初期化を停止する論理ドライブの番号 
-op :初期化を停止する場合 stop を指定 

(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論理ドライブ番号 2) に実行中の初期化を停止する。 
raidcmd init - c=l -1=2 - op=stop 


> raidcmd init -c=1 -I=2 -op=stop 

> 

> raidcmd opiist ♦■■■■2 
RAID Controller #1 

> 
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手順 2 初期化を停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した初期化は、 " opiist " コマンドで表示する一覧か 
ら消えます。 

(例）オペレーシヨンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 

初期化の実行結まの確認 

初期化の実行結果は、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 

初期化で何らかの問題を検出したときは、 RAID ログにログを記録します。 


初期化優先度の設定 


初期化をそのコンたータ内で実行する優先度を設定することができます。初期化の優先度を設定する手順を説明しま 
す。 

n-O 初期化優先度の設定は、アドバンストモ-ドでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
CO -ドに変更してから操作してください。 



初期化優先度の設定は、 RAID 〕ントローラの種類にわでよ、サポートしていないことがあります。サ 
ポートしていない場合、 RAID ビ'ューアや raidcmd に項目を表示しません。 raidcmd の " optctiT コ 
マンドは失敗します。 


RAID ビュ-ァ 

RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID むーアを起動します。ツリーむ一で RAID コントローラをクリックし、ロアイル]メニューで[プロパティ]をク 
リックします。 


手順2 [RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[初期化優先剧の値を 
[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 [0 K ] も 
し〈は帷用]をクリックします。 


卜頁目 

1値 

1 

巧期化情先度 

1高 

d 

リピルド情出度 

暗 . 

. 1 

堅合性チ I ッウ情先度 



Ifi 

1 


けし n 一 II 11 一 k ； 曲 A+1 


raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順1 iil 下のパラメータを指定して、" optctrl " コ 
マンドを実行します。 

-C :初期化の優先度を設定する RAID コント□—ラの番号 
-ip :初期化優先度の変更後の値を指定 ( high , middle , 
low から選択します） 


(イ列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 
1) の初期化優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l -ip=middle 


> raidcmd optctrl -c=1 -ip=middle ♦■■■■! 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 參 "" 2 . 

nA Tn n_ ム -A I I A- ui 


RAID Controller #1 
ID : 0 

Vendor : Vendor Name 

Model : Model Name 

Firmware Version : 1.00 

Cache Size : 128MB 

Brt-trry 獲 ■■■■■■■■■ N つ广 imk ■ ■ » 

Initialization Priority : Middle " 

3 爱 bj; I cl:P7>ori " 巧 .. iy ： iL：Gle ■ ■ ^ 

Consistency Check Priority : Low 
Patrol Read : Enable 

Patrol Read Priority : Low 

Buzzer Setting : Enable 
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手順 2 " optctrl " 〕マンドを実行すると、 RAID コントローラのプロパティがな下の値に変化します。 
口 initialization Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID 〕 ントローラ （ RAID 〕 ントローラ番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 
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論理ドライブのキャッシュモードを変更する 

論理ドライブのキャッシュモードは、コンピュータの環境に合わせて設定を変更することができます。 

P -0 論理ドライブのキャッシュモードの設定は、コンピュータの処理性能に影響を与えます。キャッシュモード 
m の変更は、よ〈検討した上で慎重に行って〈ださい。 

キャッシュモードの設定 

キャッシュモードを設定する手順を説明します。 

n-O キャッシュモ-ドの変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
m -ドに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


論理ドライブのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID むーアを起動します。ツトビューで論理ドライブをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をクリック 
します。 

手順2 [論理ドライプのプロパティ]で、[オプション] 

タブをクリックします。[キャッシュモード（設定イ直)]の 
値を[自動切換]もし〈は 、 [Write Back]、[Write 
Through ] に変更します。 [ OK ] もし〈は帷用] 

をクリックします。 



raidcmd 


" optid " コマンドを使用します。 


手順1 lil 下のパラメータを指定して、" optid " コマ 
ンドを実行します。 

-C :キャッシュモードを設定する論理ドライブが存在する RAID 
コント□—ラの番号 

-I: キャッシュモードを設定する論理ドライブの番号 

-cm :キャッシュモードの変更後の値を指定 ( auto , writeback , 

writethru から選択します） 

(例）論理ドライブ （RAID コントローラ番号1,論 
理ドライブ番号 1) のキャッシュモードを Write 
Through に設定する。 

raidcmd optid -c=l -1=1 -cm=w「itethru 


> raidcmd optid -c=1 -1=1 -cm=writethru •■■■ 

> raidcmd property -tg= Id -c=1 -1=1 ♦■■■■7 

RAID Controller が Logical Drive #1 

ID : 0 

Physical Device Number ： 1, 2, 3 

Disk Array Information : 1(order 1/1) 

RAID Level : RAID 5 

Capacity : 20GB 

Stripe 5:Z3 . . . .. % 

Cache Mode (Setting) : Write Through ； 

oachc ( ご [iri'c ； n け ""， Write Ba3k ■■■• 
Status : Online 


手順 2 " optid " コマンドを実行すると、論理ドライブのプロパティが iil 下の値に変化します。 


[Cache Mode ( Setting )] :変更後のキャッシュモード 

論理ドライブのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

- tg : 論理ドライブのプロパティを参照するには、 Id を指定 

- C ： プロパティを参照する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番号 

-I: プロパティを参照する論理ドライブの番号 


(例）論理ドライブ （RAID コントローラ番号1,論理ドライブ番号 1) のプロパティを参照する。 


raidcmd property -tg=ld -c=l -1=1 
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手 

韦 

手 

] 


手順3リビルドを開始すると、[オペ レーシヨ ンビユ ー] 
に J ビルドの実行状況を表示します。 

リビルドが完了すると、オペレーシヨンビユーの[状態] 
が[完了]となります。 


堅合性チ:[ッウ RAID コ :/卜□ーラ#1 LD #4 

リピルド RAID コ :/卜□ーラ#1 PD #7 


raidcmd 


[操们メニュ-の[リビルド]を使用します。 


順1リビルドで使用する物理デパイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、 
が里デバイスの接続が完了したら、 RAID ビ I ューアを起動します。 


:のタイミングで接続します。 


順2ツリ-ビュ-でリビルドに使用する物理デバイスをクリックし、[操们メニ 
-で[リビルド]をクリックします。 


つ-ル ( T ) 一■^ルプ( H ) 


巧巧に） 

0 論巧ドライプの巧成た） 
プザー1■亭止区） 


结合 I 性チ I ッウに） 

巧期化の 

端里ドライプの肖 I 聯但） 




© f 亭止拉） 

X肖1聯也） 


1オパレ-シヨ:/ 1 

1巧を 

1靈 1 

1リピルド 


RAIDD>h[ 

:]ーラ#1 PD # 了 

実行中（日。/。） 1 


辱リピルド化) 


rebuild " コマンドを使用します。 

リビルドは、物理デバイスの [ S ね tus ] (ステータス)が [ Failed ] (故障)、かつ、その物理デバイスを使用 
する論理ドライブの [ S ね tus ] (ステータス)が [ Degraded ] (縮退)のときに実行できます。 


I け I 


手順1リビルドで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続します。 


手順 2 lil 下のパラメータを指定して、 " rebuild " 
コマンドを実行します。 

-C :リビルドを開始する物理デパイスが存在する RAID 〕 
ント□—ラの番号 

-P: リビルドを開始する物理デパイスの番号 
-op :リビルドを開始する場合 start を指定 


ク raidcmd rebuild -c=1 -p=3 -op=start 

> raidcmd op list 鲁 ■■■■ 2 
RAID Controller #1 

PD #3 : Rebuild (Running 70%) 

> 


物理デバイスをリビルドする 


「リビルド」は、故障などで物理デパイスを交換するとき、新しい物理デパイスを論理ドライブに組み込むことを指します。通常、リビ 
ルドは、スタンパイリビルドやホットスワップ J ビルドとし巧 RAID コントローラの機能により、自動的にリビルドが動作します。そのため、手 
動でリビルドを行う機会は多〈ありませんが、手動でリビルドを行うときは 、 Universal RAID Utility を使用します。 

irO 手動でのリビルドは、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモードに 
CQ 変更してから操作して〈ださい。 

リピルドの実行 

リビルドは、物理デパイスに実行します。リビルドを実行する手順を説明します。 

RAID ビユーア 


了了つ 
完完 {I 
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オペ レーシヨ ンビ ユーの [停止]を使用します。 

手順 1 リビルドを実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


手順2リビルドを停止したい[リビルド]のオペレー 
シヨンをクリック します。 オペレーシヨンビ ユーの [停止] 

をクリックします。リビルドが停止すると、オペレーシヨン 
ビューの[状態]が[停止]となります。 


©巧 止 脚 •巧 ■胖縣が ■1" 2 


オパレーシヨ :/ 


巧を 


堅合性チ:[ッウ RAID コ :/卜□ーラ#1 LD #4 

リピルド RAID コ :/卜□ーラ#1 PD #7 


raidcmd 


" rebuild " コマンドを使用します。 

手順 1 レ: i 下のパラメータを指定して、" reb 山 Id " 〕 

マンドを実行します。 

- C ： リピルドを停止する物理デパイスが存在する RAID コントロ 
ーラの番号 

-P: リビルドを停止する物理デパイスの番号 
-op :リビルドを停止する場合 stop を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3) に実行中のリビルドを停止する。 
raidcmd rebuild -c=l -p=3 -op=stop 

手順 2 リビルドを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止したリビルドは、 " opiist " コマンドで表示する一覧か 
ら消えます。 

(例）オペレーシヨンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 


リビルドの実行結まの確認 


リビルドの実行結果は、ツリービューとプロパティ、および 、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 

リビルドが成功すると、リビルドに使用した物理デバイスのツリーむ一のアイコンが[オンライン]/ [ Online ] アイコンに変化しま 
す。また、物理デバイスのプロパティの[ステータス]/ [ Status ] が[オンライン]/ [ Online ] になります。 


> raidcmd rebuild -c=1 -p=3 -op=stop 垂 ■■■■1 

> raidcmd opiist 争 ■■■■ 2 
RAID Controller#! 

> 


(例）物理デパイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3) のリビルドを開始する。 
raidcmd rebuild -c=l -p=3 -op=start 

手順 3 リビルドを開始したら、 raidcmd は正常終了します。リビルドの実行状測よ、 " opiist " 〕マンドで確認します。 
(例）オペレーシヨンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 

リピルドの停止 

実行中のリビルドのオペレーシヨンを途中で停止することができます。リビルドを停止する手順を説明します。 


irO 

m 


リピルドの停止は、アドバンストモ-ドでのみ使用できる機能です。操作モ-ドをアドバンストモ-ドに 
変更してから操作して〈ださい。 


リビルドの停止は、 RAID コントローラの種類によつ " C は、サポートしていないことがあります。サポートして 
I し、ない場合、 RAID ビューアのオペレーシヨンビューの停止ボタンは有効になりません。 raidcmd の 
'" rebuild " コマンドの停止を実行するとサポートしていないメッ t - ジを表示しコマンドを終了します。 


RAID ビューア 


リピルド RAIDID 卜□ーラ#1 PD # 了 実行中日％ 


了了つ 
完完 {_ 
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リビルドで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


リビルド優先度の設定 


リビルドをそのコンたータ内で実行する優先度を設定することができます。リビルドの優先度を設定する手順を説明しま 
す。 

I irO リピルド優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパンストモ 
-ドに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー む一で RAID コントローラをクリックし、ロァイル]メニ ューで [プロパティ]をク 
リックします。 

手順2 [ RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[リビルド優先剧の値を 
[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 [ OK ] も 
しくは帷用]をクリックします。 


raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順1 lit 下のパラメータを指定して、" optctrl " 〕 

マンドを実行します。 

-C :リビルドの優先度を設定する RAID コントローラの番号 
-rp :リビルド優先度の変更後の値を指定 ( high , middle , 
low から選択します） 

り列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 
1) のリビルド優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l - 「 p=middle 

手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コン 
トローラのプロパティがじ I 下の値に変化します。 

[Rebuild Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプ□パティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID 〕 ントローラ （ RAID 〕 ントローラ番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctrl -c=l -rp=middle 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 • 

RAID Controller#! 

ID : 0 

Vendor : LSI 

Model : Me gal 

ROMB 

Firmware Version : 1.12 

Cache Size : 128M 

3 [■ じ try StLtJi ■■■■■■■■■ Norn 

RebuiId Priority : Midd 

Guns? が tncy Olieok ?\ ioPiTy ^ ■ し ) w ■ 
Patrol Read : Enab 

Patrol Read Priority : Low 

Buzzer Setting : Enab 


LSI Corporation 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

1.12. 02-0342 
128MB 

N〕™h ■ ■ • 

Middle : 

Low ■■■一 

Enable 

Low 

Enable 


p 頁目 ■ 

1値 

1 

リピルド情出度 

1中 

d 

堅合性チ I ッウ情先度 

1高 

. 1 

1パト□ールリード 

m 


1 げしロー 1111 一 じ/百たみ 互 ，1 
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物理デパイスの実装位置を確認す^_ 

• W 占；■二 ■ふ 心 二.-^ :-■ぶ Bt i 迫^ 山ピ:……相が,….組巧巧 

「実装位置の確認」は、 RAID ビューアで表示する特定の物理デパイスが、本体装置やエンクロージャのどのスロットに実装してい 
るのか知りたいときに使用します。具体的には、「実装位置の確認」は、指定した物理デパイスを実装している本体装置やエンクロ 
-ジャの DISK ランプを点灯(装置の種類によっては点滅)します。 DISK ランプが点灯している物理デバイスを探せば、 RAID ビューア 
や raidcmd で「実装位置の確認」を実行した物理デパイスを特定できます。 

点灯した DISK ランプは、 3 分後に自動的に消灯します。なわ、 RAID コントローラの種類によっては、 DISK ランプを消灯する機能 
をサポートします。 


irO RAID ピユーアや raidcmd では、 DISK ランプの点な/消なを識別できません。そのため、複数の物 
CtJ 理デパイスで同時に DISK ランプを点なすると、物理デパイスの実装位置を確認できな〈なる可能性 
があります。物理デパイスの DISK ランプは、1台ずつ点なして実装位置を確認するようにして〈ださ 
し、。ランプを点なした物理デパイスの番号をタモしてわ〈と、消なするときに便利です。 


実装位置の確認手順 


実装位置の確認は、物理デバイスに実行します。実装位置の確認手順を説明します。 


RAID ビューア 


[操们メニューの[実装位置表示(ランプ)]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。 

ツトビューで実装位置の確認を行う物理デバイスをクリックし、[操们メニューで[実装位置表示(ランプ)]をポイント 
し、[オン]をクリックします。[オン]をクリックすると、物理デバイスの DISK ランプが点灯(装置の種類によっては点滅)し 
ます。点灯している DISK ランプは、3分後に自動的に消灯します。 


手リ民2 DISK ランプを消灯できる RAID コントローラの場合、 
[操们メニユーの[実装位置表示(ランプ)]の[オスが有 
効になります。 

DISK ランプを消なするには、ツリービューで DISK ランプが 


社巾 IKJ 


実装 f 立置表示(ラ:/ブ KD ► 


わ阻） 

寸旭 



点灯している物理デバイスをクリックし、[操们メ ニ ューで[実装位置表示(ランプ)]をポイントし、[オフ]をクリックしま 
す。 


raidcmd 


" slotlamp " コマンドを使用します。 


手順1 実装位置を確認するために DISK ランプを点 
なするには、じ I 下のパラメータを指定して、 
" slotlamp " コマンドを実行します。 

-C : DISK ランプを点灯する物理デパイスが存在する RAID 〕 
ント□—ラの番号 

-P : DISK ランプを点灯する物理デパイスの番号 
-SW : DISK ランプを点灯するには on を指定 



(例）物理デバイス （ RAID コントローラ番号1,物理デバイス番号 3) の DISK ランプを点灯する。 
raidcmd slotlamp -c=l -p=3 -sw=on 


90 




















手順 2 点なした DISK ランプを消なするには、じ I 下のパラメータを指定して、 " slotlamp " コマンドを実行します。 

-C : DISK ランプを消灯する物理デパイスが存在する RAID 〕 ントローラの番号 
-P : DISK ランプを消灯する物理デパイスの番号 
-SW : DISK ランプを消灯するには off を指定 

(例）物理デバイス （ RAID 〕 ントローラ番号1,物理デバイス番号 3) の DISK ランプを消灯する。 
raidcmd slotlamp -c=l -p=3 -sw=off 
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物理デパイスのステータスを強制的に変更する 

「物理デバイスのステータス強制変更」は、メンテナンス作業などで物理デバイスのロテータス]を強制的に[オンライン]や[故障] 
に変更したいときに使用します。通常の運用にわいては使用しない機能です。 

wO • 物理デバイスのステータス強制変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モード 
^ をアドバンストモードに変更してから操作して〈ださい。 

• システムドライブを構成する物理デバイスのステータスを強制的に変更すると、システムが起動でき 
なくなる可能性があります。システムドライブを構成する物理デパイスのステータス強制変更は、行 
ねないでください。 


を I 鑑鑑擬貫雜 f 氣帮溫義躲まの严故障の度合いが大きいときな。にゎ 


[オンフイン |/[ Online ] へのを更 

物理デバイスの[ステータス]/ [ Status ] を強制的に[オンライン]/ [ Online ] へ変更する手順を説明します。 


RAID ビューア 


[操们メニューの[強制オンライン]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツトビューでロテータス]が[故障]の物理デバイスをクリックし、[操们メニュ ー 
で[強制オンライン]をクリックします。 

手順2強制オンラインに成功すると、物理デバイスのロテータス]が[オンライ W ル。 r ■が xn の _ ^ 

ン]になります。 [ な制わラむ(叫 ] 


raidcmd 


" stspd " コマンドを使用します。 

手順1 iil 下の パラメー タを指定して、" stspd " コマ 
ンドを実行します。 

- C ： ステータスを 強制的に [ Online ] (オンライン)にする物理デ 
パイスが存在する RAID 〕ン阳ーラの番号 
-P : ステータスを 強制的に [ Online ] (オンライン)にする物理デ 
パイスの番号 

-St :ステータスを強制的に [ Online ] (オンライン)にするには、 
online を指定 

(例）物理デバイス ( RAID コントロ-ラ番号1,物 
理デパイス番号 3) のステータスを強制的に 
[ Online ] (オンライン)にする。 

raidcmd stspd -c=l -p=3 -st=online 


手順 2 " stspd " コマンドを実行すると、物理デパイスのプロパティが iil 下の値に変化します。 
[ Status ] : Online 


物理デパイスのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 


)raidcmd stspd -c=1-p 二 3 -st=on1 1 ne *■■■■ 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
Change the status of Physical Device #3 to "Online" 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 
RAID Controller #1 Physical Device #3 
ID : 2 

Enclosure : 1 

Slot : 3 

Device Type : HDD 

Interface : SAS 

Vendor/Model : SEAGATE 

Firmware Version : 0001 

Serial Number : 3PE073VM 

OapacJty .. 33GB ■ ■ 

t Status : Online 

«g.M . . Nnnr k. 


1 

3 

HDD 

SAS 

SEAGATE ST 936751 SS 
0001 

3PE073VM 
33GB . 

Online ^ 

NrTTr L ■ ■ » 
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-tg :物理デパイスのプロパティを参照する口ま、 pd を指定 

- C ： プ□パティを参照する物理デパイスが存在する RAID ] ン阳ーラの番号 

-P :プ□パティを参照する物理デパイスの番号 

(例）物理デバイス (RAID コント ローラ 番号 1, 物理デバイス番号 3) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=pd -c=l -p=3 

[巧障]/ [ Failed ] への変更 

物理デパイスの[ステータス]/ [ S ね tus ] を強制的に[故障]/ [ Failed ] へ変更する手順を説明します。 


RAID ビューア 


[操作]メニユーの[強制オフライン]を使用します。 

手順 1 RAID ビユーアを起動します。ツトビユーでロテータス]が[オンライン]の物理デバイスをクリックし、[操们メニ 
ユーで[強制オフライン]をクリックします。 

手順2強制オフラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[故障]に 
なります。 

モ]巧ち二イ川、 


raidcmd 


" stspd " コマンドを使用します。 

手順 1 下の パラメー タを指定して、" stspd " コマ 
ンドを実行します。 

-C ： ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デパイス 
が存在する RAID 〕ン阳ーラの番号 
-P :ステータスを強制的に [ Failed ] 膊障)にする物理デバイス 
の番号 

-St: ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にするには、 
offline を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号3 ) のステータスを強制的に 
[ Failed ] (故障)にする。 

raidcmd stspd -c=l -p=3 -st=offline 


手順 2 " stspd " コマンドを実行すると、物理デバイスのプロパティが下の値に変化します。 
[ Status ] : Failed 


物理デパイスのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg :物理デパイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プ□パティを参照する物理デパイスが存在する RAID ] ン阳ーラの番号 

-P :プ□パティを参照する物理デパイスの番号 

(例）物理デパイス (RAID コント ローラ 番号 1, 物理デバイス番号 3) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=pd -c=l -p=3 


> raidcmd stspd -c=1 -p=3 -st=offI ine ♦■■■■! 
Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
Change the status of Physical Device #3 to "Offine 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 < 
RAID Controller が Physical Device #3 
ID : 2 

Enclosure : 1 

Slot : 3 

Device Type : HDD 

Interface : SAS 

Vendor/Model : SEAGATE 

Firmware Version : 0001 

Serial Number : 3PE073VM 

i 电沪 . . . ■ 

こ Status : Failed 

■S. M. A. Rf ■ ■ ■ ... Nurmar ■ 


1 

3 

HDD 

SAS 

SEAGATE ST 936751 SS 
0001 

3PE073VM 

3こ。] … 

Failed ： 

NurmaT ■ ■ < 


巧币阿ンつイ： A 吐? 

強制才 7 ライ:/た） 
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ESMPRO/ServerManager 


RAID ピューア 







保守サービス会社 


障害検出手段1 
RAID コント ローラが 
検出する RAID シス 
テムの障害は RAID 
ヒューアや raidcmd 、 
ESMPRO/ServerMa 
nagerVer. 5.2 降 
で参照できます。 


ロヴ I ピューア 


ra 


か 

巧 sr ^ ろービス 


障害 


矣出 




RAID ロヴ 

障害検出手段2 / 

RAID システムで発生した 
すべてのイベントを RAID 口 
ヴへ記録します。 

RAID ログの内執ま、 

Windows はログビユーア、 

Linux はテキストエディタな 
どで参照できます。 


障害検出手段3 
RAID コントローラ 
に ブザーを 搭載し 
ている場合、障害 
の 発生を ブザーで 
知らせます。 



障害検出手段4 
RAID ログに記録 
するイベントのう 
ち、重要なものは 
OS のログにも記録 
します。 



ブザー 


障害検出手段5 

OS のログに記録したイペン 
卜は、 

ESMPRO/ServerManag 
e 「 ヘア ラートを送信しま 
す。また、 Express 通報サ 
-ビスこより、保守サービス 
会社にもアラートを送イ言し 
ます。 



osn ヴ 


Universal RAID Utility 


図21 RAID システムの障害監視イタージ 


RAID システムの障害監視 


本章では、 Universal RAID Utility を使用した RAID システムの障害監視について説明します。 

Universal RAID Utility は、 RAID システムの障害を監視するために、さまざまな手段を提供してしなす。 Universal RAID Utility 
が提供する障害監視機能をイメージにするか: i 下のようになります。 
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障害検出の手段 


Universal RAID Utility は、「図21 RAID システムの障害監視イメージ」のように様々な障害検出手段を提供してしなす。 lit 下、 
それぞれについて言兑明します。 


RAID ビューアによる状態表示 


RAID ビューアは、 RAID システムの状態をツリービューの各コンポーネントのアイコン、わよび、プロパティの[ステータス]に表 
不しまグ。 

ツリービュー上の各コンポーネントのアイコンの詳細については、「ツリービュー」を参照して〈ださし、。プロパティ中の[ステータ 
ス]の詳細については、 「 RAID システムの情報参照」を参照して〈ださい。 


raidcmd による状態表示 


" property " コマンドにより、 RAID システムの各コンポーネントの状態を参照できます。プロパティの表示内容については、 
「 RAID システムの情報参照」を参照して〈ださい。 


RAID ログへのイペントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生したイペントをすベて Universal RAID Utility の RAID ログに記録しま 
す。 


RAID ログの内容は、ログビユーア(オペレーティングシステムが Windows の場合)やテキスにディタで参照できます。ログビ 
ユーアの詳細については、「ログビユーアの機能」を参照して〈ださい。 

RAID ロウ"を参照するときは言語、文字コードに注意してください。 


1 オペレーティングシステム 

パスとファイル名 

言語 

文字コード 

Windows 

( インストールフオルダ )/ server/raid.log 

日本語 

UTF-8 

Linux 

/var/log/raidsrv/raid.log 

日本語 

0S の文字〕ードが EUC : EUC 

0S の文字 ]- ドが EUC 外： UTF-8 

VMware ESX 

/var/log/raidsrv/raid.log 

英語 

UTF-8 


irO RAID ログへのイペントのき獄ホ、 raidsrv サービスを開始したときに開始し、 raidsrv サービスを停 
DJ 止したときに停止します。 raidsrv サービスが停止している間に発生したイベントは、 RAID ログにき 
録されないのでを意して〈ださい。 


RAID 〕 ントローラのブヴー 

RAID コントローラにブザーを搭載している場合、発生した障害の種類によっては RAID コントローラがブザーを鳴らします。 
RAID コントローラのブザーは、手動で停止しない限り鳴り続けます。ブザーを停止する手順を説明します。 

RAID ビュ-ァ 

[ Control ] メニューのロザー停止]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツトビューで障害が発生しているコンポーネントを確認します。 
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手順 2 障害が発生しているコンポーネントが存在する RAID コントローラをクリツ 
クし、[操作]にュ-で[ブザ-停止]をクリックします。 


概 

己 

化） 

つール (T) ■^ ルプ (H) 

論埋ドライプの巧成(巨） ► 

プザー f 亭止区） 


中たム I 冲ェ — 卜 I ^广、 


■L [ブザー停止] 

I け I つていないとき 


のメニュー項目は、ブザーが鳴っていても、鳴っていなくてもクリックできます。ブザーが鳴 
は何も機能しません。 


raidcmd 

" sbuzzer " コマンドを使用します。 


手順1じ I 下のパラメータを指定して、" sbuzzer " 〕 
マンドを実行します。 

-C :ブザーを停止する RAID 〕ン阳ーラの番号 



(例 ） RAID コントローラ （RAID コントローラ番号1 ) のブザーを停止する。 
raidcmd sbuzzer -c=l 


〇犯グへのイベントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID ログに記録した RAID システムのイベントのうち、重要なイベントは OS ログにも記録し 
ます。 OS ロヴとは、オペレーティングシステムが Windows の場合、イペントログ(システム)です。オペレーティングシステムが 
Linux の場合、 syslog です。 

OS ログに記録するイベントについては、「付録 C : ロヴ1/イベントー覧」を参照してください。 


ESMPRO/ServerManager へのアラート送信 


Universal RAID Utility は、 OS ログに記録した RAID システムのイベントのうち、コンピュータの運用管理に影響がある重 
要なイベントを ESMPRO/ServerManager ヘアラートとして送信します。アラートの送信には、 ESMPRO/ServerAgent のイ 
ベント監視機能を使用します。 Universal RAID Utility をインストールしているコンピュータに ESMPRO/ServerAgent をイン 
ストルし、かつ、アラートを送信する設定を行うと、 Universal RAID Utility が検出する RAID システムのイベントは、自動的 
に ESMPRO/ServerManager ヘアラート送信されるようになります。 

ESMPRO/ServerManager へ通報するアラートについては、「付録 C : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 

■; ESMPRO/ServerAgent のアラート送信については、 ESMPRO/ServerAqent のドキュメントなどを参 

let I 照して〈ださい。 


ESMPRO/AlertManager の通報連携を使用するには 

ESMPRO/ServerManager へ送信したアラートを、マネージャ間通信機能で転送したり、 ESMPRO/AlertManager の 
通報連携で使用したりするときは、 ESMPRO/ServerManager をインストールしているコンピュータにじ I 下のレジストリを追 
加します。 

レジストリキー 

x 86 の場合： HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC ¥ NVBASE ¥ AlertViewer ¥ AlertType¥URAIDUTL 
x 64 の場合： 

HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC ¥ NVBASE ¥ AlertViewer ¥ AlertType¥URAIDUTL 
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值 


名前 

種類 


データ 

WavDefault 

REG_SZ 

Server.wav 


An i Default 

REG_SZ 

Default.bmp 


Image 

Smalllmage 

REG_SZ 

REG_SZ 

Default.bmp 

Default.bmp 



アクセス権 

オペレーテイングシステムが Windows XP(Home Edition は除く )、 Windows 2000 、 Windows Server 2003、 
Windows NT の場合は、前述のレジストリキーにじ I 下のアク t ス権を設定します。 


名前 


種類 

Administrators 

フル]ントロール 


Everyone 

読み取り 


SYSTEM 

フル]ントロール 


ESMPRO ユーザーグループ 

フル]ントロール 



ESMPRO ユーザーグループは、 ESMPRO / ServerManager のインストール時に指定した、 ESMPRO を 
使用するユーザーを管理するグループの名称です。グループ名がわからない場合、レ：!下のレジストリキ 
一を参照します。 

x 86 の場合: HKEY _ LOCA し MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC¥NVBASE 

x 64 の場合: HKEY _ LOCA し MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC¥NVBASE 

イ直 ： LocalGroup 


物理デパイスの故障を監視する 


RAID 〕ントローラが検出する物理デバイスの故簡ま 、 Universal RAID Utility では iil 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザー 

OS ログ 

アラ-卜 

ィ 

ィ 

RAID コント ローラの 機種 
に依存します 

ィ 

ィ 


論理ドライブで使用する物理デバイスが故障すると、物理デパイスの状態は[故障]/ [ Failed ] に変化します。 また 、その物理デ 
バイスを使用する論理ドライブの状態も、その冗長性の状況により[縮退]/ [ Degraded ] 、もし〈は、[オフライン]/ [ Offline ] に変 
化します。物理デパイス、論理ドライブの状態は、その問題を解決するまでその状態を保持します。 

RAID ビ I ユーアは、物理デバイス、論理ドライブの状態を、ツリービユーのアイコン、わよび、プロパティに表示します。また、 RAID ビユ 
-アは、 RAID システムの観点での状態や、コンピユータの観点での状態をツリービユーに表示します。 
raidcmd は、物理デパイス、論理ドライブの状態を、プロパティに表示します。 

レ: i 下、物理デバイスの状態の変化による、 RAID ビューア、 raidcmd の表示について説明します。 


[ 図の説明 ] 


論理ドライブ 
物理デパイス 

物理デバイス(ホッにペア) 
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物理デバイスが故障していないとき 

論理ドライブで使用しているすべての物理デバイスの状態が正常([ステータス]が[オンライン] ) のときは、論理ドライプの状態はオンライン([ステータス]が[オンライン]化なります。 


RAID システムの構成と状態 


日 


#1[オンライン] 
RAID レペル 5 


a 

#2 


B 

#4 


#1 #2 が 

[ オンライン ][ オンライン ][ オンライン ][ ホットスペア ] 


000000000000000000000 « 000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000 < 


RAID ピューアのツリーピュー 


日 〇|] Computer 

白-画 RAID 工外□ーラ #1(0) 

h 虹 バッ刊怔巧 ] 

自 ..眉 ディスウアレイ #1(0) 

.固 

な 
因 


…因 


LD # 1 ( 日 ') [ 才ライ :^] RAID 己 
PD #1(0) [ 才 > ラィ :/] ち姑 - HDD 
PD #2(1) [ 才 :V ライ :;] SAS-HDD 
PD #3(2) 於ラむ ] SAS-HDD 


… 回の #4(3) 博巧ホットがア ] SAS-HDD 


RAID ピユーアのプロパティ 



丽 

x ] 

[を肢 il オプション1 




巧目 


I 化 


番号 

ID 

物巧デ"イス番号 
ディスウアレイ欄 
RAID レペル 
容置 

ストライプサイズ 
キャッシュモード（現な f 直） 
ステータス ； 


1 

0 

1,2,3 

ぶ然! 

も KB 


がが 


論理ドライプ 
[オンライン ( Online )] 


ホ Vrite Through 
オンライン 


x ] 


:を肢 I 


>•4 

和 u 


巧目 


I 値 


まち 

ID 

エンクロージャ 
ス□ツト 

デバイス タイプ < 


むが -入 •• 

巧を 元/製品を t 
ファ-ムな[の y ジョン 

シリアルが グ 


r づ 


x ] 


IJ 


物理デバイス 
[オンライン ( Online ) 


AtACHI HUSl 51473 VLS300 

を 42A 

PCWRWTPK 


ステータス 

S.M.A.R.T. 

[ステータス 

S.M.A.R.T. 

[ステータス 

S.M.A.R.T. 


が GB 

オンライン 


正带 


オンライン 
正帝 

オンライン 
正巧 


x ] 


raidcmd のプロパティ 


) raidcmd property -tg 二 Id -c=l -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID : 0 

Physical Device Number ： 1, 2, 3 

Disk Array Number : 1 

RAID Level : 5 

ぶ山 Jl を Size : 64KB 

Capacity - 〜 : 146GB 

Cache Mode (Curre な : Write Back 

.Cac_he__Mode____CSettlng).....V 

Status : inline 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 
RAID Controller が Physical Device #1 
ID : 0 

Enclosure : 1 

Slot : 1 

Device Type 
Interface 


: HDD 
: SAS 

: Seagate ST1 2345678 
: BK09 

1 :1111 

Capacity _ 、、_ _ ； .146GB_ 

Status : Online 

S. M. A. R. r. : Norma l 


微 

Serial Number ••• 


Capac[ty______ 

Status 

S.M.A.R.T. 


でがが J むし 

Status 

S.M.A.R.T. 


..1.46GB... 

Online 

Normal 


J4 地り … 
Online 
Normal 


図 22 RAID ピューア / raidcmd の表示(物理デバイス正常） 
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物理デパイスが i 故障し、論理ドライプの冗長性が低下、もし〈は、冗長性を失ったとき 


論理ドライブで使用してし、る物理デバイスが1台]上故障して(ロテータス]が[故障] ) 論理ドライブの冗長性が低下 (RAID レベル6の場合、1台故障)、もし〈は、冗長性を失った (RAID レべ 
ル1と RAID レペル5の場合は1台までの故障、 RAID レペル6の場合は2台までの故障）、論理ドライブの状態は縮退([ステータス]が[縮剧化なります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ピューアのプロパティ 


raidcmd のプロパティ 



#1 [ 縮退 ] 
RAID レペル 5 


la まドライブのブ日"ティ 


#1 #2 #3 #4 

[ オンライン ][ オンライン ] [故障] [ホット スペア ] 


RAID ピューアのツリービュ- 


をお I オプション I 

巧目 

h 直 

を号 

1 

ID 

0 

物巧デバイスをち 

1,る3 - 

ディスクアレイ側 

1 がが 


x] 


論理ドライプ 

[縮 退 (Degraded)] 


容を 

ストライブサイズ 
キャッシュモード（現を f 直） 


化 KB 
ぶ 州 te 


Through 


[ 故障 (Failed )] のノー 

ドの存祖こより [異常] 


1 

ステ而 7 

搞巧 



/ 

t 



1物さデバイスのブ□バティ 


ぶ] 

:をぉ 

1 1 


i 


卜—■り 


巧目 


h 直 


曰 画 Ccimputer k ••••••••一 

を.. 四 1 R 
1 …! 
白. 

AIDX/ 卜□ーラ# 1(0) \<r ••一 

1 バッ刊征巧] 

里 ディスウアレィ#1面） 争 •• 


..... 己! LD #1(0) [桶返; |R 直 ID 曰 h 

…垣 PD #1(0) [ホ>ライ:/] SAS-HDD 
....垣 PD #2(1) [た/ライ:/] SAS-HDD 
…因 iPD #3に）做障] SAS-HDD H 

…回の #4(3) [専巧ホットスパア] SAS-HDD 



x] 


x] 



故障した物理デパイス 
[故障 (Failed)] 


ファームウェアバージョン 
シリアルを号 
容を 

i ステータス 
S.M.A.R.T. 


SAS 

MAXTOR ATLAS10K5_73SAS 

BKOD 

EYOOLSK 


が巧 
„走右胃 


> raidcmd property -tg 二 Id -( 
RAID Controller #1 Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

Disk Array Number 

RAID Level 

Stripe Size 
’Dapw? 岭 ••••*• 

Cache Mode ( 沉 r • 巧 f ホ ] L 

Cache Mode (Settin 各） 

: 二 1-1=1 
)rive #1 

0 

1, 2 , 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Degraded 

> 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=l 
RAID Controller #1 Physical 
ID 


Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 

Vendor/Model 


Device #1 
0 
1 
1 

HDD 

SAS 

Seagate STl 2345678 
RKOQ 


> raidcmd property -tg 二 pd -( 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

.Device Type 
l 7 l な 

Vendor/Mocf か ••〜 

Firmware Vers ion 

Serial Number 、、、 

Capacity V 

3=1 -p=3 

Device #3 

2 

1 

3 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

Failed 

S.M. A. R. T. : Normal 

> 


図 23 RAID ピュ-ア / raidcmd の表示(論理ドライブ冗長性喪失） 
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か障した物理デバイスを交換し、 RAID システムを復旧したとき 


論理ドライプの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続けると、物理デバイスがさらに故障したとき論理ドライブのデータを失う可能性があります。冗長性が低下した論理ドライプが存在すると 
きは、ホットスペアや、故障した物理デパイスの交換により論理ドライブを復旧します。ホットスペアや、故障した物理デパイスの交換でリビルドが動作すると、物理デパイスの状態はリビルド中([ステー 
タス]が[リビルド中] ) に変化します。リビルドにより論理ドライブが復旧すると、論理ドライブの状態はオンライソこなります。 


P 


RAID システムの構成と状態 


RAID ピューアのプロパティ 


raidcmd のプロパティ 





x ] 

A # 1 [縮剧 

L _ J RAID レベル 5 

! :を肢 1 オプション 1 




ご 


#1 #2 #ス 

[オンライン][オンライン] [レデイ] 
膊障） 


#4 

[ リ ピルド 中 ] 



巧目 


い直 


ホ号 
ID 


•イー 


論理ドライブ 

[縮 退 ( Degraded )] 


物巧デバイス番号 

,••• 1, 户 

ディスクアレイ惜幸反 

1か1 を目） 

ホ ID 5 

RAID レペル / 

容畳 / 

f3GB 

ストライブサイズ / 

も 4KB 

キャッシュモード (5ljEfi) 

み Vrite Through 

お-タス / 

補巧 


RAID ピューアのツリーピュー 


物理デバイス (T ブロバティ 


[縮 退 ( Degraded )] のノ 
ードの存在により [警告] 


曰 晒 Computer ィ ••• 

白. 垣 RAID 工外□-ラ # 1 ( 0 ) 

1 ..... 虹 バツ刊怔巧] 

自 ...@ 话が与 7 レ：！# 1 祖 ；I _ 

! -( BIIlD # 1 ( 0 ) [棉退 1 R 抽 D 与 
1 …垣 PD # 1 ( 0 ) 村:/ライ:/] SAS-HDD 
…因の # 2 ( 1 ) [た V ライ:;] SAS-HDD 
…因史 D #が 3 ) [リむげす] SAS-HDD 
…圖 i PD # 3 ( 2 )[ レディ] SAS-HDD k - — — 



x] 


専用ホットスペア 
[リ ビルド中 ( Rebmiding )] 


HDD 

SAS 

SEAGATE ST 373455 SS 
0004 

IFP5V 


> raidcmd property -tg 二 Id -( 
RAID Controller #1 Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

: 二 1-1=1 
)rive #1 

0 

1 ， 2， 3 

1 

ぶム nr ray iMuniDsr 

RAI で t なかし〜 

Stripe Size •••••• 

Capacity 〜•、 

Cache Mode (Current) \ 

Cache Mode (Settin 星 ） Y 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Degraded 

> 


故障した物理デバイス 
[レ デイ ( Ready )] 


容量； イ 67GB 

ストタス 

レディ 

S.M.A.R.T. 

正巧 


RAI 

ID 

Enc 

Sic 

Dev 

In1 

Vfir 

> raidcmd property 
RAID Controller #1 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 
Interface 

1 

Fi 

Serial Number •• 

Capacity 

-tg=pd -( 
Physical 

3=1-p=4 

Device #4 

0 

1 

4 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

RebuiI ding 


S. M. A. R.T. 

> 


: Norma [ 


Firmware Version 

: BK09 


Serial Number 

:1111 


Capacity 

: 146GB 


► Status 

: Ready 


S.M.A.R.T. 

> 

: TIormaf 



リビルド開始後、故障した物理デパイスま、 RAID コン阳ーラの種類や発生した障害の 
種類により、[ステータス]が[レディ]になったり、物理デパイスの存在を認識できな〈なっ 
たり、[ステータス]が[故障]のままになったり、いろいろな結まが考えられます。 


図24 RAID ピュ-ア / raidcmd の表示(物理デバイスのリビルド) 
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物理デパイスが巧障し、論理ドライプが停止したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続け、物理デパイスがさらに故障すると論理ドライブは停止します (RAID レペル1と RAID レペル5の場合は2台にI上の故障、 RAID U 
ペル6の場合は3台 iil 上の故障）。論理ドライブが停止すると、論理ドライブの状態はオフライン(ロテータス]が[オフライン] ) となります。オフラインとなった論理ドライブのデータは失われてしまいま 
す。故障した物理デパイスをすべて交換し、 RAID システムを構築しなわします。 



RAID ピューアのプロパティ 


raidcmd のプロパティ 


ミまドライブのブ□バティ 


選程….||オプション I 


ぶ] 


巧目 


I f 直 


番号 

ID 

伽里デバイスを号 
ディスウアレイ情幸反 
RAID レペル j 

容畳 Z 

ストライプサィズ ミ 

キサツシュモード （現を ろ 直） 
沫テータス と 


論理ドライプ 
[オフライン (Offline)] 



日 团 i Computer 


Q RAID エ/卜□-ラ #1(0) 

h 画 バッ刊怔巧] 

回 - 有 L すが与脚 

…已 ILD #1(0) [才7ライ:/] RAID 己 
…屆 PD #1(0) [ホ:/ライ:/] SAS-HDD 
…胃史〇 ず 2(1) [胃] S み S- け PP 
..因 iPD #3(2) 做障] SAS-HDD 
…因の #4(3) [専巧 ホット スパ ア] SAS-HDD 


> raidcmd property -tg= 1 d -c 
RAID Controller #1 Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

Array Number 

Stripe Size •••••、 

Capacity 〜*、 

Cache Mode (Current) \ 

Cache Mode (Setting) V 

)=1-1=1 
)rive #1 

0 

1, 2, 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Off Iine 

> 



シリアル番号 I 

I 3 LQ 0 FP 5 V 


容量： N 

ド GB 


お-タス 

巧巧 

S . M . A . R . T . 

正が 





> r 

RAI 

• が 1 

Enc 

Sic 

Dev 

Int 

Ver 

Fir 

> raidcmd property 
RAID Controller #1 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 
Interface 

Fi rmware 

Serial Number • 

Capacity 

-tg=pd -c=l -p=3 

Physical Device #3 
: 2 
: 1 
: 3 
: HDD 
: SAS 

: Seagate ST1 2345678 
: BK09 
:1111 

V : 146GB 

Status 

: Failed 


S. M. A. R. T. 

> 

: Normal 


..Capacity_ 

_: .J.4.6GB _ 


Status 

: Failed 


S. M. A. R. T. 

> 

: Normal 



図25 RAID ピューア / raidcmd の表示（論理ドライブの停止） 
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パッテリの状態を監視する _ 


RAID 〕ントローラが検出するバッテリの状態は 、 Universal RAID Utility ではレ: i 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザー 

OS ログ 

アラ-卜 

ィ 

ィ 

RAID コント ローラの機 
種に依存します 

ィ 

ィ 


Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに搭載しているパッテリのイベントを監視します。検出したバッテリのイベントは、 
RAID ログに記録します。 また、 バッデ J の問題を検出した場合、バッデ J の状態を RAID ビユーアではバッデ J の[ステータス]へ、 
raidcmd では RAID コントローラの [Battery Status ] へ反映します([警告]/ [ Warning ] に変化)。バッテリの状態は、その問題を解 
決するまで保持します。 


RAID ピューアのツリービュー 


バ'斤リに隱るとき、パ'斤リのノ-晴態は[警告]とな。ます。 黯揣 g 


曰 FDI Computer 


日 励 Computer 

k ••••••一 

:ここ：：：：二：こ：：こ：こ：：：こ：：：：こ：こ： L _ 一< 

•) 

白… の RAID 工V卜□ーラ #1(0) 


も. 国 卢 AIDID 卜□ーラ# 1 ( 日） ^•一 


i." 画 パッ刊匪 吊] 


i . 画 1 パツテリ [苦引 


自 ..圖 ディスウアレイ - - 

と'' ■'] I ■!_ J i ^ r J _ V . ^ 、 T n A t 


自個 ディスウ こ泣ぶ 婚 f 


i ■ID LD #1(0) [たつイ八 RAID 5 

on 出 ifn、 「寸、 QAQ.Nnn 


L 巧 Dn 出 パ n、r っ 

故障したバッテリ 



[警告] 




図26 RAID ピューア / raidcmd の表示いお/テリの問題) 
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エンクロージャの状態を監視する 


RAID コントローラが検出するエンクロージヤの状態は 、 Universal RAID Utility では]下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザー 

OS ログ 

アラ-卜 


ィ 

RAID コント ローラの機 
種に依存します 

ィ 

ィ 


Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラが検出したエンクロージャのイペントを監視します。検出したエンクロージャのイベント 
は、 RAID ログに記録します。また、重要なイベントは、 0 S ログへ記録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信をしたりしま 
す。 

なわ、このカテゴリで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリービューや、プロパティの[ステータス]/ [ S ね tus ] には状態を反映しま 
せん。 

エンクロージャに関するロク"については、「付録 C : ロヴ1/イベントー覧」を参照して〈ださい。 


RAID システムのさまざまなイペントを監視する 


RAID コントローラが検出するその他のイペントは 、 Universal RAID Utility ではレ: i 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザー 

OS ログ 

アラ-卜 


ィ 

RAID コント ローラの機 
種に依存します 

ィ 

ィ 


Universal RAID Utility は、これまでに説明した物理デバイスの故障、パッテリのイベント、エンクロージャのイベントに1外にも、 
RAID システムの様々なイベントを監視します。検出した RAID システムのイベントは 、 RAID ログに記録します。また、重要なイベント 
は、 0 S ログへ記録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信をしたりします。 

なわ、このカテゴリで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリーむ一や、プロパティの[ステータス]/ [ S ね tus ] には状態を反映しま 
せん。 

RAID システムのさまざまなイベントに関するログについては、「付録 C : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 


物理デパイスを予防交換する_ 

物理デバイスが S . M . A . R . T .( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) をサポートし、かつ 、 RAID コント□-ラが 
その S . M . A . R . T .エラーを検出できる場合 、 Universal RAID Utility は、その S . M . A . R . T . エラーをに I 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザー 

OS ログ 

アラ-卜 

ィ 

ィ 

RAID コント ローラの 機 
種に依存します 

ィ 

ィ 


Universal RAID Utility は、物理デバイスの S . M . A . R . T . エラーを 監視します。 S . M . A . R . T . エラーを 検出したときは、そのイベントを 
RAID ログに記録します。 また、 物理デパイスの S . M . A . R . T . の状態を物理デバイスの状態として反映します(物理デバイスの状態を 
[警告]/ [ Warning ] に 変化)。 物理デバイスの状態は、 S . M . A . R . T . エラーを 解決するまで物理デバイスの状態として保持します。 
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RAID ピューアのツリービュー 


1 S . M . A . R . T . エラーを検出したとき、物理デバイスのノードの状態は[警告]となります。 


曰 BI Computer 户 ••••• 一 •• がパ ^ 

回.. の iR 

T-I 

a-i 

AID エ / 卜 □ ーラ #1( 日） - - / 

!バ ッ刊证巧] パ' 

g! ディ姑ァ网 #1 和 分 •••’ 

i …固 LD #1(0) [ わラむ ] RAID 己 

U 因 PD #1(0) [ 寸 :/ ライ :/] SAS-HDD 
i …圈 PD #2(1) 时片 む ] SAS-HDD 

i …-每! PD #3(2 ) [寸 :/ ライ :/, S.M.A.R.T.] SAS-HDD : 

因 PD #4(3) 頃田ぉ H 巧 パァ] SAS-HDD 


S.M.A.R.T •エラーを検出した1 
物理デバイス 1 

[警告] 1 


日 ^ Computer 


回. を RAID 工/卜□ーラ #1(0) 


i …画 バツ刊 怔巧 ] 


白.. 璋 ディスウアレイ #1(0) 


i. 固 LD #1(0) [むラむ] RAIDS 


因 PD #1(0) [たみむ] SAS-HDD 


1…. 薦 PD #2(1) 时 :/ライ：/] SAS-HDD 


1…. 疑 PD #3(2) 时 :/ ラた/ 1 SAS-HDD 


ミ ... .固 PD #4(3) [専巧 ホみみな J ， ミ已 S-HDD 



[警告] のノ-ドの 
存在により [警告] 




raidcmd のプロパティ 




S . MAR . T . エラーを検出したとき、物理デバイスのプロパティの |； S . M . A . R . T .] が [ Detectedl となります。 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=i 

RAID Controller #1 Physical 

Device #1 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

1 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate STl 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

Capacity 

146GB 

Status 

Online 

S. M. A. R. T. A 

Normal 

> ス - 


> raidcmd property -tg=pd -c=l-p 二 1 
RAID Controller #1 Physical Device #1 
ID : 0 

Enclosure : 1 

Slot 

Device Type 
Interface 
Vendor/Model 
Firmware Version 
Serial Number 
Capacity 
Status 
S. M. A. R. T. 


S.M.A.R.T •エラーが発生した 
物理デバイス 
[Detected] 


146GB 
. QniJne …… 
Detected 


図 27 RAID ピューア /raidcmd の表示 (SiMiAiRiT エラー検出） 
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ESMPRO/ServerManager による管理 


ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 lil 降を使用すると、 ESMPRO/ServerManager で Universal RAID Utility が管理する 
RAID システムの参照や監視、オペレーシヨン実行などを行えます。本章では、 ESMPRO / ServerManager を使用して RAID システ 
ムを管理するにあたり留意すべき点について記述します。 

なわ、 ESMPRO / ServerManager の動作環境や操作方法などについては、 ESMPRO / ServerManager の操作説明を参照してく 
ださい。 

動作環境とインストール 


ESMPRO/ServerManager のパージョン 


Universal RAID Utility Ver 2.3 をインストールしたシステムを管理できる ESMPRO / ServerManager は、 
『 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 じ I 降』です。 RAID システムを実装するコンピユータを管理するためのシステムには、 
『 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 lil 降』をインストールして〈ださし、。 

管理される〕ンピュ ータの オペ レーテ イングシステム 


『 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 じ I 降』から RAID システムを管理されるコンピュータのオペレーティングシステムは、 
Windows のみサポートします。 Linux や VMware ESX のシステムはサポートしていません。このようなシステムは、 RAID ビュ 
—アや raidcmd で管理して〈ださい。 


使用する ESMPRO / ServerManager の選択 


『 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 じ I 降』から RAID システムを管理されるコンピユータに Universal RAID Utility をイ 
ンストールするとき、 「 ESMPRO / ServerManager の選択」のフエーブで、 [ ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 iil 降]を選 
択します。 [ ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 じ I 降]を選択すると、 ESMPRO / ServerManager との通信に必要なモジユ 
—ルがインストールされます。 


動作モードを活用する 


rESMPRO/ServerManager Universal RAID Utility 管理機能」では、 ESMPRO / ServerManager のユーザーアカウントごとに、 
Universal RAID Utility の使用できる動作ードを設定します。 RAID ビ’ューアや raidcmd のように、動作モードを自由に切り替えるこ 
とはできません。 

スタンダー巧ードを使用する 


ESMPRO / ServerManager の Administratorlil 外のユーザーアカウントは、既定値ではスタンダー巧ードの使用権限が 
あります。 

アドバンストモードを使用可能なユーザーアカウントを、スタンダードモードのみ使用できるように設定するには、設定を変更 
するユーザーアカウントの[ユーザ情報]を変更します。[ユーザ情報]の [Universal RAID Utility 動作モード]で[スタ 
ンダードモード]を選択してください。 

[ユーザ情報]を変更する方法については、 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 の操作説明を参照して〈ださい。 
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アドパンストモードを使用する 


ESMPRO / ServerManager の Administrator のユーザーアカウントは、既定値ではアドバンストモードの使用権限がありま 
す。 

スタンダードモードしか使用できないユーザーアカウントを、アドバンストモードも使用できるように設定するには、設定を変 
更するユーザーアカウントの[ユーザ情報]を変更します。[ユーザ情報]の [Universal RAID Utility 動作モー鬥で[ア 
ドバンストモード]を選択して〈ださい。 

[ユーザ情報]を変更する方法については、 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 の操作説明を参照して〈ださい。 


ESMPRO / ServerManager で使用できる機能 

「 ESMPRO/ServerManaaer Universal RAID Utility 管理機能」で使用できる機能は、 lil 下のとわりです。 


カテゴリ 

機能項目 

スタンダード 

アドパンスト 

備ち 

構成/状態/ログ情報参照 

ツリービュー表示 

0 

0 



プロパティ表示 

0 

0 



表示情報更新 

0 

0 

[サ-バ状態/構成情報]で [RAID システム] 
の [RAID システ厶情報]を表示し、[再ス 
キャン]を実行 


RAID ログ参照 

0 

0 

[サーバ状態/構成情報]で [RAID システム] 
の [RAID ログ]を表示 

コンフィグレーション 

論理ドライブ作成(シンプル） 

X 

X 



論理ドライブ作成(カスタム） 

X 

X 



ホットスペア(作成/解除） 

X 

X 



論理ドライブ削除 

X 

X 



イージーコンフィグレーション 

X 

X 


オペレーション 

動作状況表示（実行中オペレ 
-ションの停止） 

0 

0 

[RAID システム情報]画面[オペレーシヨン 
-覧] 


整合性チェック 

0 

0 



整合性チェック（スケジュール実 
行） 



リモ-卜制御機能の[リモ-トバッチ]で実行 
(アドミニストレータ権限を持ったユーザーの 
み使用可能） 


初期化 

X 

0 



リビルド 

X 

0 


メンテナンス 

ESMPRO/ServerManager への 
アラート通報機能 

0 

0 



ブザー停止 

0 

0 



物理デバイスの実装位置表示 

0 

0 



物理デバイスのステータス変更(才 
ンライン、故障） 

X 

0 


設定変更 

RAID コントローラのオプションパラ 
メ-夕設定 

X 

0 



論理ドライブのオプションパラメータ 
設定 

X 

0 


その他の機能 

動作モード変更 

国 

国 

ユーザーアカウントごとに動作モードを設定 


CLI (コマンドラインインタフェース） 

X 

X 
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Universal RAID Utility の設定変更 


Universal RAID Utility の設定変更について説明します。 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートが他アプリケーシヨンなどで使用する TCP ポートと競合する場合 、 Universal 
RAID Utility の使用する TCP ポートを変更できます。 

1 —0 TCP ポートの変更は管理者権限を持つ ユー ザーで行います。管理者権限を持つ ユー ザーでなけれ 

CO ば、 TCP ポートは変更できません。 


オペレーテイングシステムが Wi ndows の場合 


手)頃1 管理者権限を持つユーザーでログオンします。 

手順 2 RAID ビューア、ログむーアを開いているときは終了します。 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順 3 raidsrv サービスを停止します。 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 降で RAID システムを管理している場合 、 raidsrv 

Agent サービス、 edService サービスも停止します。[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、[管理ツール]、[サービス] 
の順にダブルクリックします 。 [Universal RAID Utility ] サービスをクリックし、[操作]メニューで[停止]をクリックします。同滿こ、 
[Universal RAID Utility raidsrv Agent :] サービス、 [ edService ] サービスも停止します。 


手順 4 データポート、イペントポート、 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 用通信ポートの3つの TCP ポートごとに、それぞれ変更 

する箇所が複数あります。各設定ファイルの該当する箇所の TCP ポート番号を修正します。 


設定ファイル パスとファイル名 データポート イベントポート ESMPRO/ServerManager 

通信ポート 


raidsrv サ ー t : ス 
RAID ビューア 


raidcmd 

raidsrv Agent サービス 


(インストールフオルダ） 
¥ server ¥ raidsrv.conf 
(インストールフオルダ） 
¥ gui ¥ raidview.conf 
(インスト-ルフオルダ） 
¥ cli ¥ raidcmd.conf 
(インストールフオルダ） 
Vserver 

¥ raidsrv _ agent.conf 


[ socket ] t クシヨン 
data port 

[ network ] セクション 
port 

[ network ] t クション 
port 

[ network ] t クシヨン 
data_port 


[ socket ] セクション 
event port 
[ network ] セクション 
port-listen 
なし 

[ network ] セクション 
even し port 


なし 

なし 

なし 

[ network ] セクション 
agen し port 


■L インストールフォルダの既定値は、 CPU アーキテクチヤが x 86 の場合は、 % SystemDrive%¥Program 

I け I FilesYUniversal RAID Utility 、 x 64 の場合は、〇/〇 SystemDrive%¥Proaram Files 
( x 86 )¥Universal RAID Utility です。 


手順 5 3 つ、あるいは、 4 つの設定ファイルを修正後、 raidsrv サービス、わよび raidsrv Agent サービス、 edService を開始します。 

[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、[管理ツール]、[サービス]の順にダブルクリックします 。 [Universal RAID 
Utility ] サービスをクリックし、[操作]メニューで[開始]をクリックします。同様に 、 [Universal RAID U 川 ity raidsrv Agent :] サービス、 
[ edService ] サービスも開始します。 
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オペレーテイングシステムが Linux 、 または 、 VMware ESX の場合 


手リ展1 管理者権限を持つユーザーでログインします。 

手リ展 2 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順 3 raidsrv サービスを停止します。 


> /etc/init. d/raidsrv stop , 

• ■■■■3 


Stopping raidsrv services ： 

> 


[OK] 


手順 4 データポート、イペントポートの2つの TCP ポーにとに、それぞれ変更する箇所があります。各設定ファイルの該当する箇所 

の TCP ポート番号を修正します。 


設定ファイル 


パスとファイル名 


ーツポート 


イペントポー 


raidsrv サー〔ス / etc / opt / nec / raidsrv / raidsrv.conf [ socket ] t ソンョン [ socket ] セクション 

data port event port 

raidcmd / etc / opt / nec / raidcmd / raidcmd.conf [ network ] t クシヨンなし 

port 


手順 5 2 つの設定ファイルを修正後、 raidsrv サービスを 

開始します。 


> /etc/init. d/raidsrv start 

…5 


Starting raidsrv services ： 

> 


[OK] 


RAID むーア起動時の動作モードを変更する 


RAID ビ I ューアは、起動したときはスタンダー巧ードで動作します。これを、必ずアドバンストモードで起動するように設定を変更 
できます。 


手リ眞 1 [ツール]メニューで、[オプション]をクリックします。 

手リ展 2 [オプション]ダイアログボックスの[全般]タブで 
[つねにアドバンストモードで起動する]チェックボックスをオンに 
し、 [0 K ] もし〈は、帷用]をクリックします。 



■l [つねにアドバンストモードで起動する]の設定は、次回 RAID ビューアの起動時から有効になります。 

I け I 
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を意事項 


Universal RAID Utility を使用する上で注意すべき点について説明します。 


動作環境 

\t' ご " - : ， 心 ， ： ■. … - " III 亡 : I 


IPv 6 のネリ用について 


Universal RAID Utility は、 IPv6(Internet Protocol version 6) 環境では動作しません。 IPv4 環境で使用して〈ださい。 
IPv6 環境で RAID システムを管理するには、 Universal RAID Utility の代わりに、 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイ 
を使用してください。 


ソリツドステートドライプ ( SSD ) のサポートについて 


Universal RAID Utility Ver2.31 の RAID ビューア、 raidcmd は、オンボードの RAID コントローラ (LSI Embedded 
MegaRAID ™) に接続した ソ リツドス テート ドライブを ハー ドディスクドライブとして表示します。 

前述の環境にわいて Universal RAID Utility を Ver2.3lil 前のパージョンから更新した場合、ソリツドステートドライブと識 
別していた物理デバイスを A — ドディスクドライブと識別します。 

オンボードの RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID ™) に、ソ リツ ドス テー トドライブと ハー ドディスクドライブを同時 
に接続する場合は、同一論理ドライブにソ リツ ドステートドライブと A - ドディスクドライブが混在しないよう注意して〈ださい。 

が下の場合、同一論理ドライブにソリツドステートドライブとノ\-ドディスクドライブが混在する可能性があります。 

参イージーコンフィクレーションを実行する 

イージーコンフィク"レーション機肯封よ実行しないで〈ださい。 

• 論理ドライブの作成(シンプル)を実行する 

すべて同じ容量の物理デパイスを使用して論理ドライブを作成して〈ださい。 

• 論理ドライブの作成(カスタム)を実行する 

すべて同じ容量の物理デバイスを使用して論理ドライブを作成して〈ださい。 

• リビルドを実行する 

リビルドを実行する場合、故障した物理デバイスと同じ容量の物理デバイスを使用してリビルドして〈ださい。 
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インストール/アンインストール 


インストール/アンインストール中の DistributedCOM のイペントき録につし、て 


オペレーティングシステムに Windows Server 2008 R 2 、Windows 7を使用するシステムで Universal RAID Utility を 
インストールやアンインストールする場合、 OS のイペントログにレ: i 下のイペントを登録することがあります。 m 下のイペントが登 
録されても、システムや Universal RAID Utility の動作に問題はありません。 


イベント ソース イベント ID 説明 


DistributedCOM 10001 DCOM サーパーを起動できません { E 951：3610- F 218- B 954-2 C 7 E 6 BA 7 CABB } (/)。 


RAID ピューア、ログピューア 


RAID ピューア、ロヴビューア起動時のデジタル署名の確認について 


RAID むーアとログむーアはデジタル署名を署名してしなす 。 .NET Framework を使用するデジタル署名を持つアブ J ケ 
-シヨンを起動すると 、 .NET Framework はデジタル署名が失効していないかネットワークへ確認を行います。そのため、ネット 
ワークに接続していない〕ンピュータや、ネットワーク接続状況の悪い〕ンピュータの場合、 RAID ビューア、ログビューアの起動 
まで数分待たされる可能性があります。 

待たされる時間はオペレーティングシステムやネットワーク接続状況により異なります。 

参考情報 

http :// support . nnicrosoft . com / kb /9367 Q 7 /ia 


Microsoft .NET Framework Version 2.0 な降が存在しない状態での 
起動について 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 じ I 降をインストールせずに、 RAID ビューア、ログビューアを起動すると、起動に 
失敗します。 

1. Microsoft .NET Framework Version 2.0 よりも古いパージョンが存在する場合 
.NET Framework の初期化エラーの発生を示すメッ t — ジダイアログを表示します。 

2. Microsoft .NET Framework が存在しない場合 

.NET Framework のリンク エラー によりアプリケーション エラーが 発生したことを示すメッ t — ジダイアログを表示します。 
また、 OS のイペントログに、じ I 下のイペントを登録します。 


イベント ソース イベント ID 説明 


Application Popup 26 アプリケーシヨンポップアップ： raidview . exe(RAID ビユーアの場合。ログビユーアの場 

合は rlogview.exe) -アプリケーシヨンエラー:アプリケーシヨンを正し〈初期化で 
きませんでした （0XC0000135)。 [ OK ] をクリックしてアプリケーシヨンを終了して〈ださ 
い。 


RAID ビューア、ログビューアを使用するには 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 をインストールして〈ださい。 
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Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライプラリのランタイムコンポーネント 
が存在しない状態での起動について 


Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールせずに、 RAID ビューアを起動すると、 
起動に失敗します。 

1. Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントが存在しない場合 

Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリの DLL を口ードできなし、ため、問題の発生を示すメッ t — ジタ’イアログを 
表示します。 

また、 OS のイペントログに、じ I 下のイペントを登録します。 


1 イベント ソース 

イベント ID 

説明 1 

SideBySide 

32 

従属するア t ンブリ Microsoft VC80.CRT を検出できませんでした。エラー:参照 
されたア t ンブリはシステムにインストールされてしけせん。 

SideBySide 

59 

説明： Resolve Partial Assembly が Microsoft.VC80.CRT に失敗しました。参 
照エラーメッセージ：参照されたアセンブリはシステムにインストールされてしなせ 
ん。 

Generate Activation Context が (Universal RAID Utility をインストールしたフォ 
ルダ) ¥gui¥b「idge.dll に失敗しました。参照エラーメッセージ：この操作を正し〈 
終了しました。 

SideBySide 

59 


RAID ビューアを使用するには、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールしてく 
ださい。 


ESMPRO/ServerManaqer 


複数の ESMPRO / ServerManager からの同時実行 


ESMPRO/ServerManager から RAID システムへオペレーシヨンなどを実行すると、じ I 下のエラーが発生する場合がありま 
す。じ I 下のエラーが発生した場合、他の ESMPRO/ServerManager から同じ RAID システムへ同時にオペレーシヨンなどを 
実行している可能性があります。保守員などへ調査を依頼する前に、このような操作を行っていないか確認して〈ださい。行 
っていた場合、実行タイミンク"をずらして再実行して〈ださい。 

「システムエラーが発生しました。 collect ロウ"を採取後、調査を依頼して〈ださい。」 
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パト□—ルリ-ド 


「パト□-ルリ-ド失敗 J のイベント登録について 


N 8103-109/128/ G 128/134/135 RAID コントローラを使用する環境で「パトロールリード失敗」のイベントが登録された 
場合、 RAID システムの再スキャンを実行して〈ださい。 

再スキャンに成功した場合、 Universal RAID Utility がシステム高負荷の影響などにより一時的にパトロールリードの状態 
を取得できな〈なり、「パトロールリード失敗」のイベントを登録したと考えられます。パトロールリードは正常に動作しているため、 
「パトロールリード失敗」のイベントは無視して〈ださい。 

再スキャンに失敗した場合、 lit 下の対他が必要です。 

オペレーテイングシステムが Windows の場合 

手順1 RAID ビューア、ログビューアを開いてし、るときは終了します。 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順2サーパを再起動します。 

オペレーテイングシステムが Linux、VMware ESX の場合 

手順1 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順2 □ックファイルが作成されているか確認します。 n ックファイルが作成されている場合、 lit 下のファイルを削除します。 
/ var / lock / subsys/raidsrv 

手順3サ-パを再起動します。 
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